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埼経協ニュース３５５号

平
成
二
二
年
新
年
会
員
懇
談
会
は
一

月
一
四
日
�
午
後
一
三
時
三
〇
分
か
ら

同
一
七
時
ま
で
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
ご
来
賓
の
方
々
な

ら
び
に
会
員
の
方
々
あ
わ
せ
て
三
三
〇

名
で
あ
っ
た
（
ご
来
賓
の
ご
芳
名
は
四

頁
参
照
）。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
。

【
第
一
部挨

拶
・
講
演
の
部
】

開
会
挨
拶

利
根
忠
博
会
長

（
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

利
根
会
長
は
「
私
た
ち
は
、

埼
玉
県
を
は
じ
め
、
関
東
経

済
産
業
局
、
埼
玉
労
働
局
、

地
元
大
学
な
ど
力
強
い
支
援
諸
機
関
な

ど
と
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
課
題
に
取

り
組
み
、歴
史
の
礎
を
築
く
と
い
う『
不

屈
の
志
』
を
も
っ
て
『
新
し
い
成
長
戦

略
、
新
し
い
企
業
経
営
』、
そ
し
て『
活

力
と
安
心
の
両
立
』
に
向
か
い
、
今
年

一
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。」
な
ど
と
挨
拶
。

来
賓
挨
拶

埼
玉
県
副
知
事

塩
川

修
氏

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
局
長

高
原

一
郎
氏

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
局
長

苧
谷

秀
信
氏

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合

会
会
長

宮
本

重
雄
氏

埼
玉
県
教
育
局
教
育
長

島
村

和
男
氏

�
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭

川
本

宜
彦
氏

来
賓
ご
紹
介

事
務
局
報
告

専
務
理
事

三
国

雅
裕

特
別
講
演

演
題
「
日
本
経
済
の
先
を
読
む
」

講
師

社
団
法
人

日
本
経
済
研
究
セ

ン
タ
ー
会
長

新
井

淳
一
氏

（
講
演
要
旨
は
五
頁
以
下
参
照
）

講
演
謝
辞

本
多

康
夫
副
会
長

（
フ
ジ
ノ
ン
�
元
会
長
）

【
第
二
部

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
の
部
】

開
宴
挨
拶

森
谷

文
昭
副
会
長

（
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
�
名
誉
顧
問
）

来
賓
挨
拶

も
の
つ
く
り
大
学
学
長

神
本

武
征
氏

乾
杯

埼
玉
経
済
同
友
会
代
表
幹
事

藤
原
秀
次
郎
氏

懇
談

閉
宴
挨
拶

藤
池

誠
治
副
会
長

（
�
デ
サ
ン
代
表
取
締
役
）

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１０ 月号

日本経団連 埼玉

平平
成成
２２２２
年年
新新
年年
会会
員員
懇懇
談談
会会
をを
開開
催催

利根会長
『
不
屈
の
志
』
を
も
っ
て
活
力
と

安
心
の
両
立
に
向
か
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

２・３

▲新年会員懇談会会場

▲挨拶する利根会長
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会会
場場
スス
ナナ
ッッ
ププ

�
来
賓
挨
拶

苧
谷
秀
信
厚
生
労
働
省

埼
玉
労
働
局
局
長

▲主要来賓、役員記念写真

�
来
賓
挨
拶

塩
川
修
埼
玉
県
副
知
事

▲会場

�
来
賓
挨
拶

宮
本
重
雄
日
本
労
働
組

合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会
会
長

�
来
賓
挨
拶

高
原
一
郎
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
局
長

― ２ ―



�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

目

次

頁

�
新
年
会
員
懇
談
会

１

�
同
写
真
ア
ル
バ
ム

２
〜
３

�
同
ご
来
賓
名
簿

４

�
同
講
演
要
旨
「
日
本
経
済
の
先
を
読
む
」

社
団
法
人
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

会

長

新
井
淳
一
氏

５
〜
１３

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介
、
埼
玉
県

民
共
済
生
活
協
同
組
合

組
合
長
理
事

正
木
萬
平
氏

１４
〜
１５

�
青
年
部
会
新
春
特
別
講
演
会

１６

�
日
本
経
団
連
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

１７

�
下
期
地
区
協
議
会

中
・
北
・
南
・
西

１８
〜
１９

�
Ｊ
Ａ
Ｍ
埼
玉
労
使
会
議

２０

�
埼
玉
音
協
林
家
た
い
平
独
演
会

２０

�
地
域
社
会
問
題
委
員
会

２１

�
も
の
つ
く
り
大
学
公
開
講
座

２２

�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
報
告
会

２３

�
生
徒
・
保
護
者
・
先
生
に
よ
る
四
者
面
談

会

２４

�
渋
沢
栄
一
賞
、
荻
野
吟
子
賞

２５

�
連
載
５２
回
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な
話

題

西
・
中
・
北
・
南

２８
〜
２９

�
連
載
５８
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い

の
広
場

３０

�
連
載
第
３８
回
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ

う
こ
そ

３１

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
５２
回

３２

�
第
４５
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
終
了
、
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
労
働
法

安
西

�

弁
護
士３３

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
な
ど

３４
〜
３６

�
第
２８
期
担
当
者
養
成
講
座
案
内

３７

�
渋
沢
ス
ピ
リ
ッ
ツ
人
材
育
成
事
業
、
本
会

発
行
安
西
弁
護
士
著
「
採
用
か
ら
退
職
ま

で
の
法
律
実
務
」
改
訂

３８

�
事
業
だ
よ
り
、
連
載
１７４
回
「
こ
ん
な
時
に

こ
ん
な
事
を
！
」

３９

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音
協

４０

▲来賓挨拶
島村和男埼玉県教育局教育長

▲パーティの部開宴挨拶
森谷文昭副会長

�
講
演
会
に
は
３
３
０
名
が
参
加
し
た

▲来賓挨拶 川本宜彦�埼玉県商工会
議所連合会会頭

▲パーティの部来賓祝辞
神本武征ものつくり大学学長

�
懇
親
パ
ー
テ
ィ

�
乾
杯

藤
原
秀
次
郎
埼
玉
経
済
同
友

会
代
表
幹
事

▲講師 新井淳一社団法人日本経済研
究センター会長

▲パーティの部閉宴挨拶
藤池誠治副会長

�
懇
親
パ
ー
テ
ィ

― ３ ―
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埼
玉
県
副
知
事

塩
川

修

社
団
法
人
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

会
長

新
井

淳
一

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

局
長

高
原

一
郎

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域

経
済
部
長

吉
澤

雅
隆

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

局
長

苧
谷

秀
信

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

野
口

茂
喜

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準

部
長

樋
野

浩
平

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定

部
長

三
輪

宗
文

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
均
等

室
長

齊
田
三
枝
子

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準

部
賃
金
室
長

狩
野

操

県
産
業
労
働
部

部
長

浅
賀

康
夫

県
産
業
労
働
部

副
部
長

中
島

滋

県
産
業
労
働
部

新
産
業
育
成
課
長

竹
永

祥
久

県
産
業
労
働
部

企
業
立
地
課
長

小
川

良
和

県
産
業
労
働
部

観
光
課
長荒

井

康
博

県
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

齋
藤

修
一

県
産
業
労
働
部

産
業
人
材
育
成
課
長

山
�

仁
枝

埼
玉
県
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン

タ
ー

所
長

鈴
木

康
之

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

所

長

荒
木

純
一

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

総

務
・
企
画
室
長

斉
藤

弘
美

県
教
育
局

教
育
長

島
村

和
男

�
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
頭

川
本

宜
彦

�
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

専
務

理
事

石
井

長
一

埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

藤
原
秀
次
郎

埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会
長

都
筑

信

�
埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
公
社

理
事

長

赤
石
沢
寿
彦

埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

会
長

菰
田

勇
司

埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

事
務
局

長
兼
総
務
課
長

若
山

保

埼
玉
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事

島
村

道
雄

埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

専
務

理
事

野
口

高
一

�
埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事

長
職
務
執
行
者
専
務
理
事

斉
藤

秀
雄

�
埼
玉
県
物
産
観
光
協
会

常
務
理
事

和
田

隆
雄

�
２１
世
紀
職
業
財
団

埼
玉
事
務
所

所
長

小
島

富
男

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
埼
玉
セ
ン
タ
ー

統
括
所
長

上
笹

郁
夫

�
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

埼
玉
事

務
所

所
長

神
山

哲
雄

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

専
務
理
事

篠
原

保
夫

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
社

長

上
條

正
仁

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
副

社
長
兼
執
行
役
員

戸
所

邦
弘

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員

北
村

静
夫

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

吉
田

豊

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

平
岡

三
明

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

吉
岡

善
治

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
西
支
店
長

西
村

浩
紀

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

小
林

義
信

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

公
共
法
人
部
長

猪
俣

章

�
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
公
務

渉
外
部
長

木
村

健
司

�
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
本
店

営
業
部
長

飯
島

荘
衛

埼
玉
大
学

副
学
長

渋
谷

治
美

埼
玉
大
学

地
域
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

教
授

太
田

公
廣

埼
玉
大
学

地
域
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

准
教
授木

下

裕
美

埼
玉
大
学

参
事
役

小
林

裕
一

も
の
つ
く
り
大
学
学
長

神
本

武
征

埼
玉
県
立
大
学

事
務
局
長井

上

佳
一

東
京
経
営
者
協
会

専
務
理
事

田
中

清

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合

会

会
長

宮
本

重
雄

�
埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務

理
事

鈴
木

雄
一

�
埼
玉
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

丸
山

晃

�
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
産
業
経
済
部

記
者

秋
谷

明
宣

�
テ
レ
ビ
埼
玉

代
表
取
締
役
社
長

岩
崎

勝
義

�
テ
レ
ビ
埼
玉

報
道
制
作
局
制
作
部

部
長

出
井

恭
一

日
本
放
送
協
会

さ
い
た
ま
放
送
局

局
長

佐
野

謙
三

日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局

支
局
長

川
合

知

日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局

総
局
長

芦
内

秀
郎

時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局

支
局

長

久
保
田

浩

元
産
経
新
聞

編
集
委
員
野
口

貢
一

�
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

�
埼
玉
県
剣
道
連
盟

副
会
長

関
口

善
行

来来

賓賓

にに

各各

界界

かか

らら

多多

士士

済済

済済

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
役
職
名
は
同
日
現
在
）

�
ご
来
賓
の
方
々

�
本
会
役
員

― ４ ―



只
今
、
ご
紹
介
に
預
か
り
ま
し
た
新
井
で
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
は
「
日
本
経
済
の
先
を
読
む
」
と

い
う
こ
と
を
、
お
話
の
テ
ー
マ
に
決
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
先
を
読
む
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
と
、
何
と
な
く
今
年
や
来
年
の
話
と
い

う
感
じ
方
を
な
さ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

う
い
う
短
期
の
話
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
が
こ
こ

で
皆
様
に
お
話
し
た
い
の
は
、
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
見

た
日
本
経
済
の
位
置
づ
け
で
す
。
い
ま
ど
ん
な
局

面
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

１
、
混
迷
の
時
代
だ
か
ら

…
し
っ
か
り
し
た
判

断
基
準
を

本
当
に
先
の
読
み
難
い
時
代
で

す
。
読
み
難
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

き
ち
ん
と
し
た
モ
ノ
サ
シ
を
持
っ

て
時
代
の
流
れ
を
見
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

毎
日
々
々
の
動
き
を
見
て
い
ま

す
と
、
こ
れ
が
本
当
の
大
き
な
流
れ
な
の
か
、
そ

れ
と
も
揺
り
戻
し
み
た
い
な
小
さ
な
波
な
の
か
、

そ
の
辺
の
見
極
め
が
非
常
に
付
け
難
い
。
で
す
か

ら
、
振
り
返
っ
て
見
る
と
「
あ
あ
い
う
事
は
、
そ

う
だ
っ
た
の
だ
」
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
わ
け

で
す
。「
今
を
見
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に

難
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
九
〇
年
代
、
バ
ブ
ル
が
弾
け
た
時
、

私
は
日
本
経
済
新
聞
社
の
編
集
局
に
お
り
ま
し
た
。

今
で
こ
そ
「
失
わ
れ
た
十
年
」
と
か
「
失
わ
れ
た

二
十
年
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
正
直
言
っ
て
、
当

時
、
こ
ん
な
に
長
く
日
本
経
済
の
低
迷
が
続
く
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
様
も
そ
う
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
や
は
り
あ
そ

こ
が
大
き
な
転
換
点
だ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
、

何
年
か
経
つ
と
そ
の
影
響
の
大
き
さ
を
認
識
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
直
後
は
い

ず
れ
戻
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
一
般
的

で
、
そ
う
い
う
意
味
で
、「
今
を
見
る
」
と
い
う

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
。

大
き
な
流
れ
を
読
む
に
は
、
私
は
二
つ
の
軸
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
ロ
ン
グ
ラ
ン

で
モ
ノ
を
見
る
時
間
軸
で
す
。
十
年
、
二
十
年
、

三
十
年
と
い
う
中
で
、
今
ど
う
い
う
位
置
に
あ
る

の
か
と
い
う
ふ
う
に
見
る
時
間
軸
。
も
う
一
つ
は

裏
と
表
。
片
側
だ
け
か
ら
で
は
な
く
、
や
は
り
い

ろ
ん
な
角
度
か
ら
、
モ
ノ
を
見
て
み
る
必
要
が
あ

る
の
だ
ろ
う
と
い
う
意
味
の
空
間
軸
。
複
眼
思
考

と
い
っ
て
も
い
い
。
そ
の
二
つ
の
軸
で
事
象
を
見

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
今
、
流
れ
を
読
む
に
あ
た
っ
て
、
具
体

的
に
何
を
判
断
基
準
と
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
、
時
代
を
映
す
四
つ

の
流
れ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
四
つ
の
流
れ

と
は
、
い
ず
れ
も
大
き
な
流
れ
で
あ
り
ま
し
て
、

そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
と
い

う
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
い
ろ
ん
な
出
来
事
が
ご

ざ
い
ま
す
が
、
や
は
り
そ
の
大
き
な
流
れ
に
沿
っ

た
事
象
は
本
流
で
あ
る
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

以
下
四
つ
の
流
れ
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
八
〇
年
代
末
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩

壊
し
た
以
降
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
東
側
の
諸
国
が

資
本
主
義
市
場
に
入
っ
て
き
て
一
気
に
進
ん
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
は
、
大
袈
裟
な
こ
と
を
言
え
ば
、
産
業
革
命
以

新
年
会
員
懇
談
会
特
別
講
演
要
旨

日
本
経
済
の先

を
読
む

�
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
会
長

新
井

淳
一

氏

新井淳一講師
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来
の
巨
大
な
流
れ
と
も
言
え
ま
す
。
特
に
、
最
近

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
特
徴
と
し
て
は
、
先
進
国
に

代
わ
り
、
新
興
国
が
ど
ん
ど
ん
世
界
経
済
の
中
で

主
要
な
地
位
を
占
め
つ
つ
あ
る
と
い
う
点
に
あ
り

ま
す
。

二
つ
目
は
、
市
場
化
と
い
う
大
き
な
流
れ
だ
と

思
い
ま
す
。
市
場
原
理
主
義
と
い
う
言
葉
が
あ
っ

て
世
界
経
済
を
ダ
メ
に
し
た
元
凶
の
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
ど
、
や
は
り
市
場
に
よ
っ

て
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
流
れ
は
、
ど
う
考
え

て
も
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
き
ま
す
。
市
場
と
政

府
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
メ
ー
ン
が
市
場
で
あ
る
と
い
う
流

れ
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

三
つ
目
が
民
主
化
で
、
こ
れ
は
ご
説
明
す
る
必

要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
中
国
み
た
い
な
異
質
な

存
在
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
民
主
化
し
て
い

く
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
こ
の
流
れ
は

変
わ
ら
な
い
。

そ
し
て
第
四
が
、
分
権
化
だ
と
思
い
ま
す
。
や

は
り
中
央
集
権
的
な
問
題
の
解
決
と
い
う
の
は
、

自
ず
と
限
界
が
来
る
と
思
い
ま
す
し
、
中
国
も
こ

れ
か
ら
そ
う
い
う
分
権
化
の
方
向
に
進
ん
で
行
く

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
国
内
で
は
民
主
党
が

中
央
官
僚
の
排
除
を
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

も
一
つ
の
分
権
化
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま

す
。四

つ
の
流
れ
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
ま
し
た
が
、

要
す
る
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
市
場
化
、
民
主
化
、

分
権
化
、
こ
の
四
つ
の
大
き
な
流
れ
に
沿
っ
て
発

生
す
る
事
象
が
主
流
、
本
流
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
申
し
上
げ
て
き
た
こ
と
に
付
け
加
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、
今
の
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
、

政
治
が
悪
い
、
経
済
が
悪
い
と
い
う
よ
う
に
政
治

も
経
済
も
お
互
い
の
足
を
引
っ
張
り
あ
う
よ
う
な

状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
を
取
り
巻
く
諸

課
題
に
的
確
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に
は
、
政
治

と
経
済
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

不
可
欠
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

２
、
当
面
の
経
済

…
二
番
底
は
あ
る
の
か

政
府
が
デ
フ
レ
宣
言
を
発
し
ま
し
た
。
日
本
経

済
は
、
〇
四
年
か
ら
〇
七
年
に
か
け
て
の
小
泉
政

権
時
代
を
除
き
、
バ
ブ
ル
が
弾
け
て
以
来
、
二
十

年
間
、
デ
フ
レ
基
調
の
中
で
推
移
し
て
き
た
と
い

う
の
が
実
態
で
、そ
う
し
た
状
況
下
に
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
、
百
年
に
一
度
と
形
容
さ
れ

る
激
震
が
日
本
経
済
を
襲
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
の
経
済
情
勢
を
み
ま
す
と
、
生
産
も
出

荷
も
輸
出
も
、
そ
こ
そ
こ
伸
び
て
お
り
ま
す
。
反

転
と
言
う
ほ
ど
力
強
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

少
し
ず
つ
回
復
し
て
お
り
、
企
業
収
益
も
底
を
打

ち
ま
し
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
数
値
で
見
ま
し
て
も
、
前

期
比
で
四
―
六
月
期
、
七
―
九
月
期
と
二
期
連
続

し
て
プ
ラ
ス
成
長
を
果
た
し
ま
し
た
。
多
分
十
―

十
二
月
期
も
プ
ラ
ス
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
景
気
全
体
で
い
え
ば
、
最
悪
の
局
面

は
脱
出
し
つ
つ
あ
る
と
私
は
見
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
後
本
当
に
こ
の
ま
ま
景
気
が
一

本
調
子
で
上
昇
し
て
い
く
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ

ほ
ど
強
い
回
復
は
期
待
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

設
備
投
資
に
火
が
つ
か
な
い
。
こ
れ
が
最
大
の

原
因
で
す
し
、
人
も
余
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

需
給
バ
ラ
ン
ス
は
取
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

公
共
事
業
も
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は
回
復
で
は
な
く
二
番
底
と
い

う
見
方
が
出
る
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
政
府
が
農
家
の
戸
別
補
償
と
か
、
子

供
手
当
と
か
、
い
ろ
ん
な
政
策
を
実
行
し
て
消
費

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
も
、
結
局
、
公
共
投
資

の
削
減
部
分
と
相
殺
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
、
決
し

て
力
強
い
伸
び
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私

ど
も
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
の
予
測
で
は
、
二

番
底
と
い
う
ほ
ど
の
落
ち
込
み
は
な
い
も
の
の
、

向
こ
う
六
か
月
く
ら
い
は
、
基
本
的
に
は
ゆ
る
や

か
な
上
昇
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
立
て
て
い
ま

す
。場

合
に
よ
っ
て
は
、
景
気
の
�
踊
り
場
�
を
迎

え
る
局
面
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
踊

り
場
と
二
番
底
と
は
明
ら
か
に
意
味
が
違
い
ま
す
。

二
番
底
は
も
う
一
回
落
ち
て
、
ま
た
大
変
な
こ
と

に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
う
は
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
が
、
伸
び
は
決
し
て
満
足
で
き
る
も

の
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
、
今
、
考
え
て
い
ま

す
。民

主
党
の
経
済
政
策
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
経
済
政
策
と
し
て
は
、
一
つ
の
立
派
な
考

え
方
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
小
泉
さ
ん
が
や
っ
て

き
た
や
り
か
た
は
、
企
業
を
強
く
し
て
、
企
業
収

益
を
増
加
さ
せ
、
そ
の
結
果
賃
金
が
増
え
て
家
計

が
豊
か
に
な
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
う
し
た

路
線
で
は
な
か
な
か
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
、
そ

れ
も
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
そ
れ
な
ら
ば
一
気

に
家
計
に
お
金
を
あ
げ
て
し
ま
お
う
と
い
う
の
が
、

こ
の
民
主
党
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と

い
う
政
策
で
す
。

子
供
手
当
も
農
家
の
戸
別
補
償
制
度
も
そ
う
で

す
し
、
お
金
は
あ
げ
な
い
け
れ
ど
高
速
道
路
の
無

料
化
な
ど
も
そ
う
し
た
政
策
で
す
。
そ
れ
は
そ
れ

で
一
つ
の
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
残

念
な
こ
と
に
今
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
公

共
事
業
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
手
当

等
の
原
資
の
一
部
を
産
み
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
結
果
と
し
て
い
え
ば
双
方
が
相
殺
し
て

し
ま
う
よ
う
な
形
に
な
っ
て
、
全
体
の
経
済
が
本

格
的
な
回
復
に
至
ら
な
い
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

十
年
度
の
公
共
事
業
は
、
恐
ら
く
二
割
近
い
史
上

最
大
の
減
少
に
な
る
は
ず
で
す
。
確
か
に
お
金
は

家
計
に
渡
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
相
殺
す
る
部

分
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
結
果

と
し
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
弾
み
に
は
な
ら
な
い
と
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い
う
ふ
う
に
見
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
景
況
感
が
よ
く
な
る
と
い
う
の
は
、

結
局
中
国
と
か
、
イ
ン
ド
と
か
新
興
国
の
経
済
成

長
に
伴
う
外
需
依
存
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
内
需

に
波
及
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

景
況
感
が
本
当
に
良
く
な
っ
た
と
感
じ
る
の
は
、

来
年
に
な
っ
て
か
ら
で
、
ま
だ
一
年
位
か
か
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
今
年
の

後
半
位
か
ら
は
、
少
し
ず
つ
良
く
な
る
の
か
な
と

い
う
の
が
、
我
々
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
の
基

本
と
す
る
短
期
的
な
見
通
し
で
ご
ざ
い
ま
す
。
二

番
底
も
な
い
が
、
そ
れ
ほ
ど
上
昇
も
し
な
い
。
し

か
し
、
後
退
は
な
く
、
じ
り
じ
り
と
上
が
っ
て
い

く
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
見
て
い
る
わ
け
で
す
。

日
本
は
内
需
振
興
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
か
ん
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
結
局
、
内
需
と

外
需
の
両
方
、
二
つ
の
エ
ン
ジ
ン
が
な
い
と
ダ
メ

だ
な
と
い
う
感
じ
が
致
し
ま
す
。
幸
い
、
中
国
経

済
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
レ
気
味
で

先
ほ
ど
、
預
金
準
備
率
の
変
更
を
し
ま
し
た
が
、

本
格
的
な
引
き
締
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
ば
ら
く
は
隣
で
中
国
が
頑
張
っ
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
中
国
の
景
気
拡
大
自
体
も
財
政

支
援
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
財
政

が
手
を
抜
く
と
成
長
速
度
が
遅
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
わ
け
で
、
し
た
が
っ
て
、
財
政
政
策
も
キ
チ
ン

と
や
っ
て
く
れ
な
い
と
困
る
の
で
す
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
対
す
る
政
府
の
債
務
残
高
は
、
日
本
の
二
〇
〇

％
に
対
し
、
中
国
は
四
兆
元
の
財
政
出
動
を
し
て

も
、
ま
だ
二
〇
％
位
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、

中
国
は
財
政
面
に
ま
だ
余
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
最
近
の
日
本
経
済
新
聞
の
記
事

を
ず
う
っ
と
見
て
い
て
も
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、

や
は
り
中
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
向
け
の
輸
出

が
、
日
本
の
景
気
の
落
ち
込
み
を
防
い
で
い
る
と

い
う
の
が
実
態
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
〇
％
近
い
経
済
成
長
が
続
く
中
国
の
旺

盛
な
需
要
に
引
っ
張
ら
れ
て
、
周
り
の
ア
セ
ア
ン

諸
国
も
景
気
は
順
調
に
回
復
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
取
り
あ
え
ず
輸
出
面
は
、

ア
ジ
ア
が
引
っ
張
っ
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
が
、
た
だ
ア
メ
リ
カ
が
や
は
り
心
配

で
す
。

ア
メ
リ
カ
は
景
気
の
予
測
が
割
に
楽
観
的
で
、

日
本
か
ら
見
る
と
、
日
本
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
ア

メ
リ
カ
に
対
し
て
割
と
厳
し
い
見
方
を
し
て
い
ま

す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
自
国
の
経

済
の
先
行
き
を
楽
観
的
に
見
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
人
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
違

い
ま
す
が
、
総
体
的
に
言
え
ば
そ
う
い
う
こ
と
が

い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
も
株
価
が
立
ち
直
っ
て
く
る
な
ど

確
か
に
明
る
い
面
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は

資
産
デ
フ
レ
が
ま
だ
ま
だ
解
消
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

金
融
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
日
本
が
二
〇
〇
〇
年

代
に
や
っ
た
よ
う
な
、
キ
チ
ン
と
し
た
整
理
を
し

て
い
な
い
の
で
先
行
き
不
安
が
あ
り
ま
す
。
失
業

率
も
高
く
、
多
分
今
年
い
っ
ぱ
い
、
一
〇
％
を
超

え
る
失
業
率
が
続
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
一
〇

％
を
割
っ
て
も
多
分
、
八
％
と
か
九
％
と
か
、
ま

だ
ま
だ
非
常
に
高
い
数
字
が
今
年
は
続
く
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
す
し
、
家
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

も
借
金
が
多
過
ぎ
る
と
い
う
状
況
は
当
面
改
善
さ

れ
な
い
と
考
え
ま
す
。
消
費
の
回
復
が
遅
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
二
番
底
の
可
能
性
は
、
日
本
に
比

べ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
方
が
確
率
と
し
て
は
高
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
オ
バ
マ
政
権
も
必

死
で
す
か
ら
、
い
ろ
ん
な
対
策
を
こ
れ
か
ら
打
ち

出
す
と
思
い
ま
す
の
で
、
実
際
に
二
番
底
に
な
ら

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
可
能
性
が
ど
ち
ら
が

高
い
か
と
い
う
と
、
日
本
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
方
を

心
配
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
が
二
番
底
に
な
る
と
何
が
起
こ
る
の

か
。
そ
し
て
日
本
に
ど
ん
な
影
響
が
及
ん
で
く
る

か
と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
輸
出
が
伸
び
悩
む
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
日
本
の
輸
出
は

最
近
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
ア
ジ
ア
の
方
が
圧
倒
的
に

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
も
決
定
的
な

も
の
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
ア
メ
リ
カ
が
二
番
底
に
な
っ
て
困

る
の
は
、
円
に
対
す
る
影
響
か
な
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
が
二
番
底
に
な
る
と
な
か
な
か
金
融
も

締
め
ら
れ
な
い
。
金
利
も
上
が
ら
な
い
。
上
が
ら

な
い
と
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
緩
和
が
長
期

化
し
ド
ル
安
と
な
り
、
結
果
と
し
て
円
は
高
く
な

る
。
円
高
に
な
れ
ば
当
然
、
日
本
の
株
安
と
い
う

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
二

番
底
の
影
響
は
円
高
に
つ
な
が
る
と
見
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
円
高
・
株
安
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
二

番
目
の
話
の
最
後
に
な
る
わ
け
で
す
け
ど
、
こ
こ

に
き
て
円
高
修
正
が
や
や
起
き
て
い
ま
す
。
一
時
、

八
四
円
ま
で
行
っ
た
円
が
こ
の
と
こ
ろ
九
〇
円
台

へ
戻
っ
て
い
ま
す
。
株
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。
や

や
ホ
ッ
ト
と
す
る
と
い
う
感
じ
が
あ
る
わ
け
で
す

け
ど
も
、
私
は
こ
の
円
に
つ
い
て
は
円
高
方
向
へ

二
つ
の
リ
ス
ク
要
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ

は
今
、
申
し
上
げ
た
ア
メ
リ
カ
の
二
番
底
で
金
融

緩
和
が
長
期
化
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
ド
ル
安
と
い

う
リ
ス
ク
で
す
け
れ
ど
、
も
う
一
つ
は
、
中
国
の

人
民
元
で
す
。
元
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
、
安
過
ぎ
る
と
い
う
批
判
が
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
元
高
に
誘
導
を
し
て
く
れ
と
言
っ
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
中
国
は
そ
れ
に
抵
抗
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
中
国
の
イ
ン
フ
レ
が
ひ
ど
く
な
る
と
い
う

可
能
性
も
あ
る
こ
と
、
そ
れ
と
ア
メ
リ
カ
と
の
間

で
い
ろ
い
ろ
摩
擦
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
中
国
自
身
に
も
一
部
、
元
を
高
く
し
た
方

が
い
い
と
い
う
研
究
所
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
か
ら
の

声
が
出
て
い
ま
す
。

中
国
の
場
合
、
研
究
所
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
決

し
て
個
人
の
話
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
政
策
的
意

図
が
あ
っ
て
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
元
高

容
認
と
い
う
政
策
的
な
含
意
も
あ
な
が
ち
否
定
は

で
き
ま
せ
ん
。
結
果
と
し
て
分
か
ら
な
い
面
も
あ

る
の
で
す
が
、
今
年
中
に
ド
ル
と
の
間
で
元
高
に
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動
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

仮
に
そ
う
な
っ
た
ら
日
本
の
円
も
つ
ら
れ
て
、

円
高
に
振
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
気
が
す
る

わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
円
相

場
の
動
向
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
円
高
の
方
向

か
な
と
我
々
は
見
て
お
り
ま
す
。
長
い
目
で
見
て

も
ア
メ
リ
カ
は
明
ら
か
に
戦
略
的
な
ド
ル
安
を
志

向
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
致
し
ま
す
し
、
ド
ル

安
・
円
高
の
方
向
が
続
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

３
、
当
面
の
政
治
…
混
沌
と
危
う
さ

三
番
目
は
、
当
面
の
政
治
。
混
沌
と
危
う
さ
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
本
当

に
何
と
表
現
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で

す
が
、
新
聞
記
者
を
や
っ
て
い
た
経
験
か
ら
す
る

と
、
政
権
交
代
は
本
当
に
面
白
い
な
と
い
う
の
が

実
感
な
の
で
す
。
そ
れ
で
も
面
白
い
と
か
い
っ
て

い
ら
れ
な
い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
世
の
中
が

変
わ
る
時
は
、
変
化
と
と
も
に
混
乱
も
い
っ
ぱ
い

起
る
と
い
う
気
が
致
し
ま
す
。

民
主
党
の
特
徴
と
い
う
の
は
お
か
し
な
言
い
方

で
す
か
、
文
字
通
り
こ
れ
ま
で
は
絶
対
越
え
ら
れ

な
い
壁
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
あ
っ
さ
り
と

飛
び
越
え
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
本
気
で
ど
こ
ま

で
考
え
て
発
言
し
て
い
る
の
か
な
と
い
う
感
じ
が

す
る
わ
け
で
す
。
例
え
ば
普
天
間
基
地
の
問
題
な

ん
か
も
そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
日
米
両
国
の
合

意
事
項
を
変
え
る
と
い
っ
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
物

凄
く
反
発
す
る
と
い
う
の
は
誰
で
も
分
か
る
わ
け

で
す
が
、
そ
れ
を
や
っ
て
大
混
乱
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
Ｃ
Ｏ
２

二
五
％
削
減
の
問
題
、
こ
れ
も

自
民
党
だ
っ
た
ら
当
然
こ
こ
ま
で
は
言
わ
な
い
わ

け
で
す
し
、
二
五
％
の
削
減
と
い
う
の
が
一
体
ど

の
程
度
の
意
味
を
も
つ
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
ど

こ
ま
で
真
剣
に
考
え
て
言
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま

す
。
民
主
党
政
権
の
危
う
さ
と
い
う
の
は
こ
う
し

た
点
に
み
ら
れ
る
の
で
す
。

レ
ジ
メ
に
よ
い
政
策
・
悪
い
政
策
と
書
き
ま
し

た
が
、
良
い
政
策
も
あ
る
し
悪
い
政
策
も
あ
る
、

こ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
両
方
あ
る
と
い

う
の
が
民
主
党
の
政
策
に
対
す
る
評
価
だ
と
思
い

ま
す
。
青
写
真
が
な
い
の
で
ど
う
や
る
の
か
と
い

う
の
が
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
う
ま
く
い
け

ば
Ｃ
Ｏ
２

二
五
％
削
減
の
問
題
と
か
、
東
ア
ジ
ア

の
経
済
共
同
体
の
問
題
と
か
、
日
米
自
由
貿
易
協

定
と
か
、
羽
田
の
ハ
ブ
空
港
構
想
等
々
、
そ
れ
ら

が
本
当
に
で
き
る
の
だ
っ
た
ら
、
物
凄
い
い
い
政

策
だ
と
思
い
ま
す
。

悪
い
政
策
は
中
小
・
零
細
企
業
の
債
務
の
返
済

繰
り
延
べ
の
問
題
と
か
、
郵
政
民
営
化
の
逆
戻
り

の
問
題
等
い
ろ
い
ろ
ご
ざ
い
ま
す
。
相
反
す
る
政

策
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
暫
定
税
率
の
廃
止
と
温

暖
化
防
止
は
、
全
く
違
う
方
向
を
向
い
て
お
り
、

論
理
的
に
矛
盾
し
て
い
ま
し
た
。
取
り
敢
え
ず
暫

定
税
率
は
廃
止
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
こ

の
面
で
は
整
合
性
が
取
れ
た
か
な
と
い
う
感
じ
が

致
し
ま
す
。

結
果
と
し
て
見
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
な
の
で
す
か
ら
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
、
基

本
的
に
は
政
策
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
み
た
い
な
も
の

は
見
え
る
の
で
す
が
、
全
体
と
し
て
国
を
ど
の
よ

う
な
方
向
へ
持
っ
て
い
く
の
か
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

目
指
す
べ
き
国
家
像
と
い
っ
た
も
の
が
見
え
ま
せ

ん
。
国
家
戦
略
室
が
こ
れ
か
ら
作
る
わ
け
で
す
け

ど
も
、
普
通
は
物
事
の
考
え
方
と
し
て
、
大
き
な

像
と
か
、
理
想
と
か
、
青
写
真
が
あ
っ
て
、
個
別

の
政
策
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
逆

な
ん
で
す
ね
。
個
別
の
政
策
の
方
が
最
初
に
出
て
、

全
体
像
が
見
え
な
い
と
い
う
の
が
今
の
と
こ
ろ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
功
罪
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。
今
の
民
主
党
政
権
の
政
策
は

本
当
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙
の
良
い
点
と
、
悪
い

点
と
が
ハ
ッ
キ
リ
出
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙
の
良
い
点
は
確
か
に
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
の
自
民
党
は
、
自
民
党
と
い
う
も
の

を
信
頼
し
て
く
だ
さ
い
と
。
従
っ
て
、
自
民
党
を

信
頼
し
て
く
れ
れ
ば
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
り
ま
す

と
い
う
こ
と
で
、
何
を
や
り
た
い
の
か
が
な
か
な

か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
政
治
学
的
に
は
包
括
委

託
と
い
う
言
葉
が
あ
る
ら
し
い
の
で
す
が
、
そ
れ

に
対
し
て
民
主
党
の
場
合
は
こ
う
い
う
こ
と
を
や

り
ま
す
と
い
う
の
は
し
っ
か
り
書
い
て
あ
る
の
で

す
が
、
個
々
の
政
策
の
整
合
性
が
取
れ
て
い
る
か
、

ま
た
ど
れ
が
大
事
で
、
ど
れ
が
大
事
で
な
い
の
か

と
い
う
政
策
の
優
先
順
位
と
い
う
の
が
わ
か
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
選
挙
、
今
回
は

本
格
的
意
味
で
は
初
め
て
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
の

良
い
点
と
悪
い
点
が
出
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

付
け
加
え
ま
す
と
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙
の
恐

ろ
し
さ
と
い
う
の
が
、
今
回
の
選
挙
で
出
て
き
た

な
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
申
し
上
げ
れ
ば
、
い

か
に
良
い
政
策
で
あ
っ
て
も
前
政
権
の
政
策
だ
か

ら
と
い
っ
て
そ
れ
を
ま
ず
否
定
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
選
挙
に
勝
つ
た
め
に
と
い
う
こ
と

で
中
味
を
よ
く
つ
め
な
い
ま
ま
、
一
歩
踏
み
込
ん

で
し
ま
う
こ
と
も
多
い
。
そ
れ
か
ら
実
現
可
能
性

よ
り
も
、
こ
れ
を
訴
え
れ
ば
、
票
に
な
る
と
い
う

意
味
で
公
約
と
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
な
ど
。
結
果

と
し
て
継
続
し
て
よ
い
も
の
ま
で
否
定
し
て
し
ま

う
。
で
す
か
ら
政
権
を
と
っ
て
か
ら
苦
労
を
す
る

わ
け
で
す
。

ア
フ
ガ
ン
の
援
助
の
問
題
な
ど
も
そ
う
で
す
が
、

海
外
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
た
イ
ン
ド
洋
で
の
自
衛

隊
の
給
油
活
動
を
中
止
し
た
わ
け
で
、
本
当
に
残

念
だ
と
私
な
ど
は
思
い
ま
す
。
暫
定
税
率
に
つ
い

て
は
、
一
応
維
持
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
い
ず

れ
こ
の
問
題
で
も
苦
労
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
で
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
変

更
を
し
て
い
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
も
簡
単
に

は
出
来
ま
せ
ん
が
、
全
く
融
通
の
き
か
な
い
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
守
り
続
け
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
み

て
も
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
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フ
ラ
ン
ス
で
も
昔
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
、
こ
の

政
権
は
社
会
主
義
政
権
で
す
か
ら
、
社
会
主
義
的

な
こ
と
を
謳
っ
て
政
権
を
奪
取
し
ま
し
た
。
し
か

し
そ
れ
が
現
実
的
で
な
い
と
な
っ
た
途
端
に
、
ガ

ラ
リ
と
変
え
て
公
約
に
沿
わ
な
い
よ
う
な
も
の
も

実
施
し
た
と
い
う
例
も
ご
ざ
い
ま
す
。
政
策
に
弾

力
性
が
な
け
れ
ば
、
政
権
は
維
持
で
き
な
い
と
い

う
気
が
致
し
ま
す
。

現
在
、
鳩
山
政
権
の
支
持
率
は
急
落
し
続
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
民
主
党
が
参
議
院

選
で
も
勝
つ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
し
、
次
の
衆
議

院
選
も
勝
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
強
い
。

当
面
の
問
題
と
し
て
、

小
沢
さ
ん
の
政
治
資
金

の
問
題
が
ど
う
い
う
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
か

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
不
起
訴
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、
不
起
訴

で
あ
っ
て
も
世
論
が
そ

れ
を
許
す
か
と
い
う
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
鳩
山
さ
ん
の
母
親

か
ら
の
金
銭
贈
与
の
問

題
も
含
め
ま
し
て
、
こ

の
二
つ
の
問
題
が
ど
う

な
る
か
に
よ
っ
て
、
勿

論
参
議
院
選
の
結
果
に

響
い
て
く
る
わ
け
で
す

が
、
そ
れ
で
も
自
民
党

の
現
状
な
ど
も
勘
案
す

る
と
、
参
議
院
選
は
基

本
的
に
は
民
主
党
が
勝

つ
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

４
、
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
日
本
経
済
を

見
る
と

…
人
口
減
少
国

人
口
減
少
問
題
は
、
今
後
の
日
本
経
済
を
考
え

る
上
で
、
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
日

本
の
人
口
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
二
〇
〇
六
年
の

一
億
二
七
七
八
万
人
が
、
ピ
ー
ク
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
が
次
第
に
減
っ
て
い
き
、
三
〇
年
に
は

一
億
五
五
〇
万
人
、
五
〇
年
に
は
一
億
人
を
割
っ

て
九
五
〇
〇
万
人
、
八
〇
年
に
は
六
三
〇
〇
万
人

と
大
幅
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
人
口
予
測
に
は

大
き
な
狂
い
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
う
い
う
ふ

う
に
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

実
は
経
済
成
長
率
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
労
働

力
人
口
の
伸
び
と
生
産
性
の
伸
び
と
の
足
し
算
で

あ
る
わ
け
で
し
て
、
労
働
力
人
口
が
減
っ
て
い
け

ば
、
そ
れ
は
成
長
に
対
し
て
余
程
努
力
し
な
い
限

り
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
な
り
ま
す
。
高
度
成
長
、
並

び
に
そ
の
後
の
持
続
的
成
長
の
期
間
が
日
本
は
三

〇
年
近
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

高
度
成
長
で
五
％
と
か
、
八
％
と
か
、
一
〇
％
と

経
済
は
成
長
し
ま
し
た
が
、
そ
の
か
な
り
の
部
分

が
人
口
増
加
要
因
だ
っ
た
の
で
す
。
一
〇
％
成
長

の
時
は
、
そ
の
六
％
か
、
七
％
位
は
生
産
性
の
向

上
だ
っ
た
の
で
す
け
ど
、
五
、
六
％
成
長
の
時
は

半
分
位
は
労
働
力
人
口
の
寄
与
分
だ
っ
た
わ
け
で

す
。
結
局
、
そ
の
寄
与
分
が
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
経
済
成
長
面
で
は
、
本
当
に
大
変
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

東
京
大
学
の
田
中
明
彦
教
授
の
話
で
す
が
、
人

口
減
少
は
明
治
維
新
、
そ
れ
か
ら
先
の
敗
戦
に
匹

敵
す
る
位
の
環
境
変
化
だ
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、

今
後
余
程
き
ち
っ
と
し
た
成
長
戦
略
を
と
ら
な
い

と
、
日
本
経
済
全
体
の
パ
イ
は
増
え
な
い
と
思
い

ま
す
。
パ
イ
の
増
え
な
い
日
本
、
経
済
力
の
な
い

日
本
と
は
、
一
体
、
何
だ
ろ
う
と
い
う
基
本
的
な

疑
問
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
そ
の
課
題
を
解
く
カ

ギ
は
日
本
自
身
の
変
化
適
応
力
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

５
、
成
長
に
よ
る
問
題
解
決

…
と
も
か
く
パ
イ
が
増
え
な
い
と

か
つ
て
の
日
本
は
人
口
が
増
え
ま
す
の
で
、
放

っ
て
お
い
て
も
経
済
が
成
長
す
る
面
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
労
働
力

人
口
の
減
少
を
補
う
形
で
具
体
的
な
政
策
で
も
っ

て
経
済
を
成
長
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ

に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
保
障
に
伴
う
膨

大
な
負
担
が
経
済
成
長
へ
悪
影
響
を
与
え
る
と
い

う
見
方
が
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
実
際
に
は
逆
で
経

済
が
成
長
し
な
い
か
ら
、
財
源
が
確
保
で
き
ず
、

社
会
保
障
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と

が
事
実
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。

日
本
も
今
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
と

講演する日本経済研究センター 新井淳一会長
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い
う
気
が
し
ま
す
。
成
長
戦
略
と
は
何
か
と
い
う

と
、
労
働
力
が
増
え
る
か
、
生
産
性
を
上
げ
る
か

で
あ
り
ま
す
。
日
本
人
の
労
働
力
人
口
が
増
え
な

い
と
し
た
ら
、
外
国
労
働
者
を
使
う
と
か
、
女
性

や
高
齢
者
を
活
用
す
る
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
人
口
減
と
い
う
大
き

な
流
れ
を
考
え
れ
ば
、
決
定
打
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

結
局
生
産
性
の
向
上
が
出
来
る
の
か
、
出
来
な
い

の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
い
き
つ
く
の
で
す
。
放
っ

て
お
け
ば
経
済
成
長
率
で
は
な
く
て
、
経
済
縮
小

率
の
世
界
に
入
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
、
こ
の

十
年
来
の
日
本
経
済
の
現
実
だ
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
日
本
は
経
済
力
を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
成
長
政
策
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
別
に
目
新
し
い
こ
と
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
民
主
党
は
よ
く
成
長
政
策

は
な
い
と
非
難
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、Ｃ
Ｏ
２

二
五
％
の
削
減
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
、
日
米
自
由

貿
易
協
定
等
々
を
き
ち
っ
と
や
れ
ば
、
立
派
な
成

長
政
策
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
国
際
化
と
い
う
こ
と
に
触
れ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
国
際
化
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、

何
と
な
く
外
に
出
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。
人
で
言
え
ば
海
外
で
活
躍
す
る
と
か
、
海
外

で
研
修
す
る
と
か
、
モ
ノ
で
言
え
ば
製
品
を
日
本

か
ら
輸
出
す
る
、
サ
ー
ビ
ス
を
輸
出
す
る
、
お
金

を
海
外
に
投
資
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
こ
れ

か
ら
日
本
に
と
っ
て
必
要
な
国
際
化
と
い
う
の
は
、

積
極
的
に
国
を
開
く
と
い
う
国
際
化
で
す
。
日
本

の
中
に
海
外
の
お
金
と
人
と
、
そ
れ
か
ら
モ
ノ
を

入
れ
る
、
そ
う
い
う
国
際
化
で
す
。
そ
れ
を
や
ら

な
い
と
、
な
か
な
か
成
長
に
つ
な
が
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
後
で
も
う
少
し
詳
し
く

説
明
し
ま
す
が
、
や
は
り
中
国
と
か
、
ア
ジ
ア
の

国
々
と
の
間
で
経
済
活
動
を
推
進
し
て
い
く
に
当

た
っ
て
は
、
一
方
的
に
日
本
だ
け
が
モ
ノ
を
売
り

込
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
わ
け
で
し
て
、
結
局
そ

う
い
う
き
ち
ん
と
し
た
相
互
に
経
済
活
動
が
行
わ

れ
る
と
い
う
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
は

そ
れ
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
国
を
開
く
と
い
う
国

際
化
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
本
気
で
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
日

本
、
あ
る
い
は
日
本
経
済
と
い
う
舞
台
を
、
ア
ジ

ア
の
国
と
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業

に
使
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
い
ま
真
剣
に
検
討
し
、

対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

６
、
Ｃ
Ｏ
２

二
五
％
削
減
の
持
つ
意
味

…
反
発
の
力

六
番
目
は
Ｃ
Ｏ
２

二
五
％
削
減
の
意
味
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
二
五
％
削
減
と

い
う
も
の
を
世
界
に
向
け
て
発
言
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
事
実
で
す
。
勿
論
日
本
の
選
択
と
し
て
は

ほ
か
の
国
が
、
そ
こ
ま
で
い
か
な
い
の
な
ら
や
ら

な
い
と
い
う
方
針
も
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
問
題
は
や
は
り
も
う
言
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
し
て
動
い
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
石
油
危
機
の

時
も
そ
う
で
し
た
。
私
は
当
時
経
済
部
の
記
者
で

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
皆
真
っ
青
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
反
発
効
果
と
い
う

の
で
す
か
、
そ
れ
を
企
業
の
努
力
で
な
ん
と
か
乗

り
越
え
よ
う
と
み
ん
な
で
努
力
し
た
わ
け
で
す
。

結
果
と
し
て
見
れ
ば
一
九
七
〇
年
代
の
半
ば
か

ら
経
済
成
長
率
が
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
増
加
率
を
上

回
っ
た
。
要
す
る
に
経
済
成
長
を
す
る
に
際
し
て
、

使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
ぐ
ん
と
高
ま
っ
た

わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
石
油
危
機
の
時
と
現
在
で

は
、
二
五
％
削
減
と
い
っ
て
も
、
そ
の
難
易
度
は

現
在
の
方
が
は
る
か
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
対
策
・
施
策
を
講
じ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
決
し
て
不
可
能
な
こ
と
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
企
業
だ
け
で
な

く
、
国
民
も
あ
る
程
度
の
不
自
由
を
我
慢
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
は
ど
の
程
度
の

我
慢
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
車
を
買
う
時
、
一
定

の
重
量
や
排
気
量
を
超
す
も
の
は
買
わ
な
い
と
か
、

走
行
で
制
限
速
度
を
遅
く
す
る
と
か
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、
車
自
体
を
使
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
放

棄
す
る
と
い
う
話
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
空
調

な
ん
か
も
そ
う
で
す
し
、
従
来
の
よ
う
に
温
度
設

定
、
使
い
方
等
、
完
全
に
自
由
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
ぐ
ら
い
は
我
慢
で
き
る

と
国
民
が
理
解
を
示
す
か
示
さ
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

し
か
し
、
二
五
％
削
減
問
題
と
は
基
本
的
に
は

企
業
負
担
を
増
す
こ
と
で
す
か
ら
結
果
と
し
て
み

れ
ば
、
海
外
に
出
て
行
く
企
業
は
必
ず
増
え
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
に
出
て
行
か
な
く
と
も
、

新
興
国
企
業
と
の
熾
烈
な
コ
ス
ト
競
争
に
巻
き
込

ま
れ
、
市
場
か
ら
退
出
す
る
企
業
も
多
く
出
て
く

る
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

悪
影
響
を
吸
収
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
上
回
る

よ
う
な
新
し
い
産
業
を
国
内
に
育
成
す
れ
ば
よ
い

の
で
す
。
こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
き
、
新
産
業
の

創
出
に
政
府
は
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
度
成

長
期
と
い
う
の
は
、
日
本
政
府
は
産
業
構
造
の
変

化
・
高
度
化
に
関
し
て
は
基
本
的
に
正
し
い
判
断

を
し
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
一
部
の
繊
維
産
業
は

高
級
化
し
て
残
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
、
重
要
産

業
で
あ
っ
た
繊
維
産
業
の
保
護
に
回
ら
ず
、
例
え

ば
電
気
・
電
子
産
業
の
発
展
を
政
策
的
に
支
援
し

た
こ
と
、
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
言
え
ば
石
炭
と

い
う
物
凄
く
ウ
エ
ー
ト
の
高
か
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
か
ら
石
油
へ
の
転
換
を
推
進
し
た
、
そ
う
し
た

意
味
で
は
、
高
度
成
長
期
に
は
日
本
は
産
業
政
策

を
き
ち
っ
と
や
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

も
う
一
回
、
今
後
で
き
る
ど
う
か
が
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
が
、
何
と
し
て
も
、
や
っ
て
も
ら
わ
な
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け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

国
家
目
標
と
し
て
の
二
五
％
削
減
、
こ
れ
は
到

底
出
来
な
い
と
い
う
方
も
多
い
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
別
の
視
点
で
考
え
る
と
、
失
わ
れ
た
二
〇

年
を
取
り
返
す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
を
見
て
も
、
こ
こ

で
一
勝
負
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
二
五
％
削

減
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
全
体
の
パ
イ

が
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思

っ
て
い
る
次
第
で
す
。

７
、
大
不
況
後
に

は
技
術
革
新

の
波

…
ジ
ン
ク
ス

は
今
回
も

大
不
況
の
後
に
は
歴

史
的
に
見
る
と
、
必
ず

技
術
革
新
の
波
が
あ
り

ま
す
。
バ
ブ
ル
は
膨
ら

む
過
程
で
新
た
な
技
術

革
新
の
種
を
含
ん
で
い

る
も
の
な
の
で
す
。
歴

史
的
に
見
ま
す
と
明
治

維
新
以
来
、
四
つ
の
世

界
不
況
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
終
わ
れ
ば
必
ず
新

技
術
が
出
て
、
結
果
と

し
て
不
況
は
繁
栄
の
始

ま
り
だ
っ
た
と
も
言
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

一
八
七
三
年
、
こ
れ

は
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
建
設
の
バ
ブ
ル
崩
壊
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
時
、
電
話
機
の
発
明
に
よ
る
通
信

革
命
が
起
き
ま
し
た
。
一
九
〇
七
年
、
ア
メ
リ
カ

の
金
融
恐
慌
で
す
。
こ
の
時
は
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
が

登
場
し
て
輸
送
革
命
が
起
き
ま
し
た
。
一
九
二
九

年
こ
れ
は
大
恐
慌
で
す
。
こ
の
時
は
ナ
イ
ロ
ン
と

か
、
合
成
樹
脂
の
素
材
革
命
が
起
き
て
い
ま
す
。

一
九
七
三
年
、
こ
れ
は
第
一
次
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク

で
す
が
、
七
三
年
だ
け
で
な
く
七
〇
年
代
二
回
も

石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
Ｉ
Ｔ

に
よ
る
情
報
革
命
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。
で

す
か
ら
今
回
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
不

況
は
確
か
に
大
変
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
う
し

た
状
況
下
で
も
、
Ｃ
Ｏ
２

の
二
五
％
削
減
を
推
進

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
環
境
技
術
革
命
と
も
い
う

べ
き
新
た
な
革
命
が
起
こ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
意

味
も
込
め
ま
し
て
、
技
術
革
新
の
芽
は
、
バ
ブ
ル

の
中
で
育
ち
つ
つ
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
お
話
し
し

た
の
で
す
。

８
、
ア
ジ
ア
で
生
き
る

…
市
場
と
し
て
の
ア
ジ
ア

日
本
だ
け
を
見
て
い
る
と
、
人
口
は
減
少
し
て
、

経
済
も
低
迷
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
な
か
な
か
上

手
く
い
か
な
い
感
じ
は
し
ま
す
け
れ
ど
、
隣
に
ア

ジ
ア
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
経
済
に
と
っ

て
、
凄
く
大
き
な
う
れ
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
一
九
三
〇
年
の
世
界
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
を
み
ま

す
と
、
ア
ン
ガ
ス
・
マ
デ
ィ
ス
ン
と
い
う
有
名
な

人
の
推
計
で
す
け
れ
ど
、
中
国
と
イ
ン
ド
を
合
わ

せ
る
と
、
世
界
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
四
六
％
位
に
な
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
時
一
七
・
三
％
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
が
一
三
％
、
日
本
は
三
・
六
％
で
す
。
十
八

世
紀
も
同
じ
よ
う
に
中
国
と
イ
ン
ド
で
世
界
経
済

の
四
〇
％
超
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
が
十
九
世
紀
に
入
り
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心

と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
に
や
ら
れ
て
、
ア
ジ

ア
は
沈
没
し
て
し
ま
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
時
代
と

な
り
、
そ
し
て
二
十
世
紀
は
ア
メ
リ
カ
の
時
代
へ

と
変
遷
し
て
い
っ
た
の
で
す

そ
し
て
二
十
一
世
紀
は
ま
た
三
世
紀
ぶ
り
に
、

ア
ジ
ア
の
時
代
に
戻
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
所
得

倍
増
の
期
間
を
見
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
六
〇
年
か

か
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
も
五
〇
年
か
か
り
ま
し

た
が
、
ア
ジ
ア
は
日
本
も
含
め
大
体
一
〇
年
で
倍

増
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
ア
ジ
ア
の

時
代
の
到
来
は
本
物
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
状
況
に
日
本
は
ど
う
対
応
し
て
い

く
か
が
、
今
後
の
日
本
及
び
日
本
経
済
を
考
え
る

上
で
極
め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
し
ま
す
と
、
環
境
技
術
で

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
の
果
た
す
役
割
・
期
待

は
大
き
く
、
地
球
温
暖
化
問
題
は
ま
さ
に
日
本
に

と
っ
て
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
今
後
、
日

本
が
ア
ジ
ア
に
よ
り
深
く
入
り
込
む
た
め
の
カ
ギ

特別講演会風景
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に
な
る
と
思
い
ま
す
。

９
、
国
家
の
あ
り
方
を
考
え
る

…
先
ず
国
内
を
開
く
、
デ
パ
ー
ト

国
家
は
成
り
立
た
な
い

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
ア
ジ
ア
に
入
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
ま
ず
は
、
国
内
を
開
か
な
い
と
や
っ

て
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア
ジ
ア
の
国
の

人
、
そ
れ
か
ら
お
金
、
そ
れ
に
モ
ノ
を
入
れ
な
い
、

そ
し
て
自
分
た
ち
だ
け
が
輸
出
す
る
、
人
だ
け
出

て
い
く
、
お
金
だ
け
投
資
す
る
と
い
う
こ
と
は
出

来
な
く
な
る
の
で
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
本
当
の

カ
ギ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

日
本
ほ
ど
い
ろ
ん
な
も
の
を
、
一
つ
の
国
で
や

っ
て
い
る
国
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
凄
く
国
際
競

争
力
の
あ
る
分
野
か
ら
、
そ
れ
か
ら
ま
っ
た
く
無

く
な
っ
た
分
野
ま
で
や
っ
て
い
る
。
私
は
こ
う
い

う
日
本
を
デ
パ
ー
ト
国
家
と
呼
ん
で
い
る
の
で
す

け
れ
ど
、
や
は
り
デ
パ
ー
ト
国
家
は
人
口
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
あ
る
程
度
国
力
が
あ
っ
て
、
ト
ー

タ
ル
と
い
う
意
味
で
強
い
国
家
で
な
い
と
、
維
持

で
き
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す

人
口
が
減
っ
て
い
く
中
で
、
国
の
あ
り
か
た
を

考
え
る
な
ら
デ
パ
ー
ト
は
も
う
で
き
な
い
。
専
門

店
が
生
き
残
る
道
で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
が
致

し
ま
す
。
強
い
と
こ
ろ
に
特
化
す
る
と
い
う
方
向

で
や
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
弱
い
部
分
と
か
、
不

得
意
な
部
分
は
ア
ジ
ア
の
国
に
譲
っ
て
い
く
。
そ

う
し
た
高
い
次
元
か
ら
の
政
治
的
決
断
が
あ
れ
ば
、

こ
の
日
本
も
ま
た
生
き
返
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

レ
ジ
メ
の
九
番
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
経
験
と

書
き
ま
し
た
け
れ
ど
、
こ
れ
は
皆
様
方
は
去
年
の

秋
で
す
か
、
北
欧
の
三
か
国
を
訪
問
さ
れ
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
私
が
申
し
上
げ
る
ほ
ど
の
こ
と

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
国

際
競
争
力
が
非
常
に
強
い
、
し
か
も
そ
れ
で
い
て
、

弱
者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
き
ち
ん
整
備
さ

れ
て
い
る
な
ど
福
祉
も
充
実
し
て
い
る
。
し
か
し
、

倒
産
も
解
雇
も
自
由
な
厳
し
い
競
争
国
家
な
の
で

す
。
人
口
一
千
万
人
に
足
り
な
い
ス
ウ
エ
ー
デ
ン

に
対
し
ま
だ
一
億
人
を
有
す
る
日
本
が
全
く
そ
っ

く
り
真
似
を
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
専
門
店
国
家
の
一
つ
の
理
想
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
か
な
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。

１０
、
国
家
は
一
〇
年
で
再
生
す
る

…
二
〇
一
〇
年
は
分
水
嶺

国
家
は
一
〇
年
で
再
生
す
る
と
レ
ジ
メ
に
書
き

ま
し
た
が
、
今
後
の
一
〇
年
間
が
日
本
に
と
っ
て

は
、
物
凄
く
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
か
っ

た
の
で
す
。
一
〇
年
あ
れ
ば
逆
に
国
と
い
う
の
は

変
わ
れ
る
の
だ
な
と
い
う
気
が
す
る
わ
け
で
す
。

一
〇
年
で
変
わ
っ
た
ケ
ー
ス
は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
�
小
平
が
や
っ
た
中
国
で
す
。
一
九
七
八

年
の
改
革
開
放
か
ら
躍
進
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
い
う
と
七
八
年
か
ら
〇
八
年
ま
で
に
八

二
倍
、
年
平
均
の
成
長
率
は
一
〇
％
と
い
う
中
国

は
、
や
は
り
�
小
平
の
き
ち
っ
と
し
た
理
念
が
あ

っ
て
、
初
め
て
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

同
じ
頃
で
す
け
れ
ど
も
、
八
〇
年
の
レ
ー
ガ
ン
の

ア
メ
リ
カ
で
す
。
レ
ー
ガ
ン
時
代
の
ア
メ
リ
カ
は

評
価
が
分
か
れ
る
わ
け
で
す
が
、
結
果
と
し
て
九

〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
経
済
が
繁
栄
し
た
と
い
う
の

は
、
基
本
的
に
は
、
レ
ー
ガ
ン
の
サ
プ
ラ
イ
サ
イ

ド
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
が
十
年
間
経
っ
て
、
実
を

結
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。
規
制
緩
和
と
か
、
減

税
と
か
、
歳
費
削
減
と
か
実
施
し
な
が
ら
や
っ
た

わ
け
で
す
。

ま
た
イ
ギ
リ
ス
も
そ
う
で
す
ね
。
イ
ギ
リ
ス
七

〇
年
代
は
本
当
に
ぽ
ん
こ
つ
の
よ
う
な
状
態
だ
っ

た
わ
け
で
す
が
、
変
わ
り
ま
し
た
。
七
九
年
に
始

ま
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が
民
営
化
と
マ
ネ
タ
リ
ズ

ム
と
い
わ
れ
る
金
融
政
策
を
強
力
に
推
進
。
イ
ギ

リ
ス
の
場
合
は
そ
れ
か
ら
一
〇
年
経
っ
た
九
〇
年

代
か
ら
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る
ま
で
実

に
二
〇
年
間
の
長
期
の
経
済
成
長
を
遂
げ
た
の
で

す
。そ

ん
な
こ
と
を
い
っ
て
も
、
日
本
は
政
治
が
ガ

タ
ガ
タ
し
て
無
理
だ
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
日
本
も
よ
き
リ
ー
ダ
ー
と
よ
き
政

策
が
あ
れ
ば
、
一
〇
年
で
国
は
再
生
し
ま
す
。
そ

れ
が
な
か
っ
た
ら
、
や
は
り
ア
ジ
ア
の
中
で
埋
没

し
て
い
く
国
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
気
が
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味

で
は
今
年
、
こ
の
二
〇
一
〇
年
が
分
水
嶺
だ
な
と

思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。
本
当
に
政
治
が
し
っ
か

り
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

作
家
の
陳
舜
臣
さ
ん
の
言
葉
に
「
政
治
家
が
目

覚
ま
し
い
手
腕
を
発
揮
す
る
の
は
、
順
調
で
な
い

時
代
に
お
い
て
で
あ
る
。
凡
庸
な
政
治
家
で
事
足

れ
る
世
の
中
は
、
そ
の
時
代
に
生
き
る
人
た
ち
に

と
っ
て
幸
せ
な
の
だ
」
と
い
う
言
葉
が
ご
ざ
い
ま

す
。
要
す
る
に
凡
庸
な
政
治
家
で
持
つ
よ
う
な
こ

と
だ
っ
た
ら
、
そ
の
国
民
は
幸
せ
な
の
だ
が
、
残

念
な
が
ら
我
々
が
い
ま
置
か
れ
た
状
況
は
、
凡
庸

な
政
治
家
で
は
大
変
困
る
の
で
す
。
政
治
に
対
し

て
、
き
ち
ん
と
し
た
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

１１
、
終
わ
り
に

…
あ
き
ら
め
る
の
は
や
め
よ
う

最
後
に
、
終
わ
り
に
あ
き
ら
め
る
の
は
や
め
よ

う
と
レ
ジ
メ
に
書
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
私
自

身
の
気
持
ち
を
表
し
た
も
の
で
す
。

大
き
な
流
れ
に
つ
い
て
は
、
さ
き
ほ
ど
申
し
上

げ
ま
し
た
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
り
、
市

場
化
で
あ
り
、
民
主
化
で
あ
り
、
分
権
化
で
す
。

こ
の
四
つ
の
流
れ
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
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す
。と

こ
ろ
で
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
と
い
う
人
が

い
ま
す
。
か
つ
て
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権

の
中
心
人
物
で
現
在
も
欧
州
の
論
客
と
し
て
有
名

で
す
。
こ
の
間
は
日
本
に
き
て
い
ま
し
た
し
、
日

本
で
も
彼
の
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
は
日
本
に
つ
い
て
、
日

本
は
世
界
で
冠
た
る
超
一
流
の
国
に
な
れ
る
機
会

は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
三
つ
失
敗
し
た
か
ら
ダ
メ

に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
既
存
の
産
業
の
超
過
利
潤
に
満
足
し
て
、

本
来
日
本
が
持
っ
て
い
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
活
か

せ
な
か
っ
た
こ
と
。
要

す
る
に
既
存
の
産
業
が

儲
か
り
過
ぎ
て
い
た
か

ら
、
そ
れ
に
安
住
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。

第
二
が
海
運
業
や
海
上

軍
事
力
な
ど
、
海
上
で

の
覇
権
力
が
あ
り
な
が

ら
、
港
湾
や
金
融
市
場

の
開
発
を
怠
っ
て
、
海

上
を
支
配
で
き
な
か
っ

た
。
港
と
か
、
金
融
市

場
と
か
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
的
に
は
素
晴
ら
し
い

も
の
を
持
ち
な
が
ら
、

そ
れ
を
韓
国
と
か
、
中

国
と
か
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
取
ら
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
。
第
三

が
、
外
国
か
ら
の
ア
イ

デ
ィ
ア
、
投
資
、
人
材

を
受
け
入
れ
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
。
こ
の
三
つ

の
失
敗
に
よ
り
、
日
本
は
、
八
〇
年
代
の
後
半
に
、

彼
の
言
葉
で
い
う
と
「
超
一
流
の
国
に
な
る
要
素

は
あ
っ
た
け
ど
、
な
れ
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
お

り
ま
す
。
日
本
は
こ
れ
か
ら
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ

の
言
う
こ
と
を
全
部
や
れ
ば
よ
い
と
割
り
切
っ
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
超
過
利
潤
に
満
足
し
な
い

で
、
産
業
構
造
を
切
り
替
え
て
い
く
と
か
、
港
湾

と
か
、
ハ
ブ
を
つ
く
っ
た
り
、
東
京
を
国
際
金
融

セ
ン
タ
ー
に
す
る
と
か
、
そ
れ
か
ら
人
材
を
入
れ

た
り
、
投
資
を
入
れ
た
り
、
お
金
を
入
れ
た
り
す

る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
は
生
き
返
っ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

文
春
の
名
編
集
長
と
い
わ
れ
、
昭
和
史
と
か
、

幕
末
な
ど
の
著
書
が
あ
る
半
藤
一
利
さ
ん
と
い
う

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
い
ま
す
。
我
々
の
先
輩
で
す

け
ど
、
彼
は
国
家
興
亡
四
〇
年
説
を
唱
え
て
い
ま

す
。
要
す
る
に
日
本
は
四
〇
年
刻
み
に
興
っ
た
り
、

落
ち
た
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
初
は

一
八
六
五
年
、
明
治
維
新
直
前
の
小
御
所
会
議
の

時
か
ら
、
一
九
〇
五
年
、
日
露
戦
争
勝
利
の
時
ま

で
興
隆
期
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
〇
五
年
か
ら

丁
度
太
平
洋
戦
争
敗
戦
の
一
九
四
五
年
ま
で
、
こ

れ
が
衰
退
期
。
そ
れ
で
今
度
は
平
和
条
約
の
一
九

五
二
年
か
ら
一
九
九
二
年
の
バ
ブ
ル
の
絶
頂
ま
で

が
、
ま
た
興
隆
し
た
期
間
で
す
。
今
は
一
九
九
二

年
か
ら
長
い
衰
退
期
に
入
り
つ
つ
あ
る
（
半
藤
さ

ん
は
、
そ
こ
ま
で
言
っ
て
は
い
な
い
で
す
が
）
と
、

こ
の
四
〇
年
説
で
言
う
と
、
そ
う
い
う
こ
と
に
成

り
か
ね
な
い
わ
け
で
す
。

半
藤
さ
ん
の
説
が
当
た
ら
な
い
た
め
に
も
わ
れ

わ
れ
は
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

取
り
あ
え
ず
は
民
主
党
と
付
き
合
っ
て
い
か
ざ
る

を
得
な
い
と
な
る
と
、
や
は
り
我
々
は
き
ち
ん
と

政
府
を
監
視
し
て
、
や
は
り
民
主
党
に
対
し
て
し

っ
か
り
注
文
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

﹇
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

一
九
四
〇
年
生
ま
れ
。
一
九
六
四
年
東
京
大

学
経
済
学
部
卒
業
、
同
年
日
本
経
済
新
聞
社
入

社
東
京
本
社
編
集
局
、
一
九
七
五
年
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
特
派
員
、
一
九
七
八
〜
一
九
八
二
年
日
経

マ
グ
ロ
ウ
ヒ
ル
社
出
向
、
一
九
八
六
年
東
京
本

社
編
集
局
経
済
解
説
部
長
、
一
九
八
九
年
同
経

済
部
長
、
一
九
九
三
年
社
長
室
長
、
一
九
九
四

年
取
締
役
東
京
本
社
編
集
局
長
、
一
九
九
六
年

常
務
取
締
役
社
長
室
長
、
二
〇
〇
〇
年
専
務
取

締
役
、
二
〇
〇
三
年
取
締
役
副
社
長
広
告
・
国

際
担
当
、
二
〇
〇
四
年
代
表
取
締
役
副
社
長
、

二
〇
〇
八
年
三
月
顧
問
、
二
〇
〇
八
年
五
月
�

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
会
長
。
埼
玉
県
出
身
。

本多副会長から新井淳一講師へ講演謝辞

―１３―
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こ
の
人
は
、
満
八
十
五
歳
で
元
気
バ
リ
バ
リ
の
現

役
。
本
会
の
推
薦
で
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
今
に
継
ぐ
、

全
国
の
企
業
・
経
営
者
に
贈
る
「
第
八
回
渋
沢
栄
一

賞
」
の
受
賞
が
決
定
。
二
月
五
日
の
表
彰
式
を
前
に

喜
び
の
中
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
た
。

大
正
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
、
比
企
郡
都
幾
川

村
（
現
・
と
き
が
わ
町
）
生
ま
れ
。
父
は
中
小
企
業

の
経
営
者
だ
っ
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
恐
慌

で
ま
と
も
に
不
況
の
波
を
か
ぶ
っ
て
倒
産
。
ひ
ど
い

貧
乏
の
中
で
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
と
い
い
、

十
四
歳
で
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
�
与
野
工
場
に
機

械
工
と
し
て
入
社
。
昭
和
二
十
年
七
月
陸
軍
飛
行
兵

で
召
集
さ
れ
た
が
、
す
ぐ
終
戦
を
迎
え
る
。
復
員
後
、

仲
間
の
白
鳥
三
郎
さ
ん
（
元
・
与
野
市
長
）
ら
と
日

本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
労
組
を
結
成
、
同
与
野
幹
事
長

と
な
る
。

学
者
が
注
目
の
付
加
価
値
配
分
理
論

日
本
ピ
ス

ト
ン
リ
ン
グ

与
野
工
場
が

再
開
さ
れ
た

の
は
昭
和
二

十
一
年
春
。

し
か
し
、
経

営
者
は
レ
ッ

ド
・
パ
ー
ジ

を
恐
れ
て
寄

り
付
か
ず
、

二
十
四
年
頃

ま
で
は
や
む

な
く
労
組
が

生
産
を
管
理
。
正
木
さ
ん
は
実
質
的
な
工
場
長
の
仕

事
を
こ
な
し
、
そ
の
あ
と
埼
玉
金
属
労
組
連
合
会
書

記
長
な
ど
経
て
、
四
十
八
年
に
埼
玉
県
民
共
済
生
活

協
同
組
合
を
創
設
、
自
ら
専
務
理
事
に
就
任
し
て
大

き
な
実
績
を
重
ね
る
。
こ
の
間
、
県
地
労
委
委
員
な

ど
を
兼
任
、
さ
ら
に
米
国
視
察
を
す
る
な
ど
、
口
八

丁
、
手
八
丁
で
精
力
的
に
動
き
回
っ
た
。

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
出
し
て
き
た
�
日
本
民
主
化
十

六
の
原
則
�
の
解
説
書
が
人
生
を
変
え
た
と
い
う
正

木
さ
ん
は
、《
創
造
力
は
泉
の
如
し
》
を
自
認
、
加

え
て
Ｏ
型
血
液
特
有
の
強
い
自
己
肯
定
思
考
で
、

次
々
と
そ
れ
を
実
現
、
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
。
な
か

で
も
自
慢
が
三
十
年
に
開
発
し
た
「
付
加
価
値
配
分

理
論
」
で
あ
り
、
全
国
的
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
た
。

労
使
協
調
し
て
付
加
価
値
の
最
大
化
を
図
り
、
そ
の

配
分
を
公
平
に
行
う
こ
と
に
よ
り
豊
か
な
生
活
の
実

現
を
目
指
す
と
い
う
も
の
だ
が
、
学
者
か
ら
意
見
を

求
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
、
画
期
的
な
も
の
と
胸
を
張
る
。

消
費
者
に
よ
り
良
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

正
木

さ
ん
が
四
十
八
歳
で
県
民
共
済
を
創
設
し
た
き
っ
か

け
は
、
中
小
企
業
の
従
業
員
で
も
加
入
で
き
る
割
安

な
保
険
を
開
発
し
た
い
と
い
う
思
い
だ
っ
た
。
し
か

し
「
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、
掛
け
金
も
保
障
も

一
律
で
、
破
格
な
掛
け
金
」
と
い
う
、
当
時
の
保
険

の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
画
期
的
で
、
斬
新
な
新

商
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の

難
題
が
山
積
し
て
い
た
。

し
か
し
、
正
木
さ
ん
は
不
屈
の
精
神
で
検
討
を
重

ね
、
各
方
面
と
の
粘
り
強
い
交
渉
の
結
果
、
県
民
共

済
の
販
売
に
漕
ぎ
つ
け
る
。
以
後
、
そ
の
商
品
性
等

か
ら
着
実
に
組
合
員
、
契
約
者
が
増
加
、
現
在
の
取

扱
全
共
済
商
品
の
契
約
累
計
件
数
は
二
百
八
十
五
万

件
に
達
し
、
埼
玉
県
民
の
三
分
の
一
以
上
に
相
当
す

る
件
数
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
発
売
さ
れ
た
、類
似
の
こ
く
み
ん
共
済（
全

労
済
）
や
コ
ー
プ
共
済
な
ど
の
商
品
は
、
す
べ
て
正

木
さ
ん
が
開
発
・
実
現
し
た
県
民
共
済
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
人
は
、「
競

争
に
よ
っ
て
消
費
者
に
よ
り
良
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
」
と

の
確
固
た
る
信
念
の
下
、
類
似
商
品
の
発
売
や
活
動

を
容
認
。
こ
の
決
断
こ
そ
が
、
今
日
、
共
済
が
保
険

に
比
肩
す
る
ま
で
に
発
展
し
た
最
大
の
要
因
と
言
え

よ
う
。
因
み
に
、
正
木
さ
ん
の
陣
頭
指
揮
の
下
、
全

国
に
事
業
展
開
し
た
「
全
国
生
活
協
同
組
合
連
合

会
」
は
、
現
在
で
は
傘
下
に
三
十
九
都
道
府
県
の
会

員
生
協
を
有
す
る
一
大
グ
ル
ー
プ
を
形
成
、
総
契
約

件
数
は
一
七
、八
五
九
千
件
に
達
し
、
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
次
ぐ
、
国
内
第
二
位
を
占
め
て
い
る
。

さ
ら
に
「
保
険
と
同
様
に
価
格
と
価
値
が
大
き
く

乖
離
し
て
い
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
は
消
費
者
の
た
め

に
是
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
強
い
意
志
か

ら
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
関
連
事
業
や
紳
士
服
事
業
、
戸
建

て
木
造
注
文
住
宅
事
業
を
開
始
し
、
営
業
社
員
ゼ
ロ
、

資
材
の
一
括
購
入
等
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
は
か

り
、
高
品
質
・
低
価
格
で
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

戸
建
て
木
造
注
文
住
宅
は
、
こ
れ
ま
た
全
国
二
位
の

実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

栄
え
あ
る
「
渋
沢
栄
一
賞
」
へ
の
道

世
の
中
に

は
「
一
万
時
間
の
法
則
」
が
あ
る
ら
し
い
。
ス
ポ
ー

ツ
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
世
界
的
レ
ベ
ル
に

達
し
た
人
に
は
、
例
外
な
く
一
万
時
間
、
一
日
三
時

間
な
ら
十
年
近
く
に
わ
た
る
、
修
練
の
期
間
が
あ
る

と
い
う
。
正
木
さ
ん
は
「
県
民
共
済
を
創
設
後
三
十

六
年
に
な
る
が
、
こ
の
間
、
私
が
や
っ
て
き
た
の
は

努
力
だ
け
。
毎
日
々
々
が
努
力
の
人
生
だ
っ
た
」
と

い
う
。
加
え
て
正
木
さ
ん
は
自
ら
の
強
い
意
志
で
県

民
共
済
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
埼
玉
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
採
血
車
な
ど
を
寄
付
。
ま
た

昭
和
五
十
九
年
以
降
、
毎
年
二
千
万
円
の
予
算
措
置

を
講
じ
、
厚
生
労
働
省
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
寄

付
贈
呈
先
を
決
め
、
今
年
ま
で
に
累
計
五
億
三
千
万

円
を
寄
付
し
て
き
て
い
る
が
、
何
よ
り
地
域
並
び
に

地
域
住
民
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
基

本
理
念
と
し
て
、
加
入
者
（
契
約
者
）
が
払
い
込
ん

だ
共
済
掛
金
を
可
能
な
限
り
一
〇
〇
％
加
入
者
に
還

元
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
事
業
運
営
を
目
指
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
加
入
者
が
払
い
込
ん
だ
共
済
掛
金

に
つ
い
て
は
、
共
済
事
故
に
遭
わ
れ
た
人
に
速
や
か

に
共
済
金
を
支
払
う
こ
と
に
加
え
、
徹
底
し
た
経
費

削
減
に
努
め
、
共
済
金
と
割
戻
金
の
合
計
で
一
〇
〇

％
に
す
る
「
払
込
掛
金
一
〇
〇
％
還
元
と
い
う
夢
の

実
現
」
を
理
想
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
前

期
決
算
で
は
既
に
共
済
金
給
付
率
六
二
・
〇
九
％
、

割
戻
率
三
四
・
九
一
％
、
還
元
率
九
七
・
〇
〇
％
と
、

夢
に
急
迫
し
て
い
る
。

将
来
の
夢
は
「
今
、
二
八
〇
億
円
の
出
資
金
が
あ

る
の
で
、
新
事
業
を
考
え
て
い
る
。
実
現
す
れ
ば
世

界
中
に
売
れ
る
商
品
」
と
胸
を
膨
ら
ま
す
。

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
、「
素
晴
ら
し
い
賞
を
い

た
だ
い
て
大
変
嬉
し
く
、
感
謝
し
て
い
る
。
た
だ
何

せ
世
の
中
の
変
化
が
激
し
過
ぎ
、
県
民
共
済
が
さ
ら

に
発
展
を
続
け
ら
れ
る
か
、
将
来
の
心
配
の
ほ
う
が

大
き
い
」
と
の
、
世
相
へ
の
不
安
も
…
。

さ
い
た
ま
市
在
住
。
現
在
ス
ミ
夫
人
と
二
人
暮
ら

し
だ
が
、
孫
十
人
が
お
り
、
う
ち
博
士
が
二
人
、
そ

れ
に
警
察
の
キ
ャ
リ
ア
、
弁
護
士
候
補
が
そ
れ
ぞ
れ

一
人
と
い
う
。
趣
味
は
仕
事
一
筋
。

（
葛
）

埼
玉
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

組
合
長
理
事

正

木

萬

平
氏
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当
組
合
の
創
業
は
昭
和
四
十
八
年
で
、

埼
玉
県
内
に
居
住
も
し
く
は
勤
務
先
の

あ
る
方
が
ご
加
入
で
き
る
生
協
で
す
が
、

現
在
で
は
二
百
十
二
万
人
も
の
方
が
組

合
員
と
し
て
ご
加
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

取
扱
っ
て
い
る
主
な
共
済
商
品
は
、
年

齢
や
性
別
に
関
係
な
く
掛
金
と
保
障
が

一
律
の
生
命
共
済
（
い
わ
ゆ
る
生
命
保

険
）で
あ
り
、
埼
玉
県
内
の
民
間
保
険
・

共
済
全
社
の
中
で
個
人
契
約
件
数
は
断

然
一
位
の
実
績
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

当
組
合
は
、
個
人
契
約
件
数
が
一
般
消

費
者
の
支
持
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
責
任
の
重
さ
を

感
じ
つ
つ
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ど
こ
よ
り
も
掛
金
が
安
い
と

自
負
し
て
い
る
火
災
共
済
も
あ
り
、
ご

家
族
分
も
含
め
て
の
全
て
の
共
済
商
品

の
総
契
約
件
数
は
二
百
八
十
五
万
件
と

な
っ
て
お
り
、
埼
玉
県
民
の
三
分
の
一

以
上
の
ご
加
入
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。当

組
合
の
経
営
理
念
は
以
下
の
通
り

で
す
が
、
そ
の
実
践
の
た
め
役
職
員
が

守
る
べ
き
倫
理
綱
領
を
定
め
て
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
創
業
時
か
ら
の
経
営
理
念
〉

�
助
け
合
い
協
同
の
精
神

�
加
入
者
第
一
の
基
本
理
念

�
思
い
や
り
の
あ
る
接
遇

�
便
利
さ
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

�
豊
か
な
る
生
活
へ
の
挑
戦

�
絶
え
ざ
る
商
品
開
発

�
地
域
社
会
へ
の
奉
仕

	
非
営
利
主
義
経
営

〈
倫
理
綱
領
〉

第
一
条

全
て
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
「
万
一
の
事
故
に
遭
わ
れ
た
人
の

た
め
に
」
思
い
や
り
の
心
で
お
役
に

立
つ
こ
と
。
こ
れ
が
「
私
た
ち
の
理

念
」
で
す
。

第
二
条

共
済
金
の
本
質
は
、
共

済
事
故
の
発
生
に
際
し
、
速
や

か
に
且
つ
、
確
実
に
お
役
立
て

い
た
だ
く
こ
と
。
こ
れ
が
「
私

た
ち
の
使
命
」
で
す
。

第
三
条

共
済
金
は
ご
請
求
の
あ

っ
た
日
の
う
ち
に
お
支
払
す
る

こ
と
が
原
則
。
そ
れ
が
不
可
能

な
と
き
は
、
可
能
な
限
り
速
や

か
に
且
つ
、
確
実
に
お
支
払
す

る
。
こ
れ
が
「
私
達
の
共
済
の

義
務
」
で
す
。

第
四
条

期
末
の

剰
余
金
は
、
割

戻
金
と
し
て
期

末
の
ご
加
入
者

に
還
元
す
る
。

こ
れ
が
「
私
達

の
非
営
利
主
義
」
で
す
。

第
五
条

お
客
様
か
ら
の
ご
要
望
や
ご

意
見
に
は
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
、

感
謝
に
変
え
る
。
こ
れ
が
「
私
達
の

仕
事
」
で
す
。

第
六
条

共
済
商
品
は
、
お
客
様
に
加

入
を
勧
め
る
の
で
は
な
く
、
自
発
的

に
加
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
掛
金

や
保
障
、
サ
ー
ビ
ス
で
最
善
の
努
力

を
す
る
。こ
れ
が「
私
達
の
営
業
」で
す
。

第
七
条

口
座
振
替
の
不
能
か
ら
、
そ

の
先
に
あ
る
お
客
様
の
真
実
を
悟
り
、

柔
軟
且
つ
、
慎
重
に
対
処
す
る
。
こ

れ
が
「
私
達
の
仕
事
に
対
す
る
姿

勢
」
で
す
。

第
八
条

全
て
の
仕
事
に
誇
り
と
責
任

を
持
ち
、
お
客
様
の
期
待
に
応
え
る

こ
と
。
こ
れ
が「
私
達
の
組
織
」で
す
。

第
九
条

営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
投
資

や
投
機
に
走
ら
ず
、
ご
加
入
者
に
最

大
の
奉
仕
を
す
る
。
こ
れ
が
「
私
達

の
事
業
哲
学
」
で
す
。

第
十
条

仕
事
の
効
率
を
高
め
、
無
駄

を
省
き
、
小
さ
な
掛
金
で
大
き
な
保

障
を
実
現
し
、
掛
金
に
占
め
る
還
元

率（
支
払
共
済
金
＋
割
戻
金
の
割
合
）

を
一
〇
〇
％
に
す
る
。
こ
れ
が
「
私

達
の
夢
」
で
す
。

な
お
、
当
組
合
で
は
共
済
事
業
と
同

様
の
精
神
で
、「
価
格
の
正
常
化
」
を

実
現
す
べ
き
事
業
と
し
て
戸
建
注
文
住

宅
事
業
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
事
業
・
成
人
式

の
振
袖
等
の
供
給
事
業
・
注
文
紳
士
服

事
業
等
も
行
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
多

く
の
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

会員企業紹介

顧顧
客客
第第
一一
主主
義義
をを
実実
践践
しし
、、

県県
民民
三三
分分
のの
一一
以以
上上
がが
加加
入入
県 民 共 済
生 活 協 組

銀
行
の
ロ
ビ
ー
で
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

Ｊ
Ｒ
埼
京
線
北
与
野
駅
近
く
「
さ
い
た

ま
新
都
心
」
の
一
角
に
あ
る
県
民
共
済

の
ヘ
ッ
ド
オ
フ
ィ
ス

埼
玉
県
内
に
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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青
年
経
営
者
部
会
主
催
に
よ
る
平
成

二
十
二
年
新
春
特
別
講
演
会
が
、
青
年

経
営
者
部
会
創
立
二
十
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
二
月
十
五
日
�
午
後
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に
お
い
て
、
来
賓
、

一
般
、
部
会
員
合
計
二
百
余
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
た
。

新
春
特
別
講
演
会
は
、
島
村
健
副
部

会
長
（
島
村
工
業
・
社
長
）
の
司
会
・

進
行
で
執
り
行
わ
れ
た
。

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
古
川
元
一
部
会

長
（
川
口
土
木
建
築
工
業
・
社
長
）
は
、

我
々
青
年
経
営
者
部
会
は
、
渋
沢
栄
一

翁
の
「
右
手
に
そ
ろ
ば
ん
、
左
手
に
論

語
」
の
こ
と
ば
の
と
お
り
、
し
っ
か
り

と
し
た
倫
理
観
を
持
ち
な
が
ら
、
時
代

に
即
応
し
た
経
営
を
心
が
け
、
社
会
に

貢
献
し
て
参
り
た
い
と
述
べ
、
さ
ら
に
、

埼
玉
県
の
経
済
は
も
と
よ
り
、
日
本
の

将
来
の
た
め
に
若
手
経
営
者
の
金
字
塔

に
な
り
た
い
と
、
大
き
な
夢
も
語
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力

と
ご
支
援
に
よ
り
創
立
二
十
周
年
が
か

く
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝

を
述
べ
た
。
今
後
も
多
く
の
皆
様
に
仲

間
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
歩

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
挨
拶
を
結
ん
だ
。

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
親

会
の
利
根
忠
博
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会

長
は
、
挨
拶
の
中
で
親
会
の
埼
玉
県
経

営
者
協
会
と
青
年
経
営
者
部
会
の
協
力

関
係
に
つ
い
て
ご
披
露
い
た
だ
き
、
本

講
演
会
を
開
催
で
き
る
青
年
経
営
者
部

会
の
今
後
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
し
て

い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
青
年
経
営
者
部

会
創
立
二
十
周
年
に
触
れ
、
親
会
の
藤

池
初
代
部
会
長
か
ら
現
在
の
十
代
目
の

古
川
部
会
長
ま
で
、
類
ま
れ
な
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
積
極
的
な
活
動
を

推
進
さ
れ
、
ま
さ
に
自
律
精
神
旺
盛
な

若
手
経
営
者
の
集
ま
り
で
あ
り
、
次
代

を
見
据
え
た
経
営
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
お
褒
め
の
言
葉
も
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
、
現
在
の
経
済
状
況
を
分
析
さ

れ
、
そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
経
営
者
自
ら
が

行
動
し
、
直
面
す
る
課
題
を
一
つ
一
つ

解
決
し
て
い
く
と
い
う
、
努
力
と
責
任

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

話
さ
れ
、
挨
拶
を
結
ば
れ
た
。

講
師
を
お
願
い
し
た
伊
藤
元
重
氏
は
、

い
わ
ゆ
る
「
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
ー
・
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
」
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

現
場
を
歩
き
、
生
き
た
経
済
を
理
論
的

観
点
を
踏
ま
え
て
鋭
く
解
き
明
か
す
、

い
わ
ば
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
」
と
し
て
知
ら
れ
、
テ
レ
ビ
東
京

「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ
ト
」

の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア

で
も
活
躍
中
で
あ
る
。

講
演
は
「
日
本
経
済
の
展
望
」
と
題

し
て
行
わ
れ
、
日
本
の
企
業
は
中
国
の

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
読
み
誤
っ
て
い
る

と
し
、
自
動
車
で
あ
れ
ば
、
ト
ヨ
タ
、

日
産
、
ホ
ン
ダ
の
中
国
市
場
で
の
シ
ェ

ア
の
伸
び
悩
み
を
問
題
視
さ
れ
た
。

国
内
で
は
、
今
後
生
産
年
齢
人
口
が

三
十
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
、
飲
食
、
自

動
車
等
々
の
需
要
は
激
減
し
、
経
済
規

模
の
縮
小
を
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
金
沢
工

場
閉
鎖
等
の
具
体
例
を
あ
げ
て
解
説
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
海
外
で
は
、
貧
困
層

か
ら
中
間
層
へ
七
億
二
千
万
人
（
半
分

は
中
国
）
増
加
す
る
の
で
、
そ
れ
を
狙

う
べ
く
海
外
へ
の
関
心
を
持
つ
べ
き
と

し
た
。

ま
た
、
今
後
の
経
営
の
原
理
原
則
を

三
つ
述
べ
た
。
一
、
も
っ
と
頑
張
る（
六

十
年
代
の
よ
う
に
ガ
ン
ガ
ン
仕
事
を
す

る
）
二
、
競
争
相
手
を
消
し
去
る
（
Ｍ

＆
Ａ
、
ま
た
、
大
き
く
な
ら
な
く
と
も
、

生
き
残
る
こ
と
を
考
え
る
）
三
、
差
別

化

で
あ
り
、
こ
れ
以
外
な
い
と
自
信

を
持
っ
て
、
宣
言
さ
れ
た
。
最
後
に
予

定
に
な
か
っ
た
質
疑
応
答
を
い
た
だ
き
、

講
演
は
終
了
し
た
。

講
演
後
、松
本
伸
一
郎
副
部
会
長（
松

本
商
会
・
社
長
）
が
謝
辞
を
述
べ
、
第

一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
・
創
立
二
十
周
年

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
島
村
副
部
会
長
の

司
会
・
進
行
で
開
宴
し
た
。
初
め
に
藤

池
誠
冶
初
代
部
会
長（
デ
サ
ン
・
社
長
）

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
、
歴
代

部
会
長
を
代
表
し
て
平
沼
一
幸
三
代
部

会
長
（
埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
・
社
長
）
に

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
、
創
立
二
十
周
年
を
祝
い
、

原
名
誉
会
長
、
利
根
会
長
、
藤
池
初
代

部
会
長
、
平
沼
三
代
部
会
長
に
よ
る
鏡

開
き
が
行
わ
れ
、
埼
玉
の
地
酒
で
乾
杯

を
行
い
、
お
祝
い
ム
ー
ド
は
最
高
潮
に

達
し
た
。
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
懇
談
が
続
い
た
。

そ
し
て
、
創
立
二
十
周
年
を
記
念
し

て
企
画
し
た
林
家
た
い
平
独
演
会
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
の
抽
選
が
、
吉
野
寛
治
五
代

部
会
長
（
吉
野
電
化
工
業
・
社
長
）、

藤
田
義
治
七
代
部
会
長
（
埼
京
運
輸
・

社
長
）、
中
込
秀
明
九
代
部
会
長
（
富

士
電
子
・
社
長
）
に
よ
り
行
わ
れ
、
十

組
二
十
人
に
贈
答
さ
れ
た
。

最
後
に
閉
会
の
挨
拶
を
川
本
武
彦
副

部
会
長
（
サ
イ
サ
ン
・
社
長
）
が
行
い
、

五
年
後
に
埼
玉
で
開
催
さ
れ
る
青
年
部

会
全
国
大
会
の
告
知
を
行
っ
た
。
そ
こ

で
さ
ら
に
、
会
の
活
性
化
と
魅
力
作
り

に
邁
進
し
、
会
員
を
増
強
し
た
い
と
述

べ
、
新
春
特
別
講
演
会
と
創
立
二
十
年

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
盛
会
裏
の
内
に
お

開
き
と
な
っ
た
。

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
がが
創創
立立
２２００
周周

年年
記記
念念
新新
春春
特特
別別
講講
演演
会会
開開
催催

鏡
開
き
を
す
る
利
根
会
長
、
藤
池
副
会

長
、
原
名
誉
会
長
、
平
沼
三
代
部
会
長

来
賓
挨
拶
す
る
利
根
忠
博
会
長

開
会
挨
拶
す
る
古
川
元
一
部
会
長

講
演
す
る
伊
藤
元
重
氏
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世
界
経
済
と
わ
が
国
経
済
社
会

の
現
状

御
手
洗
会
長
基
調
講
演
要
旨

日
本
経
団
連
は
、
一
月
二
十
五
日
�
、
二
十
六
日
�
の
両

日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
「
第
百
十
三
回
日
本
経
団
連
労
使
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
全
国
か
ら

経
営
ト
ッ
プ
や
人
事
労
務
担
当
者
ら
四
百
人
が
参
加
し
、「
危

機
を
克
服
す
る
処
方
箋
を
さ
ぐ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
厳
し
い

経
営
環
境
を
乗
り
切
る
た
め
の
方
策
や
春
季
労
使
交
渉
に
あ

た
っ
て
の
課
題
・
対
応
策
を
探
っ
た
。

冒
頭
、
開
会
挨
拶
と
基
調
講
演
を
行
っ
た
御
手
洗
冨
士
夫

会
長
は
、
経
済
情
勢
は
当
面
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
の
認
識

を
示
し
た
上
で
、今
次
春
季
交
渉
・
協
議
で
は
、

�
賃
金
よ
り
も
雇
用
を
優
先
し
た
交
渉
が
求
め
ら
れ
る

�
新
卒
採
用
に
向
け
た
一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
る

�
総
額
人
件
費
の
視
点
を
持
ち
、
自
社
の
支
払
能
力
に
即
し

て
判
断
す
べ
き
で
あ
る

�
労
使
関
係
を
よ
り
深
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
強
調
し
た
。

続
い
て
、
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
専
務
執
行
役
員
チ
ー
フ
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
の
中
島
厚
志
氏
が
「
二
〇
一
〇
年
・
日
本
経
済

の
行
方
」
と
題
し
て
講
演
。

中
島
氏
は
、
金
融
危
機
を
伴
う
景
気
後
退
は
回
復
ペ
ー
ス

が
遅
く
、
世
界
経
済
は
来
年
末
ご
ろ
ま
で
後
遺
症
が
残
る
可

能
性
が
あ
る
と
指
摘
。
企
業
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
な
ど
成
長

地
域
へ
の
展
開
、
サ
ー
ビ
ス
業
・
農
業
な
ど
新
た
な
分
野
で

の
外
需
の
獲
得
は
必
要
と
の
見
解
を
示
し
た
。

次
に
、
日
本
経
団
連
の
川
本
裕
康
常
務
理
事
が
今
年
の
春

季
労
使
交
渉
に
お
け
る
経
営
側
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
を
示
し

た
『
二
〇
一
〇
年
版
経
営
労
働
委
員
会
報
告
』
の
要
点
を
解

説
。
今
次
労
使
交
渉
・
協
議
に
向
け
た
基
本
的
考
え
方
と
し

て
、
賃
金
よ
り
雇
用
を
重
視
し
た
交
渉
・
協
議
が
求
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
賃
上
げ
に
関
し
て
は
、
何
よ
り
重
要
と
な
る

の
は
総
額
人
件
費
の
視
点
で
あ
り
、
賃
金
の
決
定
は
あ
く
ま

で
自
社
の
支
払
能
力
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

し
た
。

続
い
て
、「
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
企
業
経
営
」
を

テ
ー
マ
に
、
大
橋
洋
治
全
日
本
空
輸
会
長
、
坂
根
正
弘
コ
マ

ツ
会
長
、
竹
内
弘
高
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
が
鼎
談
。

「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
に
は
、
経
営
理
念
や
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
示
し
、
経
営
者
が
自
ら
の
言
葉
で
社
員
と

対
話
す
る
こ
と
が
重
要
」、「
苦
楽
を
と
も
に
す
る
と
い
う
意

識
で
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
企

業
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

一
日
目
の
最
後
に
登
壇
し
た
連
合
の
古
賀
伸
明
会
長
は
、

「
労
働
組
合
が
果
た
す
べ
き
役
割
」
に
つ
い
て
講
演
。「
厚

み
の
あ
る
中
間
層
を
基
盤
と
し
た
社
会
を
再
構
築
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
全
体
の
底
上
げ
と
所
得
再
配
分
機
能
強
化

の
必
要
性
に
言
及
し
た
。

二
日
目
は
、
ま
ず
「
今
次
労
使
交
渉
に
臨
む
方
針
」
と
題

し
て
、
企
業
の
労
務
担
当
役
員
と
産
別
労
組
リ
ー
ダ
ー
が
そ

れ
ぞ
れ
講
演
を
行
っ
た
。
高
橋
雄
介
日
産
自
動
車
執
行
役
員
、

谷
川
和
生
東
芝
取
締
役
執
行
役
専
務
、
進
藤
孝
生
新
日
本
製

鐵
副
社
長
の
企
業
労
務
担
当
役
員
三
氏
は
、
企
業
が
置
か
れ

て
い
る
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
と
述
べ
る
と
と
も
に
、「
今

次
交
渉
は
雇
用
重
視
の
視
点
が
重
要
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

一
方
、
西
原
浩
一
郎
自
動
車
総
連
会
長
、
中
村
正
武
電
機

連
合
中
央
執
行
委
員
長
、
内
藤
純
朗
基
幹
労
連
中
央
執
行
委

員
長
の
産
別
労
組
リ
ー
ダ
ー
三
氏
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
は

十
分
認
識
し
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、「
賃
金
引
き
上
げ
は
、

デ
フ
レ
の
解
決
に
つ
な
が
る
」「
配
分
の
歪
み
を
修
正
し
、

賃
金
格
差
の
是
正
を
図
る
べ
き
」
と
主
張
し
た
。

続
い
て
、「
新
し
い
働
き
方
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
、

三
井
化
学
の
得
丸
洋
専
務
取
締
役
、
凸
版
印
刷
の
大
久
保
伸

一
取
締
役
人
事
労
政
本
部
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
東
京
大
学

社
会
科
学
研
究
所
の
佐
藤
博
樹
教
授
の
進
行
の
も
と
パ
ネ
ル

討
論
を
実
施
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
は
、

生
産
性
の
向
上
を
も
た
ら
す
働
き
方
の
改
革
が
必
要
と
の
指

摘
が
あ
っ
た
。

最
後
の
特
別
講
演
「
民
主
党
政
権
で
何
が
変
わ
っ
た
か
、

何
が
変
わ
る
か
」
で
は
、
東
京
大
学
の
御
厨
貴
教
授
が
「
変

え
る
に
は
時
間
が
必
要
。�
変
え
る
	
ま
で
は
い
か
な
い
が
、

�
止
め
る
	と
い
う
こ
と
を
し
た
」
と
指
摘
。
今
後
時
間
を

か
け
て
、
大
き
な
変
化
が
見
え
て
く
る
時
代
に
な
っ
て
い
く

だ
ろ
う
と
の
認
識
を
示
し
た
。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
一
年
以
上
が
経
過
し
た
今
日

で
も
、
世
界
経
済
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
米
国
・
欧
州
と
も
に
、
最
悪
期
は
脱
し
た
も
の
の
、

景
気
の
下
振
れ
懸
念
は
依
然
と
し
て
根
強
い
。
一
方
、
中
国
・

イ
ン
ド
な
ど
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
新
興
国
の
経
済
は
総

じ
て
持
ち
直
し
て
い
る
。

わ
が
国
経
済
も
、
一
部
に
景
気
の
持
ち
直
し
の
動
き
が
見

ら
れ
る
が
、
政
策
効
果
に
支
え
ら
れ
て
い
る
面
が
強
く
、
個

人
消
費
に
力
強
さ
は
見
ら
れ
な
い
。
企
業
の
在
庫
調
整
は
進

ん
だ
も
の
の
、
生
産
は
経
済
危
機
発
生
前
の
八
割
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
設
備
投
資
過
剰
感
も
根
強
い
。
さ
ら
に
、

デ
フ
レ
の
進
行
や
円
の
先
高
感
等
の
懸
念
も
あ
る
。

今
後
の
見
通
し
も
、
景
気
対
策
の
政
策
効
果
が
弱
ま
る
な

か
で
、
個
人
消
費
は
当
面
弱
い
動
き
が
見
込
ま
れ
る
。
輸
出

に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
向
け
は
上
向
い
て
い
る
が
、
大
き
な

ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
米
国
向
け
の
回
復
は
遅
れ
気
味
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
勘
案
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
二
〇
一
〇
年
の
前
半

は
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
ア
ジ
ア

を
中
心
と
す
る
新
興
国
の
追
い
上
げ
に
よ
っ
て
、
国
際
競
争

が
一
段
と
激
化
し
て
い
る
。
国
内
で
も
、
人
口
減
少
と
、
世

界
に
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
高
齢
化
が
一
層
進
行
し

て
い
る
た
め
、
経
済
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

持
続
的
な
経
済
成
長
に
よ
る
安
心
社
会
の
実
現

国
内
外
に
お
い
て
、
多
く
の
難
題
に
直
面
し
て
い
る
現
実

は
重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
状
の
厳
し
さ

に
悲
観
す
る
の
で
は
な
く
、
危
機
を
克
服
し
、
経
済
の
回
復

に
向
け
た
モ
メ
ン
タ
ム
を
得
る
一
年
と
し
て
い
く
こ
と
が
大

変
重
要
で
あ
る
。

豊
か
な
国
民
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
持
続
的
な
経

済
成
長
の
実
現
が
不
可
欠
で
あ
り
、
経
済
成
長
の
源
は
民
間

企
業
の
活
力
で
あ
る
。
企
業
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
改
め
て

認
識
し
、
明
る
い
展
望
を
切
り
拓
く
原
動
力
と
し
て
大
い
に

活
躍
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

他
方
、
政
府
に
お
い
て
は
、
一
刻
も
早
く
景
気
を
自
律
的

な
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、
財
政
・
金
融
の
両
面
か
ら
、

あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総
動
員
し
、
切
れ
目
の
な
い
景
気
刺
激
策

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後
は
、
財
源
の
裏
付
け
を
持
つ
工
程
表
の
策
定
を
含
め

成
長
戦
略
の
具
体
化
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、

経
済
成
長
の
原
動
力
で
あ
る
企
業
の
活
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
と
い
う
視
点
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、
税
・
財
政
・
社

会
保
障
の
一
体
改
革
、
規
制
改
革
、
基
礎
研
究
へ
の
投
資
、

道
州
制
の
導
入
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
が
欠
か
せ

な
い
。

厳
し
い
経
営
環
境
の
な
か
で
の
経
営
者
の
姿
勢

第
一
点
は
、
積
極
的
な
事
業
展
開
を
貫
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。「
経
済
情
勢
が
厳
し
い
か
ら
、
需
要
が
な
い
」
と
あ

き
ら
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
新
し
い
発
想
や
、
新
し
い

方
法
に
よ
っ
て
、
市
場
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
持
つ

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
加
え
て
、
増
大
す
る
高
齢

者
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
市
場
の
開
拓
な
ど
、
発
想
を
大
胆

に
転
換
し
て
危
機
に
対
処
す
る
と
い
う
姿
勢
も
大
事
で
あ
る
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
は
、
海
外
で
も
い
ず
れ
生
じ
る
現
象
で

あ
り
、
わ
が
国
で
需
要
の
掘
り
起
こ
し
に
成
功
す
れ
ば
、
海

外
市
場
の
開
拓
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
国
内
市
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

成
長
が
期
待
で
き
る
ア
ジ
ア
を
中
心
に
新
興
国
の
市
場
を
積

極
的
に
取
り
込
ん
で
い
く
な
ど
、
海
外
市
場
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
を
絶
え
ず
広
げ
て
い
く
視
点
も
重
要
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
将
来
の
成
長
に
向
け
て
、
研
究
開
発
を
さ
ら

に
強
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
新
興
国
の
市
場
を
取
り

込
む
た
め
に
は
、
価
格
競
争
力
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
や
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
踏
ま
え
た
う
え
で
、

良
質
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
・
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。

最
近
は
、
研
究
開
発
費
用
が
膨
大
に
な
る
な
か
で
、
製
品

化
や
サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で
の
速
度
を
如
何
に
早
め
る
か
が
カ

ギ
と
な
っ
て
お
り
、
産
学
官
に
よ
る
共
同
研
究
な
ど
を
活
用

し
つ
つ
、
効
率
的
な
研
究
開
発
を
志
向
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
世
界
市
場
で
の
シ
ェ
ア
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
国
際

的
な
標
準
化
の
動
き
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
日
本
発
の
国

際
基
準
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。三

点
目
は
、
企
業
競
争
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
組
織
、

あ
る
い
は
地
域
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
協
働
を
強
く

推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
内
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
力
を

最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
自
社
は
何
の
た
め
に
存
在

す
る
の
か
、
従
業
員
は
何
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
の
か
等
の

根
源
的
な
価
値
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
自
社
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
描
き
、
経
営
者
か
ら
従
業
員
に
対

し
て
、
繰
り
返
し
語
り
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
企
業
か

ら
中
小
企
業
へ
の
「
知
財
の
流
通
」
な
ど
も
一
つ
の
ア
イ
デ

ア
と
し
て
、
大
企
業
と
中
小
企
業
の
協
働
、
地
域
に
お
け
る

協
働
を
進
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

今
次
労
使
交
渉
・
協
議
に
向
け
て

第
一
点
と
し
て
、
今
回
は
、
賃
金
よ
り
も
雇
用
を
優
先
し

た
交
渉
・
協
議
が
求
め
ら
れ
る
。
現
在
の
景
気
後
退
は
、
戦

後
最
大
規
模
だ
が
、
過
去
と
比
較
し
て
、
企
業
が
雇
用
を
守

ろ
う
と
す
る
動
き
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
経
営
者
と
し
て
最
大

の
経
営
資
源
を
守
る
と
い
う
観
点
に
立
ち
、
引
き
続
き
雇
用

の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

第
二
点
と
し
て
、
各
企
業
の
皆
さ
ま
に
、
新
卒
採
用
に
向

け
た
一
層
の
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。
定
期
的
な
新
卒
者
の

採
用
は
、
中
長
期
的
な
企
業
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
、
ま

た
、
次
代
を
担
う
若
者
の
将
来
の
安
定
を
図
る
こ
と
は
、
社

会
の
安
定
と
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。

第
三
点
は
、
賃
金
の
決
定
に
関
し
、
総
額
人
件
費
の
視
点

を
持
ち
、
あ
く
ま
で
自
社
の
支
払
能
力
に
即
し
て
判
断
す
る

こ
と
で
あ
る
。

最
後
は
、
こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
で
こ
そ
、
企
業
労

使
の
関
係
を
よ
り
深
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
大
幅
な
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
が
、「
ヒ
ト
」
を
大
切
に
す
る
日
本
的
経
営

の
原
点
に
立
ち
、
健
全
な
労
使
関
係
の
深
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
自
ず
と
道
は
開
け
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い

る
。

危
機
克
服
へ
の
処
方
箋
さ
ぐ
る

日
本
経
団
連

労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

開
会
挨
拶
と
基
調
講
演
を
行
う

御
手
洗
冨
士
夫
会
長

―１７―
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政
権
交
代
に
伴
う
企
業
経

営
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ

い
て
根
津
氏
が
講
演

中部地区
協 議 会

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

中
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
片
岡
和

久
東
京
電
力
執
行
役
員
埼
玉
支
店
長
）

が
、
二
月
三
日
�
サ
イ
サ
ン
Ｋ
Ｓ
ビ
ル

会
議
室
に
て
六
〇
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
た
。

片
岡
議
長
は
挨
拶
で
現
下
の
厳
し
い

経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
経
営
側
と
し
て

春
季
労
使
交
渉
に
関
す
る
所
感
を
述
べ

ら
れ
た
。
続
い
て
三
国
専
務
理
事
よ
り

事
務
局
報
告
と
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
に
向
け
た
埼
玉
県
の
「
目
標
設
定

型
排
出
量
取
引
制
度
」
の
概
要
説
明
並

び
に
各
種
委
員
会
の
開
催
案
内
が
行
わ

れ
た
。

特
に
、「
目
標
設
定
型
排
出
量
取
引

制
度
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
説
明
会
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
内
容
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
本
制
度
に
関

す
る
意
見
・
要
望
等
を
事
務
局
宛
、
積

極
的
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
よ
う
要
請
が

な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
講
演
へ
と
移
り
、
は
じ
め

に
「
秋
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側
の

基
本
姿
勢
」
と
題
し
て
日
本
経
団
連
労

働
法
制
本
部
主
幹
布
山
祐
子
氏
よ
り
、

「
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
」
の
内

容
を
中
心
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
、
ま
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
や
国
際
競
争
の
激
化
を
踏
ま
え
た
、

持
続
的
な
成
長
に
向
け
た
課
題
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
続
い
て
、
雇

用
の
安
定
・
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
、
雇
用
の
多
様
化
に
対
応
す
る

労
働
市
場
の
基
盤
整
備
の
必
要
性
、
新

た
な
成
長
に
向
け
た
人
材
力
強
化
の
重

要
性
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
、
最
後

に
今
次
労
使
交
渉
・
協
議
に
対
す
る
経

営
側
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
の
説
明
が

行
わ
れ
た
。

今
次
労
使
交
渉
・
協
議
に
向
け
た
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
第
一
に
、

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
時
期
こ
そ
、

最
大
の
経
営
資
源
を
守
る
観
点
か
ら
、

賃
金
よ
り
雇
用
を
重
視
し
た
交
渉
・
協

議
を
行
う
。
第
二
に
、
総
労
働
時
間
短

縮
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
生

産
性
向
上
を
前
提
と
し
仕
事
や
働
き
方

の
見
直
し
を
図
る
。
第
三
の
非
正
規
労

働
者
の
処
遇
改
善
要
求
に
つ
い
て
は
、

自
社
従
業
員
の
処
遇
に
対
し
て
、
同
一

価
値
労
働
同
一
賃
金
の
考
え
方
に
基
づ

き
、
必
要
と
判
断
さ
れ
る
対
応
を
図
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
お
け

る
総
額
人
件
費
決
定
の
あ
り
方
と
し
て

は
、
ま
ず
は
総
額
人
件
費
の
視
点
が
何

よ
り
重
要
で
あ
り
、
賃
金
の
決
定
は
あ

く
ま
で
自
社
の
支
払
能
力
に
即
し
て
判

断
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
等
の

主
張
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
、
富
士
通
総
合
研
究
所
取
締

役
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
ロ
ー
根
津

利
三
郎
氏
よ
り
「
政
権
交
代
に
伴
う
企

業
経
営
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
と
題
し
て
、

�
民
主
党
と
は
ど
の
よ
う
な
政
権
か
、

�
今
次
不
況
の
評
価
、
�
東
ア
ジ
ア
経

済
の
将
来
、
�
日
本
企
業
の
経
営
戦
略

等
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。（
講

演
内
容
は
別
掲
）

最
後
に
、
本
会
副
会
長
で
あ
る
�
デ

サ
ン
代
表
取
締
役
藤
池
誠
治
氏
よ
り
閉

会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
協
議
会
は
終
了
し

た
。根根

津津
氏氏
講講
演演
要要
旨旨

「
政
権
交
代
に
伴
う
企
業
経
営
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
�
民
主

党
と
は
ど
の
よ
う
な
政
権
か
、
�
今
次

不
況
の
評
価
、
�
東
ア
ジ
ア
経
済
の
将

来
、
�
日
本
企
業
の
経
営
戦
略
を
骨
子

と
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
の
要

旨
は
以
下
の
と
お
り
。

�
民
主
党
政
権
は
ど
の
よ
う
な
政
権
か

民
主
党
政
権
は
、
今
後
、
円
安
、
賃

金
安
、
金
利
安
の
�
三
安
	
の
是
正
に

取
り
組
ま
ざ
る
を
得
ず
、
企
業
に
と
っ

て
必
ず
し
も
や
さ
し
い
政
権
で
は
な
い

と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
産
業
政
策
面
で

は
、
産
業
構
造
の
リ
バ
ラ
ン
ス
に
取
り

組
む
と
考
え
ら
れ
、
輸
出
主
導
型
製
造

業
に
は
厳
し
い
状
況
に
な
る
一
方
で
、

個
人
消
費
関
連
産
業
、
医
療
、
環
境
等

の
産
業
は
新
た
な
成
長
機
会
を
得
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
特
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
謳
っ

た
主
要
施
策
の
一
つ
で
あ
る
こ
ど
も
手

当
に
つ
い
て
は
、
満
額
の
五
・
三
兆
円

支
給
で
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
％
強
と
、
出

生
率
を
二
％
に
ま
で
回
復
さ
せ
た
フ
ラ

ン
ス
の
施
策
の
半
分
程
度
の
比
率
に
と

ど
ま
る
。
日
本
の
出
生
率
回
復
を
意
図

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
程
度
の
投
資

は
最
低
限
必
要
で
あ
る
。

�
今
次
不
況
の
評
価

今
次
不
況
を
総
括
す
る
と
、
以
下
よ

う
な
評
価
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

景
気
落
ち
込
み
の
深
さ
は
過
去
最
大

で
あ
り
、
主
要
経
済
指
標
は
二
〇
〇
二

年
の
水
準
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、

不
況
の
期
間
は
長
期
化
せ
ず
、
結
局
は

普
通
の
長
さ
の
不
況
と
な
る
も
の
と
み

ら
れ
る
。

ま
た
、
各
国
の
協
調
に
よ
る
景
気
刺

激
策
が
奏
功
し
、
中
国
、
ア
ジ
ア
、
米

国
、
日
本
、
欧
州
の
順
で
景
気
は
回
復

し
つ
つ
あ
る
。

わ
が
国
経
済
の
現
状
に
つ
い
て
言
及

す
る
と
、
主
要
製
造
業
の
生
産
水
準
は

ピ
ー
ク
時
の
六
〜
八
割
に
と
ど
ま
り
、

元
の
水
準
に
戻
る
可
能
性
は
低
く
、
デ

諸諸情情勢勢とと経経営営側側のの対対応応
日
本
経
団
連
労
働
法
制
本
部
主
幹

布
山
祐
子
氏

富
士
通
総
研
取
締
役
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・

フ
ェ
ロ
ー

根
津
利
三
郎
氏

―１８―
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米
中
経
済
の
動
向
と
日
米

中
の
関
係
を
瀬
口
氏
講
演
北部地区
協 議 会

フ
レ
の
進
行
と
賃
金
下
落
の
悪
循
環
が

継
続
、
内
需
は
引
き
続
き
低
迷
し
、
相

変
わ
ら
ず
の
外
需
依
存
の
状
況
が
続
く

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

�
東
ア
ジ
ア
経
済
の
将
来

現
在
、
中
国
を
筆
頭
に
東
ア
ジ
ア
経

済
は
好
調
に
推
移
し
、
世
界
経
済
を
牽

引
し
て
い
る
。
日
本
経
済
の
回
復
も
好

調
な
ア
ジ
ア
向
け
の
輸
出
が
主
因
と
な

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後
も
、

中
国
を
中
心
に
中
間
所
得
層
が
大
幅
に

増
加
し
、
各
国
の
国
内
消
費
は
堅
調
に

推
移
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
、
引
き
続

き
高
い
経
済
成
長
が
見
込
ま
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
長
期
的
に
み
れ
ば
、

二
〇
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け

て
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
日
本
を
上
回
る
ス

ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
行
す
る
も
の
と

見
込
ま
れ
、
経
済
成
長
も
大
き
く
ペ
ー

ス
ダ
ウ
ン
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

�
日
本
企
業
の
経
営
戦
略

今
後
の
政
府
の
成
長
戦
略
と
し
て
は
、

需
要
サ
イ
ド
重
視
、
ア
ジ
ア
経
済
と
一

体
的
な
成
長
等
、
新
た
な
視
点
か
ら
の

戦
略
構
築
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。し

か
し
な
が
ら
、
各
企
業
の
成
長
を

展
望
す
る
と
き
、
政
府
の
成
長
戦
略
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
各
企
業
が
持

つ
、
組
織
文
化
、
組
織
能
力
、
人
材
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
�
無
形
資
産
（
イ
ン
タ

ン
ジ
ブ
ル
・
ア
セ
ッ
ト
）
の
構
築
・
活

用
が
極
め
て
重
要
な
要
素
と
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

北
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
根
本
清

司
�
リ
ケ
ン
顧
問
）
の
本
年
度
下
期
の

会
合
が
二
月
四
日
�
、
�
リ
ケ
ン
熊
谷

事
業
所
に
て
約
四
十
名
が
参
加
し
開
催

さ
れ
た
。

根
本
議
長
は
、「
景
気
は
回
復
基
調

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
業
種
や
業
態

に
よ
る
ま
だ
ら
模
様
は
い
が
め
な
い
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
情
勢
の
時
こ

そ
な
お
さ
ら
経
営
者
の
使
命
は
品
質
第

一
、
安
全
第
一
で
あ
る
。
本
日
の
講
演

の
中
に
も
我
々
が
考
え
る
べ
き
こ
と
へ

の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
会
で

学
ん
だ
こ
と
を
土
産
と
し
て
自
社
に
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
さ

れ
た
。
続
い
て
本
会
三
国
雅
裕
専
務
理

事
よ
り
事
務
局
報
告
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
向
け
た
埼
玉
県
の
「
目
標
設
定

型
排
出
量
取
引
制
度
導
入
に
つ
い
て
」

の
概
要
説
明
な
ら
び
に
本
会
事
業
の
紹

介
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
講
演
へ
と
移
り
、
は
じ
め

に
「
米
中
経
済
の
動
向
と
今
後
の
日
米

中
関
係
」
と
題
し
て
、
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ

ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹
の
瀬
口

清
之
氏
よ
り
経
済
講
演
が
行
わ
れ
た
。

中
国
経
済
と
日
米
中
関
係
を
研
究
分
野

と
し
て
い
る
瀬
口
氏
は
、

一
、
米
国
経
済
と
東
ア
ジ
ア
経
済
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
規
模
比
較

�
二
〇
〇
八
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
規
模

�
十
年
後
の
予
想

二
、
日
米
関
係

�
米
国
経
済
の
現
状
と
見
通
し

�
オ
バ
マ
政
権
へ
の
期
待

三
、
日
中
関
係

�
中
国
経
済
の
現
状

�
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
関
す
る
日

本
の
優
位
性

	
中
国
進
出
の
リ
ス
ク
は
克
服
可
能

�
技
術
流
出

�
日
本
経
済
の
空
洞
化



経
済
停
滞

�
長
期
的
な
観
点
か
ら
の
日
本
の
対

応

な
ど
を
専
門
的
見
地
か
ら
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
、「
中
国
人
は
商
人
気
質
。

地
道
な
技
術
開
発
は
相
対
的
に
不
得
意

な
分
野
で
、
と
く
に
最
近
は
環
境
や
省

エ
ネ
技
術
分
野
、
製
品
の
安
全
性
へ
の

注
目
度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に

関
連
す
る
事
業
の
中
国
進
出
お
よ
び
シ

ェ
ア
増
大
の
可
能
性
は
ま
だ
ま
だ
余
地

が
あ
る
」
と
力
説
、
こ
れ
か
ら
の
伸
張

が
期
待
さ
れ
る
中
国
の
産
業
集
積
地
な

ど
も
紹
介
し
た
。
最
後
に
、『
グ
リ
ー

ン
テ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
�
日
本
の

中
堅
・
中
小
企
業
が
持
つ
優
れ
た
環
境

技
術
と
急
速
に
拡
大
す
る
中
国
国
内
市

場
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
日

本
企
業
に
は
中
国
市
場
に
お
け
る
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
創
出
し
、
中
国
企

業
に
は
世
界
的
に
優
れ
た
日
本
企
業
の

技
術
の
導
入
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
を
紹
介
し

た
。

今今春春のの労労使使交交渉渉ををめめぐぐるる

瀬
口
清
之
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

研
究
所
研
究
主
幹
に
よ
る
講
演

「
米
中
経
済
の
動
向
と
今
後
の
日
米
中

関
係
」

日
本
経
団
連
労
働
政
策
本
部
の
坂
下
多

身
氏
に
よ
る
講
演

「
今
次
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側

の
ス
タ
ン
ス
」

根
本
清
司
北
部
地
区
協
議
会
議
長
（
�

リ
ケ
ン
顧
問
）
開
会
挨
拶

―１９―
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春
季
労
使
交
渉
の
経
営
側

基
本
姿
勢
と
題
し
て
講
演
南部地区
協 議 会

続
い
て
、「
今
次
春
季
労
使
交
渉
に

臨
む
経
営
側
の
ス
タ
ン
ス
」
と
題
し
て

日
本
経
団
連
労
働
政
策
本
部
の
坂
下
多

身
氏
よ
り
、「
経
営
労
働
問
題
委
員
会

報
告
」
の
解
説
を
中
心
に
講
演
が
行
わ

れ
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
加
速
度
的
な
進
展
と
国
際
競
争
の
激

化
、
世
界
経
済
と
日
本
経
済
の
動
向
、

持
続
的
な
成
長
に
向
け
た
課
題
に
つ
い

て
報
告
が
な
さ
れ
、
続
い
て
、
雇
用
の

安
定
・
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
�
雇
用
指
標
は
当
面
厳
し
い
状
態

が
続
く
見
込
み
、
�
雇
用
問
題
に
対
す

る
政
労
使
の
対
応
な
ど
を
説
明
し
た
。

次
に
、
今
次
労
使
交
渉
・
協
議
に
お

け
る
経
営
側
の
姿
勢
と
し
て
、
ま
ず
、

経
営
危
機
の
再
来
に
対
応
す
る
に
は
、

急
激
な
需
要
変
動
に
も
迅
速
に
対
応
し

得
る
体
質
づ
く
り
が
必
要
で
、
総
額
人

件
費
管
理
の
徹
底
、
と
り
わ
け
、
定
期

昇
給
の
あ
り
か
た
も
含
め
た
所
定
内
給

与
の
管
理
が
重
要
で
あ
る
と
解
説
し
た
。

ま
た
、
労
使
交
渉
・
協
議
に
向
け
た

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
第
一
に
、

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
時
期
に
こ
そ

最
大
の
経
営
資
源
を
守
る
観
点
か
ら
、

賃
金
よ
り
雇
用
を
重
視
し
た
交
渉
・
協

議
が
必
要
。
第
二
に
、
労
使
が
自
社
の

収
益
環
境
を
直
視
し
つ
つ
、
賃
金
カ
ー

ブ
を
維
持
す
る
か
ど
う
か
、
実
態
に
応

じ
た
話
し
合
い
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
賃
金
の
決
定
は
あ
く
ま
で
自
社

の
支
払
い
能
力
に
即
し
て
判
断
す
る
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
、
ま
た
、
需
給
の

短
期
的
変
動
に
よ
る
一
時
的
な
業
績
変

動
は
、
賞
与
・
一
時
金
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
な
ど
の
主
張
が
な

さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
厳
し
い
経
営
状
況
を
踏
ま

え
、
今
次
労
使
交
渉
・
協
議
で
は
ベ
ー

ス
・
ア
ッ
プ
は
困
難
と
判
断
す
る
企
業

が
多
い
も
の
と
見
込
ま
れ
る
と
の
考
え

を
示
し
た
。

最
後
に
北
部
地
区
協
議
会
幹
事
を
お

願
い
し
て
い
る
�
東
芝
・
深
谷
工
場
の

小
村
裕
総
務
部
長
よ
り
閉
会
挨
拶
が
行

わ
れ
、
協
議
会
は
終
了
し
た
。

南
部
地
区
協
議
会
が
二
月
八
日
�
午

後
、
川
口
市
の
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
（
リ
リ
ア
十
二
階
）
に
て
三
十
五
名

が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
、
小
嶋
隆
善
南
部
地
区
議
長

（
�
小
島
鉄
工
所
社
長
）
は
挨
拶
で
日

本
経
済
の
現
状
を
分
析
さ
れ
、
未
曽
有

の
経
済
状
況
で
あ
り
、
前
途
は
大
変
厳

し
い
が
、
こ
の
会
で
経
営
側
と
し
て
、

春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
姿
勢
を
し
っ
か

り
確
認
し
て
欲
し
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

次
い
で
、
本
会
の
事
業
状
況
に
つ
い

て
三
国
雅
裕
専
務
理
事
が
報
告
、
さ
ら

に
、
埼
玉
県
の
「
目
標
設
定
型
排
出
量

取
引
制
度
」
の
導
入
に
関
し
て
、
埼
玉

県
の
動
向
、
新
制
度
の
骨
子
等
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

第
一
部
は
「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議

に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
と
題
し
、

日
本
経
済
団
体
連
合
会
労
働
政
策
本
部

森
島

聡
氏
の
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。

氏
は
最
初
に
、
経
営
労
働
政
策
委
員
会

報
告
の
御
手
洗
冨
士
夫
議
長
の
序
文
を

紹
介
し
、
経
営
者
に
は
企
業
家
精
神
を

い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
自
社
の
成
長
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
大
胆
に
描
い
て
実
行
に
移
し
て
も

ら
い
た
い
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
労

使
交
渉
が
始
ま
る
に
あ
た
っ
て
、
労
使

が
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、
信
頼
関
係

を
深
め
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
最

も
適
し
た
課
題
に
つ
い
て
徹
底
し
た
議

論
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
と
解
説
し
た
。

次
に
、
日
本
経
済
を
取
り
巻
く
環
境

変
化
と
経
済
成
長
に
向
け
た
課
題
、
雇

用
の
安
定
・
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
、

将
来
の
成
長
に
向
け
た
取
り
組
み
等
々

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

第
二
部
は
「
生
産
革
新
と
環
境
経

営
」
と
題
し
、
神
戸
経
営
総
合
研
究
所

代
表
取
締
役
神
戸
健
二
氏
に
よ
り
講
演

が
行
わ
れ
た
。

氏
は
リ
コ
ー
ユ
ニ
テ
ク
ノ
を
再
建
し

た
経
験
を
随
所
に
織
り
交
ぜ
、
会
社
経

営
の
心
得
を
次
の
よ
う
に
集
約
さ
れ
た
。

一
、
経
営
資
源
を
大
切
に
す
る
「
人
・

モ
ノ
・
金
＋
時
間
・
情
報
・
理
念
」
二
、

会
社
経
営
の
鉄
則
に
従
う
「
経
営
は
実

践
�
原
理
原
則
・
基
本
を
大
切
に
」
三
、

経
営
者
の
役
割
責
任
（
使
命
）
を
自
覚

す
る
「
人
財
を
創
る
・
環
境
を
創
る
・

明
日
を
創
る
」
と
話
さ
れ
、
最
後
に
経

済
と
は
、
経
世
済
民
で
あ
り
、
国
を
治

め
て
人
を
救
う
こ
と
と
、
講
演
を
結
ば

れ
た
。

諸諸情情勢勢とと経経営営側側のの対対応応
開
会
挨
拶
す
る
小
嶋
隆
善
議
長

講
演
す
る
神
戸
健
二
氏

講
演
す
る
森
島
聡
氏

―２０―
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会
員
四
十
二
名
が
参
加
し

て
丸
広
百
貨
店
で
開
か
る
西部地区
協 議 会

講
演
終
了
後
、
�
愛
工
舎
製
作
所
代

表
取
締
役
社
長
牛
窪
啓
詞
氏
の
謝
辞
な

ら
び
に
挨
拶
で
閉
会
し
た
。

西
部
地
区
協
議
会
の
本
年
度
下
期
の

集
会
が
二
月
一
〇
日
�
午
後
、
川
越
の

丸
広
百
貨
店
で
会
員
四
二
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
当
地
区
議
長
の
ボ
ッ
シ
ュ
�

齊
藤
俊
雄
取
締
役
副
社
長
が
開
会
の
挨

拶
で
「
最
近
は
売
上
げ
が
約
四
〇
％
ダ

ウ
ン
し
て
い
る
、
昨
年
後
半
か
ら
利
益

が
出
る
よ
う
工
夫
は
し
て
い
る
が
、
や

は
り
構
造
的
な
問
題
が
あ
り
、
従
来
の

路
線
の
ま
ま
で
は
生
き
て
い
け
な
い
、

相
当
の
工
夫
が
必
要
」
な
ど
と
述
べ
ら

れ
、本
会
根
岸
茂
文
常
務
理
事
の
挨
拶
・

事
務
局
報
告
で
開
会
。

第
一
部
は
講
演
�
と
し
て
「
今
春
の

労
使
交
渉
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
と
経
営
側

の
対
応
―
今
後
の
人
事
・
賃
金
・
評
価

制
度
の
あ
り
か
た
を
中
心
と
し
て
―
」

と
題
し
て
、
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ

ス
・
人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
参
事
平
田
武

氏
が
講
演
。
ま
ず
、
厳
し
い
雇
用
情
勢

な
ど
経
済
・
社
会
情
勢
を
分
析
、
今
次

労
使
交
渉
に
お
け
る
経
営
側
の
姿
勢
と

し
て
は
、
総
額
人
件
費
管
理
を
徹
底
し

た
上
で
、「
年
齢
・
勤
続
」
か
ら
「
仕

事
・
役
割
・
貢
献
度
」
を
基
軸
と
し
た

賃
金
体
系
へ
の
転
換
を
訴
え
た
。
こ
れ

を
職
務
毎
に
分
析
を
加
え
、
職
能
資
格

制
度
の
再
設
計
に
つ
い
て
仔
細
に
解
説
。

職
能
資
格
基
準
の
明
確
化
、
課
業
洗
い

出
し
・
課
業
評
価
、
資
格
格
付
け
と
人

事
評
価
方
法
な
ど
に
も
ふ
れ
、
ま
と
め

と
し
て
�
中
堅
・
中
小
企
業
に
お
い
て

も
、
今
後
は
仕
事
・
役
割
基
準
の
人
事

賃
金
制
度
へ
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て

く
る
�
職
務
が
標
準
化
で
き
な
い
、
異

動
が
多
い
、
仕
事
は
何
で
も
し
な
い
と

な
ら
な
い
企
業
に
つ
い
て
は
、
職
務
等

級
制
度
よ
り
も
課
業
ベ
ー
ス
の
職
能
資

格
制
度
が
運
用
し
や
す
い
、
と
し
め
く

く
ら
れ
た
。

講
演
�
は
「
�
改
正
労
働
基
準
法
、

�
改
正
育
児
介
護
休
業
法
、
�
改
正
入

国
管
理
法
な
ど
直
近
の
法
改
正
と
実

務
」
と
題
し
て
、
弁
護
士
新
弘
江
氏
が

講
演
。
�
は
今
年
四
月
一
日
施
行
で
あ

り
、「
時
間
外
労
働
の
限
度
に
関
す
る

基
準
」
の
見
直
し
関
係
、
法
定
時
間
外

割
増
賃
金
率
の
引
き
上
げ
、
時
間
単
位

年
休
、
�
は
子
育
て
中
の
短
時
間
勤
務

制
度
、
所
定
外
労
働
（
残
業
）
の
免
除

の
義
務
化
、
子
の
看
護
休
暇
制
度
の
拡

充
、
父
親
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進
、

介
護
休
暇
の
新
設
、
法
の
実
効
性
の
確

保
、
�
は
新
た
な
在
留
管
理
制
度
の
導

入
、
研
修
・
技
能
実
習
制
度
の
見
直
し
、

「
留
学
」
と
「
就
学
」
の
一
本
化
な
ど

に
つ
い
て
解
説
頂
い
た
。

第
二
部
の
交
流
懇
親
会
は
当
地
区
唯

一
の
開
催
で
、
齊
藤
議
長
の
挨
拶
・
乾

杯
の
の
ち
両
講
師
も
ま
じ
え
て
懇
談
・

交
流
後
、
地
区
幹
事
の
入
間
川
ゴ
ム
�

細
井
達
男
専
務
取
締
役
の
し
め
で
散
会

し
た
。

今今春春のの労労使使交交渉渉ををめめぐぐるる

開会挨拶 齊藤俊雄議長

講演� 平田 武氏

講演� 新 弘江氏

西
部
地
区
協
議
会
全
景
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た
い
平
ワ
ー
ル
ド
炸
裂

埼
玉
音
協
主
催

林
家
た
い
平
独
演
会

春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
向
け
た
労

使
の
主
張
と
意
見
を
交
換
す
る
、「
Ｊ

Ａ
Ｍ
埼
玉

第
２１
回
労
使
会
議
」
が
さ

き
ご
ろ
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
で
開

催
さ
れ
、
八
十
名
を
超
え
る
参
加
者
の

中
、
使
用
者
側
と
し
て
本
会
の
三
国
雅

裕
専
務
理
事
が
出
席
、
今
春
の
労
使
交

渉
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
的
な
考
え
方

な
ど
を
説
明
し
た
。

冒
頭
三
国
専
務
理
事
は
、
我
が
国
を

取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
、「
２
０
１

０
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
早
１
カ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
当
面
の
懸

念
材
料
で
あ
っ
た
円
高
・
株
安
問
題
は
、

一
進
一
退
を
繰
り
返
し
な
が
ら
中
々
好

転
せ
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
二
番
底
リ
ス
ク

も
加
わ
り
、
こ
こ
し
ば
ら
く
は
踊
り
場

的
に
推
移
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
見
通

し
を
示
し
つ
つ
、「『
第
三
の
開
国
』
と

も
い
わ
れ
る
大
変
革
期
に
直
面
し
て
い

る
。
経
済
の
面
で
は
こ
う
い
う
時
こ
そ
、

内
需
・
外
需
２
つ
の
エ
ン
ジ
ン
が
必
須

で
あ
り
、
企
業
の
競
争
力
が
高
め
ら
れ

る
仕
組
み
が
必
要
。
私
た
ち
に
は
社
会

や
企
業
を
い
か
に
次
代
に
引
き
継
ぐ
か

と
い
う
強
い
信
念
と
行
動
が
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

続
い
て
本
題
で
あ
る
、
今
次
労
使
協

議
に
関
す
る
経
営
側
の
ス
タ
ン
ス
に
つ

い
て
、
日
本
経
団
連
の
「
経
営
労
働
政

策
委
員
会
報
告
」
の
考
え
方
の
解
説
へ

と
移
り
、「
経
営
環
境
が
大
き
く
変
革

す
る
中
、
企
業
家
精
神
を
発
揮
し
自
社

の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
明
確
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
も
っ
て
実
行
に
移
そ
う
と
の
思

い
を
『
危
機
を
克
服
し
、
新
た
な
成
長

を
切
り
拓
く
』
と
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に

託
し
た
。
企
業
の
存
続
・
発
展
が
雇
用

の
安
定
、
ひ
い
て
は
社
会
の
安
定
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
」
と
訴
え
た
。
そ
の

上
で
、
今
次
労
使
交
渉
・
協
議
に
あ
た

っ
て
は
、

�
最
大
の
経
営
資
源
を
守
る
観
点
か
ら

雇
用
の
確
保
に
努
め
る

�
労
働
時
間
管
理
の
徹
底
と
生
産
性
向

上�
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
考
え
方

に
基
づ
く
必
要
な
対
応

が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の
上

で
「
総
額
人
件
費
管
理
の
徹
底
が
強
く

求
め
ら
れ
い
る
。
賃
金
の
決
定
は
自
社

の
支
払
能
力
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
で

あ
り
、
更
に
賃
金
カ
ー
ブ
を
維
持
す
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
を
行

う
必
要
が
あ
る
」
と
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
埼
玉
（
小
林

直
哉
会
長
、
自
動
車
部
品
や
精
密
機
械

な
ど
県
内
の
主
要
企
業
で
構
成
、
組
合

員
約
１
万
７
５
０
０
人
）
の
浜
田
浩
副

会
長
は

�
個
別
賃
金
要
求
、
３０
歳
高
卒
直
入
者

２６
万
円
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
一
人
前
ミ
ニ
マ
ム
３０

歳
２４
万
円

�
賃
金
構
造
維
持
分
の
確
保
、
必
要
に

応
じ
プ
ラ
ス
５
０
０
円
以
上
、
ま
た
、

賃
金
構
造
維
持
分
が
確
認
で
き
な
い
場

合
は
平
均
４
、５
０
０
円
以
上
を
要
求

す
る
な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
の
方
針

を
掲
げ
た
。

ま
た
、
三
国
専
務
理
事
は
「
大
不
況

後
に
は
必
ず
技
術
革
新
を
伴
っ
て
経
済

が
発
展
す
る
こ
と
を
歴
史
が
示
し
て
い

る
。
労
使
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
難
局

に
立
ち
向
か
い
、
大
い
に
議
論
を
積
み

重
ね
、
新
た
な
成
長
を
切
り
拓
く
よ
う

な
『
合
意
』
に
至
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
と
結
ん
だ
。

埼
玉
音
協
主
催
の
「
林
家
た
い
平
独

演
会
」
が
二
月
十
九
日
�
、
午
後
六
時

半
よ
り
埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
埼
玉
音
協
で
初
公
演
と
な
る
林

家
た
い
平
独
演
会
に
は
、
公
演
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
常
連
さ
ん
や
、
初
め
て

落
語
を
聴
く
と
い
う
方
も
含
め
て
、
約

三
百
五
十
名
が
来
場
し
た
。

公
演
は
、
ま
ず
林
家
た
い
平
師
匠
が

高
座
に
上
が
り
「
埼
玉
県
秩
父
出
身
の

私
は
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
こ
の
埼
玉
会

館
で
落
語
を
打
つ
の
が
夢
で
し
た
」
と

挨
拶
、
ま
く
ら
の
部
分
で
は
お
馴
染
み

「
笑
点
」
メ
ン
バ
ー
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
紹
介
し
、
そ
の
後
、『
二

番
煎
じ
』
と
『
粗
忽
長
屋
』
の
二
席
を

続
け
て
披
露
。
会
場
は
大
き
な
笑
い
に

包
ま
れ
た
。

中
入
後
、
翁
家
和
助
さ
ん
が
、
芸
能

の
原
点
と
も
云
う
べ
き
太
神
楽
（
だ
い

か
ぐ
ら
）
の
棒
芸
や
傘
芸
を
披
露
、
そ

の
神
業
と
も
い
う
べ
き
曲
芸
に
お
客
様

は
息
を
呑
み
、
感
嘆
の
声
と
大
き
な
拍

手
が
お
こ
っ
た
。

そ
の
後
再
び
た
い
平
師
匠
が
登
場
。

搗
米
屋
の
職
人
と
最
高
位
の
花
魁
、
幾

代
太
夫
の
な
れ
そ
め
の
一
席
で
あ
る
古

典
『
幾
代
餅
』
を
熱
演
。
前
半
の
笑
い

あ
る
噺
と
は
変
わ
っ
て
、
し
っ
と
り
と

聴
か
せ
る
噺
の
巧
み
さ
に
、
引
き
ず
り

込
ま
れ
た
場
内
か
ら
は
、
割
れ
ん
ば
か

り
の
拍
手
が
起
こ
り
終
演
し
た
。

終
演
後
の
サ
イ
ン
会
に
は
、
た
い
平

師
匠
の
本
や
手
ぬ
ぐ
い
を
手
に
し
た
お

客
様
が
長
蛇
の
列
を
つ
く
り
、
一
人
一

人
に
笑
顔
で
丁
寧
に
接
す
る
姿
に
、
師

匠
の
優
し
さ
と
実
直
さ
が
伺
え
た
。

埼
玉
音
協
で
は
、
今
後
も
落
語
公
演

を
中
心
に
、
主
催
公
演
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。
今
年
も
、
恒
例
と
な
り
ま

し
た
三
遊
亭
歌
之
介
独
演
会
を
、
十
二

月
に
予
定
い
た
し
ま
す
。
公
演
の
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
会
報
や
お
ん
き
ょ
う

ニ
ュ
ー
ス
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
二
月
十
九
日

林
家
た
い
平
独
演
会
演
目

一
、
二
番
煎
じ

林
家
た
い
平

一
、
粗
忽
長
屋

林
家
た
い
平

中
入
り

一
、
太
神
楽

翁
家
和
助

一
、
幾
代
餅

林
家
た
い
平

労労
使使
のの
主主
張張
とと
意意
見見
をを
交交
換換

春
の
労

使
交
渉

Ｊ
Ａ
Ｍ
埼
玉
労
使
会
議
開
催

―２２―








































































































平
成
二
十
年
度
の
地
域
社
会
問
題
委

員
会
（
委
員
長
�
佐
藤
謙
一
東
日
本
電

信
電
話
�
埼
玉
支
店
長
）
を
二
月
二
十

六
日
�
午
前
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

九
〇
六
会
議
室
で
開
催
し
、
四
十
五
名

が
出
席
し
た
。

地
域
社
会
問
題
委
員
会
は
企
業
と
地

域
社
会
に
関
わ
る
諸
問
題
を
幅
広
く
検

討
し
、
企
業
な
ら
び
に
地
域
社
会
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
お
り
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
環

境
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
」、
こ
れ
ら
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
二
本
行
い
、
さ
ら
に
、
埼
玉
県
環

境
部
よ
り
「
目
標
設
定
型
排
出
量
取
引

制
度
」
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
佐
藤
委
員
長
は
「
こ

の
地
域
社
会
問
題
委
員
会
で
は
、
時
々

の
重
要
な
テ
ー
マ
か
ら
ト
ピ
ッ
ク
を
選

ん
で
実
施
し
て
い
る
。
本
日
も
企
業
に

と
っ
て
は
重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
認
識
し

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
講
演
で
の
情
報

を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
さ
れ
講
演
の
部
へ
と
移
っ
た
。

は
じ
め
に
、
青
山
周
日
本
経
団
連
国

際
協
力
本
部
主
幹
が
「
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

海
外
へ
の
展
開
！
〜
中
国
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
の
現
状
と
今
後
〜
」
と
題
し
講
演
を

行
い
、
中
国
に
お
け
る
環
境
問
題
の
現

状
や
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
進
出
の
可
能
性
・

方
法
論
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し

た
。
講
演
で
は
、
�
中
国
に
お
け
る
テ

レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話

な
ど
情
報
発
信
・
吸
収
源
の
現
状
、
�

中
国
環
境
ニ
ュ
ー
ス
、
�
環
境
友
好
型

社
会
へ
と
動
き
出
す
中
国
、
�
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
現
状
と
将
来
、
	
深
刻
な
環
境
問
題

の
現
状
、


環
境
分
野
法
制
化
の
動
き
、

�
環
境
保
護
産
業
の
売
上
、
�
グ
リ
ー

ン
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
グ
リ
ー
ン
国
民
経
済
計
算
）、



中
国
に
お
け
る
環
境
政
策
研
究
、
�

第
十
一
次
五
カ
年
計
画
の
特
徴
お
よ
び

目
標
、
�
省
エ
ネ
・
環
境
保
護
を
め
ぐ

る
動
き
、
�
産
業
構
造
の
戦
略
的
高
度

化
、
�
貿
易
黒
字
お
よ
び
外
貨
準
備
高

の
現
状
と
今
後
、
�
中
国
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
に
対
す
る
日
本
の
動
き
、
�
環
境
政

策
の
サ
イ
ク
ル
、
�
汚
染
源
セ
ン
サ
ス

結
果
、
�
中
国
の
環
境
政
策
の
特
徴
、

�
水
ビ
ジ
ネ
ス
発
展
の
可
能
性
お
よ
び

方
向
性
な
ど
を
説
明
、
青
山
氏
は
、「
中

国
は
急
速
な
経
済
発
展
に
伴
い
環
境
問

題
も
深
刻
で
、
様
々
な
環
境
施
策
を
実

行
し
て
い
る
。
大
気
汚
染
と
と
も
に
上

水
・
下
水
な
ど
の
水
質
汚
染
も
深
刻
で
、

日
本
の
技
術
力
を
活
か
し
た
水
ビ
ジ
ネ

ス
は
発
展
方
向
に
あ
り
、
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
を
秘
め
て
い
る
」
と
主
張
し
た
。

続
い
て
、
国
松
伸
一
�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
本
部

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
・
上
級
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
よ
り
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
お
け
る
事
業
継
続
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、

◆
Ｂ
Ｃ
Ｍ
観
点
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
◆
概
略
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支
援
の

紹
介
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。
主
な
内
容
と
し
て
は
、
◇
企
業
紹

介
、
◇
Ｂ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
（
事
業
継
続
の
確
立
、

導
入
、
運
用
、
監
視
、
レ
ビ
ュ
ー
、
維

持
及
び
改
善
を
担
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
）
認
証
の
規
格
と
動
向
、
◇
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
概
要
と
状
況
、

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
、
◇
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｂ
Ｃ
Ｍ
の
効
果
と
概
要
、

◇
Ｂ
Ｃ
Ｍ
策
定
の
例
、
◇
概
略
版
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
支
援
の
紹
介
な
ど
で
図
表
を
用

い
て
丁
寧
に
説
明
し
た
。
国
松
氏
は
、

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
段
階

的
に
取
り
組
み
、
人
命
や
財
産
の
保
護

に
重
点
を
置
い
て
い
る
従
来
の
防
災
計

画
に
、
事
業
の
継
続
、
関
連
会
社
・
地

域
と
の
連
携
等
を
盛
り
込
ん
で
ゆ
く
こ

と
で
、
企
業
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
仕
組
み
へ
と
発
展
し
て
い
く
」
と
ま

と
め
た
。

最
後
に
、
真
下
茂
埼
玉
県
環
境
部
副

部
長
よ
り
「
目
標
設
定
型
排
出
量
取
引

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
」
の
説
明
が
行

わ
れ
た
。
県
は
「
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
・

埼
玉
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
二
〇
五
〇
（
埼

玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
）」

の
中
で
重
点
施
策
と
し
て
「
目
標
設
定

型
排
出
量
取
引
制
度
の
創
設
」
を
掲
げ

て
お
り
、
平
成
二
十
三
年
度
を
制
度
開

始
年
度
と
計
画
し
て
い
る
。
対
象
と
な

る
事
業
所
は
、
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
が
原
油
換
算
で
一
、
五
〇
〇
�
以

上
の
大
規
模
事
業
所
と
大
規
模
小
売
店

舗
法
で
定
め
る
店
舗
面
積
が
一
万
�
以

上
の
大
規
模
店
舗
。
県
内
に
は
こ
れ
ら

に
該
当
す
る
事
業
所
が
六
六
六
カ
所
あ

り
、
事
業
者
の
排
出
量
が
削
減
目
標
量

以
下
と
な
る
よ
う
、
省
エ
ネ
対
策
等
を

実
施
し
、
県
内
全
体
の
二
酸
化
炭
素
を

削
減
す
る
こ
と
が
目
標
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
が
削
減
目
標
を
ク
リ
ア
し
た
事
業
所

は
削
減
量
を
売
却
し
、
ク
リ
ア
出
来
な

か
っ
た
事
業
所
は
超
過
排
出
分
を
購
入

す
る
取
引
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
。
県
で
は

導
入
に
向
け
て
、
説
明
会
の
開
催
や
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
、
検
討
事
項

を
取
り
纏
め
た
上
、
平
成
二
十
二
年
春

に
は
削
減
率
な
ど
を
公
表
し
て
い
く
。

県
環
境
部
か
ら
の
説
明
後
、
本
会
三

国
雅
裕
専
務
理
事
は
、「『
目
標
設
定
型

排
出
量
取
引
制
度
』
に
つ
い
て
は
、
本

会
と
し
て
も
会
員
企
業
に
も
個
別
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
、
要
望
な
ど
情
報
収
集
を
行

っ
て
い
る
。
本
日
説
明
の
内
容
も
ふ
ま

え
て
、
本
制
度
に
関
す
る
意
見
・
要
望

等
を
事
務
局
ま
で
積
極
的
に
お
寄
せ
い

た
だ
き
た
い
」
と
要
請
し
、
平
成
二
十

一
年
度
の
地
域
社
会
問
題
委
員
会
は
閉

会
し
た
。

環環
境境
ビビ
ジジ
ネネ
スス
等等
でで
地地
域域

社社
会会
問問
題題
委委
員員
会会
をを
開開
催催

佐
藤
謙
一
地
域
社
会
問
題
委
員
会
委
員

長（
東
日
本
電
信
電
話
�
埼
玉
支
店
長
）

挨
拶

青
山
周
日
本
経
団
連
国
際
協
力
本
部
主

幹
に
よ
る
講
演
「
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
海
外

へ
の
展
開
！
〜
中
国
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の

現
状
と
今
後
〜
」

国
松
伸
一
�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
本
部
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
・
上
級
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ

る
講
演
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
お

け
る
事
業
継
続
に
つ
い
て
」

真
下
茂
埼
玉
県
環
境
部
副
部
長
に
よ
る

説
明
「
目
標
設
定
型
排
出
量
取
引
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
」

―２３―



も
の
つ
く
り
大
学
と
本
会
が
共
催
し
、

埼
玉
県
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
後
援

し
た
「
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講

座
」
が
二
月
十
八
日
�
、
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
、
一
般
公
募
の
方
、

会
員
企
業
、
国
や
県
の
関
係
機
関
、
教

育
関
係
者
な
ど
約
二
五
〇
名
が
参
加
し

た
。
こ
の
講
座
は
、
も
の
つ
く
り
大
学

が
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
と
し
て
公

開
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
六
回
目

の
共
催
と
な
っ
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
ま
ず
も
の
つ
く
り

大
学
を
運
営
す
る
学
校
法
人
国
際
技
能

工
芸
機
構
の
石
岡
慎
太
郎
理
事
長
よ
り

主
催
者
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
利
根
忠

博
本
会
会
長
の
挨
拶
に
移
っ
た
。

利
根
会
長
は
「
も
の
つ
く
り
大
学
の

英
文
表
記
は“Institute

of
Techolo -

gists”

、
あ
の
経
営
学
の
巨
人
、
Ｐ
・

Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
に
よ
っ
て
名
づ
け

ら
れ
た
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
『
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ス
ト
の
条
件
』
と
い
う
著
書
の
中
で
、

『
も
の
づ
く
り
が
文
明
を
つ
く
る
』
と

述
べ
て
い
る
。
も
の
つ
く
り
大
学
の
教

育
方
針
の
一
つ
は
、も
の
づ
く
り
の�
技

と
智
恵
と
心
�
を
併
せ
持
つ
も
の
づ
く

り
の
プ
ロ
、『
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
』
を

育
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
次
代

を
担
う
『
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
』
た
ち
が

産
業
界
へ
旅
立
ち
、
創
造
力
に
あ
ふ
れ

た
新
し
い
経
済
社
会
構
築
に
大
い
に
貢

献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

わ
が
国
の
も
の
つ
く
り
の
復
活
、
再

生
の
期
待
を
担
っ
て
誕
生
し
た
の
が

『
も
の
つ
く
り
大
学
』で
あ
り
、
今
後
も

引
き
続
き
、
行
政
な
ど
関
係
機
関
と
も

さ
ら
に
連
携
を
深
め
つ
つ
、
も
の
つ
く

り
大
学
と
の
関
係
を
強
化
し
て
い
く
」

と
言
葉
を
結
び
、
挨
拶
を
終
了
し
た
。

次
に
、
も
の
つ
く
り
大
学
の
紹
介
が

同
大
学
技
能
工
芸
学
部
長
飛
内
圭
之
氏

よ
り
行
わ
れ
、
続
い
て
、
サ
イ
バ
ー
大

学
学
長
・
早
稲
田
大
学
客
員
教
授
、
工

学
博
士
、
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
者
で
あ
る

吉
村
作
治
氏
よ
り
『
エ
ジ
プ
ト
発
掘
の

魅
力
―
エ
ジ
プ
ト
調
査
隊
・
発
掘
レ
ポ

ー
ト
』
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

日
本
で
、「
古
代
エ
ジ
プ
ト
」
に
つ

い
て
連
想
す
る
も
の
を
と
問
わ
れ
た
ら
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
、
ツ
タ

ン
カ
ー
メ
ン
な
ど
と
並
び
、
吉
村
作
治

氏
の
名
前
を
挙
げ
る
人
が
多
い
。
本
講

演
は
、
そ
の
吉
村
氏
が
少
年
の
頃
か
ら

思
い
描
い
て
い
た
エ
ジ
プ
ト
に
初
め
て

足
を
踏
み
入
れ
た
時
の
、
資
金
工
面
、

採
掘
権
を
め
ぐ
る
政
府
と
の
交
渉
な
ど

の
苦
労
話
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
難
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、「
一
生
を
懸
け
る
に
値
す
る
」
と

の
信
念
に
も
基
づ
き
、
当
時
、
日
本
人

に
と
っ
て
全
く
の
未
知
の
学
問
で
あ
っ

た
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
を
現
在
で
は
多
く

の
日
本
人
が
高
い
関
心
を
寄
せ
る
ジ
ャ

ン
ル
に
ま
で
高
め
て
い
っ
た
軌
跡
を
時

折
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。

講
演
は
、
ま
ず
一
九
七
四
年
の
ナ
イ

ル
川
西
岸
マ
ル
カ
タ
南
に
あ
る
「
魚
の

丘
」
遺
跡
で
発
見
し
た
彩
色
階
段
の
ス

ラ
イ
ド
の
紹
介
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の

踏
み
絵
に
描
か
れ
た
階
段
の
発
見
は
世

界
を
驚
か
し
、
後
に
吉
村
作
治
氏
の
名

を
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
の
世
界
で
広
く
世

界
に
知
ら
せ
し
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
の
ダ

ハ
シ
ュ
ー
ル
北
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
親

子
ミ
イ
ラ
の
ス
ラ
イ
ド
を
は
じ
め
、
多

数
の
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
な
が
ら
、
講

演
は
進
み
、
最
後
は
一
九
五
四
年
に
発

見
さ
れ
た
「
第
一
の
太
陽
の
船
」
と
対

に
な
る
船
の
存
在
を
信
じ
た
吉
村
氏
が

一
九
八
七
年
に
、
電
磁
波
地
中
レ
ー
ダ

ー
を
用
い
た
探
査
の
結
果
発
見
し
た
、

「
第
二
の
太
陽
の
船
」
の
説
明
で
講
演

は
幕
を
閉
じ
、
多
く
の
聴
衆
が
深
い
感

銘
を
受
け
た
。

な
お
、「
第
二
の
太
陽
の
船
」
の
復

原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
〇
八
年
四
月

か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
、
世
界
が
注

目
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
完
成

は
二
〇
一
二
年
の
予
定
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
同
大
学
建
設
技

能
工
芸
学
科
学
科
長
白
井
裕
泰
氏
よ
り
、

講
演
謝
辞
並
び
に
閉
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座
は
閉

講
し
た
。

◇
本
会
と
も
の
つ
く
り
大
学
と
の
関
係

本
会
で
は
、
も
の
つ
く
り
大
学
が
平

成
十
三
年
に
開
学
し
た
当
初
か
ら
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
会
員
企
業
を
中
心
に

産
業
界
か
ら
の
教
授
・
講
師
派
遣
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
の
紹
介
・

斡
旋
、
そ
し
て
会
報
に
は
同
学
の
シ
ー

ズ
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
連
載
。
ま

た
、
同
学
と
県
、
市
教
育
界
、
産
業
・

経
済
界
、
労
働
団
体
な
ど
で
組
織
し
て

い
る
埼
玉
県
地
域
連
絡
協
議
会
な
ど
へ

の
参
画
な
ど
、
産
学
官
の
連
携
強
化
と

地
域
貢
献
活
動
に
注
力
し
て
い
る
。

吉
村
作
治
氏
が
「
エ
ジ
プ
ト

発
掘
の
魅
力
」
を
講
演

も
の
つ
く

り

大

学

本
会
共
催
で
特
別
公
開
講
座

吉
村
作
治
氏
に
よ
る
講
演
「
エ
ジ
プ
ト

発
掘
の
魅
力
〜
エ
ジ
プ
ト
調
査
隊
・
発

掘
レ
ポ
ー
ト
〜
」

「
石
岡
慎
太
郎
国
際
技
能
工
芸
機
構

理
事
長
挨
拶
」

利
根
忠
博
本
会
会
長
挨
拶

飛
内
圭
之
も
の
つ
く
り
大
学
技
能
工
芸

学
部
長
に
よ
る
大
学
紹
介

―２４―
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平
成
二
十
一
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
報

告
会
を
二
月
二
日
�
午
前
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
四
〇
一
集
会
室
に
て
開
催
し
、
体
験
し
た
学
生
、

受
入
企
業
・
団
体
の
担
当
者
、
送
り
出
し
側
の
大

学
関
係
者
ら
約
七
十
名
が
出
席
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
開
拓
事
業
は
厚

生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
よ
り
受
託
し
、
本
会
と
埼

玉
県
（
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
）
が
連

携
し
な
が
ら
実
施
し
て
お
り
、
も
の
つ
く
り
大
学

を
対
象
と
し
た
デ
ュ
ア
ル
版
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
と
も
に
推
進
し
て
き
た
。

こ
の
報
告
会
は
本
会
と
県
が
共
催
、
埼
玉
労
働

局
の
後
援
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
の
成
果
と
課
題
を
ふ
り
か
え
り
、
今

後
の
望
ま
し
い
活
動
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
、
平
成
十
八
年

度
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
加
え
な
が
ら
現
在
の
形

式
で
実
施
し
て
い
る
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本
会
三
国
雅
裕
専

務
理
事
は
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
学
生
の
職

業
観
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
日
本
を
支

え
る
人
材
育
成
の
た
め
に
も
有
効
で
あ
る
と
確
信

し
て
い
る
。
来
年
度
以
降
は
こ
の
事
業
に
も
変
化

が
あ
る
と
思
う
が
、
人
事
労
務
専
管
団
体
と
し
て

活
動
し
て
い
る
本
会
は
、
今
後
も
何
ら
か
の
形
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
注
力
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
委
託
元
で

あ
る
埼
玉
労
働
局
福
和
夫
職
業
安
定
課
長
が
来
賓

挨
拶
、
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
の
近
藤

繁
樹
セ
ン
タ
ー
長
が
埼
玉
県
庁
お
よ
び
外
郭
団
体

で
実
施
し
た
「
埼
玉
県
庁
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

施
結
果
」
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内
容
も
紹
介
し

な
が
ら
報
告
し
た
。
二
十
一
年
度
、
埼
玉
県
で
は

三
七
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
六
一
名
の
学
生
を
受
け
入

れ
た
。

続
い
て
成
果
報
告
の
部
で
は
、
実
施
体
験
し
た

学
生
、
受
入
企
業
、
大
学
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
十

一
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
と
課
題
に
つ

い
て
発
表
し
た
。

◆
成
果
報
告
の
部
、
報
告

要
旨
◆

□
学
生
の
部
□

�
獨
協
大
学

経
済
学
部
経
済
学
科
二
年

戸
川

拓
香
氏

○
研
修
先
�
ぶ
ぎ
ん
地
域
経
済
研
究
所

○
実
施
期
間
�
八
月
二
十
一
日
〜
九
月
四
日
（
二

週
間
）

○
成
果
�
�
将
来
進
み
た
い
方
向
が
分
か
っ
た
、

�
仕
事
に
対
し
て
の
熱
意
や
誇
り
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
た

○
課
題
�
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
で
何
を
す
れ
ば

良
い
か
が
分
り
、
取
り
組
ん
で
い
く
（
資
格
、

パ
ソ
コ
ン
、
経
済
の
勉
強
、
日
経
新
聞
を
読
む

な
ど
）

�
東
京
国
際
大
学

国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
学

科
三
年

東
出
奈
穂
子
氏

○
研
修
先
�
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル

○
実
施
期
間
�
八
月
十
四
日
〜
二
十
四
日
（
二
週

間
）

○
成
果
�
�
積
極
性
や
社
交
性
が
醸
成
さ
れ
、
視

野
の
拡
大
が
で
き
た
、
�
今
ま
で
見
え
な
か
っ

た
自
分
に
気
づ
き
、
最
初
の
一
歩
が
踏
み
出
せ

た
○
課
題
�
自
分
に
自
信
が
な
か
っ
た
り
社
会
人
に

な
る
こ
と
へ
の
不
安
は
払
拭
さ
れ
た
が
、
未
来

に
向
か
っ
て
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る

�
城
西
大
学

現
代
政
策
学
部
社
会
経
済
シ
ス
テ

ム
学
科
三
年

清
水
孝
寛
氏

○
研
修
先
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

○
実
習
期
間
�
八
月
十
日
〜
二
十
一
日
（
二
週

間
）

○
成
果
�
�
今
ま
で
知
識
の
な
か
っ
た
銀
行
営
業

に
つ
い
て
学
べ
た
、
�
自
分
の
自
信
に
つ
な
が

り
、
就
活
に
役
立
て
た
い

○
課
題
�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
必
要
性

を
痛
感
し
た

�
埼
玉
大
学

理
学
部
分
子
生
物
学
科
三
年

関

弥
生
氏

○
研
修
先
�
埼
玉
県
川
越
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

○
実
施
期
間
�
九
月
十
七
日
〜
二
十
四
日
（
一
週

間
）、
十
月
九
日
（
事
後
）

○
成
果
�
�
人
と
協
力
し
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
、

�
働
く
こ
と
の
大
変
さ
と
や
り
が
い
、
�
色
ん

な
人
と
の
出
会
い

○
課
題
�
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
独
自
の
感
性
も

発
揮
す
る
こ
と

□
企
業
の
部
□

�
金
子
農
機
�

総
務
部
部
長

山
鹿
昭
弘
氏

○
事
業
内
容
�
農
業
用
穀
類
乾
燥
機
・
調
製
機
器

等
の
開
発
・
生
産
・
販
売

○
本
社
�
羽
生
市

○
創
業
�
大
正
元
年

○
従
業
員
数
�
二
五
〇
名

○
年
商
�
七
一
億
円
（
二
十
一
年
度
見
込
）

○
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
目
的
�
�
社
会
貢

献
の
一
環
、
�
若
年
者
の
職
業
意
識
醸
成
、
�

企
業
の
認
知
活
動

毎
年
、
提
携
の
三
大
学
か
ら
受
入
を
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
も
十
三
名
の
学
生
を
受
入
れ
。
ま

た
、
他
に
高
校
と
中
学
か
ら
も
十
二
名
を
受
入
れ

た
。

○
成
果
�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
学
生
が
数
年

後
に
入
社
し
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
仕
事
を
し

て
お
り
、
戦
力
と
な
っ
て
い
る

○
課
題
�
�
長
年
続
け
て
お
り
マ
ン
ネ
リ
化
傾
向
、

�
実
施
に
対
す
る
社
内
全
体
の
理
解
度
が
ま
だ

ら
模
様
、
�
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
で
問
題
の
あ
る

学
生
も
い
る

□
大
学
の
部
□

�
日
本
工
業
大
学

工
学
部
情
報
工
学
科

教
授

大
木
幹
雄
氏

○
創
立
�
一
九
〇
七
年

○
所
在
地
�
南
埼
玉
郡
宮
代
町

○
工
学
部
在
籍
学
生
�
四
五
〇
〇
名
、
大
学
院
二

〇
〇
名

○
大
学
の
教
育
方
針
�
『
実
工
学
の
学
び
』
↓
情

報
工
学
科
に
お
け
る
「
実
工
学
の
学
び
」

�

現
実
社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
目
標
に
学
ぶ
工
学
、

�
実
際
の
技
術
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ

工
学
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
工
場
実
習
等
）、

�
自
ら
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
工
学

企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
事
前
教
育
と
し

て
の
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
講
座
」
と
企
業
で
の

二
週
間
程
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
の
二
ス

テ
ッ
プ
で
実
施
し
て
い
る
。
実
習
に
行
く
前
に
企

業
分
析
シ
ー
ト
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
作

成
さ
せ
、
書
き
方
な
ど
の
徹
底
指
導
も
行
い
、
よ

り
有
効
性
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
目
標
。

○
成
果
�
�
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
社
会
で
ど
う

役
立
つ
の
か
を
実
感
、
�
適
性
や
興
味
を
真
剣

に
考
え
る
機
会
と
な
る
、
�
人
と
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
知
る

○
課
題
�
�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
後
の
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
、
�
マ
ッ
チ
ン
グ
の
さ
ら
な
る

容
易
化
、
�
学
内
で
の
推
進
部
署
の
組
織
化

成
果
報
告
後
は
、
松
本
靖
夫
埼
玉
労
働
局
職
業

安
定
部
職
業
安
定
課
課
長
補
佐
が
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
入
企
業
開
拓
事
業
」
の
終
了
に
つ
い
て

説
明
。
松
本
課
長
補
佐
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
有
効
性
と
埼
玉
県
に
お
け
る
活
性
化
を
評
価
し

た
上
で
、「
一
昨
年
、
財
務
省
が
実
施
し
た
行
政

執
行
調
査
の
結
果
、
�
今
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
受
入
れ
企
業
の
確
保
は
、
新
規
企
業
開
拓
方
式

か
ら
既
開
拓
企
業
で
の
継
続
受
入
れ
を
前
提
に
し

た
取
り
組
み
と
す
る
こ
と
�
学
校
や
受
入
企
業
な

ど
関
係
機
関
が
連
携
し
、
主
体
的
か
つ
自
発
的
な

活
動
に
転
換
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
ハ
イ
パ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
（
ウ
ェ
ブ
を
活

用
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
検
索
シ
ス
テ
ム
）
も

含
め
、
二
十
一
年
度
末
を
も
っ
て
事
業
を
終
了
す

る
」
と
説
明
。
ま
た
、「
事
業
終
了
後
も
埼
玉
県

と
し
て
独
自
の
動
き
が
あ
る
場
合
は
、
埼
玉
労
働

局
も
何
ら
か
の
形
で
協
力
し
て
い
く
」
と
挨
拶
し

た
。続

い
て
、
近
藤
繁
樹
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
埼
玉
セ
ン
タ
ー
長
が
、
県
と
し
て
の
二
十
二
年

度
以
降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
埼
玉
県
と
し

て
は
、
若
年
者
の
職
業
意
識
醸
成
や
就
業
観
の
育

成
の
上
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
有
効
性
お
よ

び
重
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積

や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
る
の
で
続
け
て
い
き
た
い
。
厚

生
労
働
省
と
し
て
の
事
業
終
了
を
受
け
、
現
在
、

県
と
し
て
事
業
化
す
べ
く
予
算
申
請
を
し
て
い
る
。

予
算
が
通
過
す
れ
ば
年
度
末
ま
で
に
は
内
容
を
明

ら
か
に
し
た
い
。
事
業
化
の
際
は
、
既
存
受
入
企

業
や
関
係
大
学
の
更
な
る
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
挨
拶
し
、
平
成
二
十
一
年
度
の
成
果
報
告

会
は
閉
会
し
た
。

平
成
２１
年
度
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
成
果
報
告
会
開
く

成
果
報
告
者
の
大
学
生
達
（
前
列
）
と

会
場
の
状
況
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埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た

「
企
業
経
営
者
と
生
徒
・
保
護
者
・
先

生
に
よ
る
四
者
面
談
会
」
が
二
月
二
十

日
�
、
県
立
深
谷
商
業
高
等
学
校
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
本
会
推
薦
の
会
員
企

業
経
営
者
五
名
（
別
記
）、
学
校
側
か

ら
は
十
八
組
・
四
十
二
名
が
参
加
し
た
。

こ
の
四
者
面
談
会
は
、
昨
年
度
ま
で

は
本
会
と
連
合
埼
玉
を
母
体
と
し
て
い

た
埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
が

主
催
し
て
い
た
事
業
で
、
高
校
生
が
経

験
豊
か
な
産
業
人
か
ら
職
業
観
や
企
業

が
求
め
る
人
材
像
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
、
よ
り
良
い
進
路
を

選
択
す
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
を
目

的
に
平
成
十
五
年
度
か
ら
開
催
し
て
お

り
、
平
成
二
十
年
度
ま
で
高
校
は
延
べ

百
三
十
校
か
ら
二
一
一
組
が
参
加
し
て

い
た
。

地
域
労
使
就
職
支
援
機
構

は
、
平
成
二
十
年
度
で
終
了

し
た
が
、
こ
の
四
者
面
談
会

は
、
産
業
界
、
労
働
界
、
県

教
育
委
が
連
携
し
、
高
校
生

の
進
路
・
就
職
を
支
援
し
て

い
る
取
り
組
み
で
、
全
国
で

も
例
が
な
く
、
モ
デ
ル
事
例

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
た
。

県
教
育
委
員
会
は
こ
の
事
業

の
必
要
性
お
よ
び
職
業
観
醸

成
に
対
す
る
効
果
性
を
認
識

し
、
継
承
す
る
か
た
ち
で
今

年
度
も
実
施
し
た
。

今
年
度
は
、
本
会
以
外
の
経
済
団
体

に
も
面
談
経
営
者
の
派
遣
を
依
頼
、
深

谷
商
業
高
校
も
含
め
全
四
カ
所
で
開
催

し
、
学
校
側
か
ら
は
全
部
で
五
十
四
組

が
参
加
し
た
。

深
谷
商
業
高
校
で
の
面
談
会
の
前
に

細
田
宏
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高

校
教
育
指
導
課
課
長
は
、「
昨
年
度
ま

で
支
援
機
構
で
開
催
し
て
い
た
こ
の
面

談
会
は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
素
晴

ら
し
い
取
り
組
み
と
認
識
し
て
お
り
、

今
年
度
を
繋
ぎ
の
年
と
し
て
開
催
し
た
。

来
年
度
は
事
業
化
し
、
ハ
ー
ド
面
と
ソ

フ
ト
面
の
両
面
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

面
談
を
終
え
た
生
徒
お
よ
び
保
護
者

は
、
面
談
前
と
は
表
情
が
明
ら
か
に
一

変
し
、
充
実
感
の
あ
る
笑
顔
で
経
営
者

や
教
員
に
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
い

た
。
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
生
徒
か

ら
は
、「
実
際
に
身
近
な
距
離
で
企
業

の
方
の
話
を
聞
け
て
、
新
た
な
情
報
を

た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
た
」や「
も

っ
と
広
い
視
野
で
自
分
の
職
業
観
を
見

つ
め
直
す
こ
と
の
必
要
性
と
、
自
分
が

や
り
た
い
こ
と
の
方
向
性
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
、
保
護
者
か
ら
は
、「
企
業
経
営
者

の
方
か
ら
、
第
三
者
の
視
点
で
先
生
や

親
が
言
い
に
く
い
点
ま
で
指
摘
し
て
い

た
だ
き
本
当
に
良
か
っ
た
」
や
「
普
段

の
会
話
か
ら
は
聞
け
な
か
っ
た
子
ど
も

の
進
路
に
対
す
る
固
い
意
思
を
面
談
の

中
で
引
き
出
し
て
く
れ
て
、
あ
ら
た
め

て
子
ど
も
の
考
え
を
確
認
で
き
た
」
な

ど
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
た
。

今
年
度
で
七
年
目
と
な
っ
た
「
四
者

面
談
会
」
は
、
毎
年
、
参
加
者
か
ら
は

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
来
年
度
以
降

は
、
県
内
四
地
域
で
開
催
し
、
普
通
高

校
も
含
め
、
参
加
高
校
の
裾
野
を
広
げ

る
べ
く
計
画
し
て
い
る
。

◆
二
月
二
十
日
�
・
深
谷
商
業
高
等
学

校
会
場

〔
産
業
界
側
面
談
者
〕

（
敬
称
略
・
面
談
者
五
十
音
順
）

▽
石
塚

巧

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
�

常

務
取
締
役
人
事
セ
ン
タ
ー
所
長

▽
鈴
木

昇

サ
ン
ケ
ン
電
気
�

管

理
本
部
総
務
人
事
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
▽
�
橋
福
八

高
橋
商
事
�

代
表
取

締
役
（
本
庄
商
工
会
議
所
会
頭
）

▽
鳥
羽
山
伸
夫

さ
い
た
ま
住
宅
検
査

セ
ン
タ
ー

理
事
長

▽
藤
池
誠
治

�
デ
サ
ン

代
表
取
締

役

◆
平
成
二
十
一
年
度
実
施
一
覧

�
実
施
日

�
会
場

�
協
力
経
済
団

体

�
参
加
組
数

を
表
示

◇
第
一
回
◇

�
一
月
十
六
日
�

�
浦
和
商
業
高
等
学
校

�
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
さ
い

た
ま
商
工
会
議
所

�
十
二
組

◇
第
二
回
◇

�
一
月
三
十
日
�

�
熊
谷
工
業
高
等
学
校

�
埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
公
社

�
十
二
組

◇
第
三
回
◇

�
二
月
六
日
�

�
熊
谷
商
業
高
等
学
校

�
埼
玉
中
小
企
業
同
友
会

�
十
二
組

◇
第
四
回
◇

�
二
月
二
十
日
�

�
深
谷
商
業
高
等
学
校

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

�
十
八
組

来来
年年
度度
以以
降降
県県
内内
四四
地地
域域
でで

「
四
者
面

談

会

」

県
立
深
谷
商
高
で
開
催

面
談
の
様
子

�
橋
福
八
高
橋
商
事
�
代
表
取
締

役
（
�
橋
社
長
は
深
谷
商
業
高
校
の
Ｏ
Ｂ
）
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去
る
二
月
五
日
、
埼
玉
県
出
身
の
実

業
家
、
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受
け
継
ぐ

全
国
の
経
営
者
や
企
業
に
贈
ら
れ
る

「
第
八
回
渋
沢
栄
一
賞
」
の
表
彰
式
が

さ
い
た
ま
市
内
の
知
事
公
館
で
開
催
さ

れ
、
本
会
が
推
薦
し
た
当
会
会
員
「
埼

玉
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合
」
組
合
長

理
事
の
正
木
萬
平
氏
を
含
む
経
営
者
二

名
及
び
企
業
一
社
が
表
彰
を
受
け
た
。

ま
た
同
時
に
県
内
産
業
の
活
性
化
と

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
躍
進
を
支
援
す
る

た
め
に
設
け
た
「
第
五
回
渋
沢
栄
一
ベ

ン
チ
ャ
ー
ド
リ
ー
ム
賞
」
の
表
彰
式
も

あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。

渋
沢
栄
一
賞
は
、
本
会
推
薦
の
正
木

萬
平
氏
の
ほ
か
、
神
奈
川
県
経
営
者
協

会
が
推
薦
し
た
株
式
会
社
大
協
製
作
所

社
長
の
栗
原
敏
郎
の
二
人
が
経
営
者
と

し
て
受
賞
。
千
葉
県
経
営
者
協
会
が
推

薦
し
た
米
屋
株
式
会
社
が
企
業
と
し
て

受
賞
し
た
。

表
彰
式
は
、
渋
沢
栄
一
賞
選
考
委
員

長
の
利
根
忠
博
本
会
会
長
の
講
評
の
後
、

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
し
て
渋
沢

栄
一
記
念
財
団
と
、
渋
沢
栄
一
の
生
誕

地
深
谷
市
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
た
。

受
賞
理
由
は
次
の
と
お
り
。

◇
正
木
萬
平
氏

日
本
で
初
め
て
、
年
齢
や
性
別
に
関

係
な
く
掛
金
も
保
障
も
一
律
で
格
安
な

掛
金
の
共
済
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
画

期
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
た

こ
と
。
ま
た
組
合
と
し
て
、
平
成
十
五

年
に
埼
玉
県
シ
ラ
コ
バ
ト
長
寿
社
会
福

祉
基
金
へ
五
千
万
円
を
寄
付
、
日
本
点

字
図
書
館
等
に
毎
年
二
千
万
円
（
累
計

五
億
三
千
万
円
）
を
寄
付
す
る
な
ど
、

長
年
、
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
き
た

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

◇
栗
原
敏
郎
氏

複
合
処
理
を
行
う
防
錆
一
貫
メ
ー
カ

ー
と
し
て
、
経
済
産
業
省
の
Ｉ
Ｔ
経
営

一
〇
〇
選
優
秀
賞
の
認
定
（
平
成
十
八

年
）
を
受
け
る
な
ど
先
端
技
術
を
導
入

し
、
中
堅
企
業
と
し
て
確
固
た
る
地
位

を
築
い
た
こ
と
。
ま
た
、
昭
和
四
〇
年

代
か
ら
一
貫
し
て
障
害
者
雇
用
に
取
組

み
、
設
備
や
工
程
を
工
夫
し
て
障
害
者

雇
用
率
五
六
％
を
達
成
す
る
と
と
も
に

�
全
国
重
度
障
害
者
雇
用
促
進
事
業
所

協
会
会
長
に
就
任
す
る
な
ど
、
長
年
、

障
害
者
雇
用
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。

◇
米
屋
株
式
会
社

栗
羊
羹
を
日
本
で
最
初
に
考
案
し
、

成
田
山
参
詣
客
向
け
に
開
発
販
売
。
以

来
、
先
駆
け
と
な
る
新
商
品
や
技
術
の

開
発
を
行
い
、
和
菓
子
業
界
の
発
展
に

寄
与
し
た
こ
と
。
ま
た
、
�
諸
岡
報
恩

会
か
ら
市
内
高
校
生
に
奨
学
金
を
支
給
、

總
本
店
に
成
田
生
涯
学
習
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
私
費
で
建
設
し
開
放
す
る
と
と
も
に
、

や
９
０
０
に
及
ぶ
福
祉
施
設
に
水
羊
羹

を
寄
贈
す
る
な
ど
、
長
年
、
育
英
、
社

会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
た
。

受
賞
者
は
何
れ
も
各
県
の
経
営
者
協

会
が
推
薦
し
た
方
々
で
本
章
関
係
者
か

ら
本
会
を
は
じ
め
、
日
本
経
団
連
に
対

し
謝
意
が
届
く
と
と
も
に
本
会
の
取
組

み
に
高
い
評
価
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
同
時
に
開
催
さ
れ
た
「
第
五

回
渋
沢
栄
一
ベ
ン
チ
ャ
ー
ド
リ
ー
ム

賞
」
の
大
賞
（
賞
金
三
〇
〇
万
円
）
に

は
、
肺
に
優
し
い
未
熟
児
向
け
高
頻
度

振
動
人
工
呼
吸
器
を
開
発
・
製
造
し
、

国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
と
な
っ
た
株
式
会

社
メ
ト
ラ
ン
、
優
秀
賞
（
賞
金
一
〇
〇

万
円
）
は
日
本
初
の
ス
ポ
ー
ツ
自
転
車

専
門
店
の
多
店
舗
展
開
と
い
う
、
独
自

の
事
業
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
株
式
会
社

ワ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
受
賞
、

こ
の
ほ
か
奨
励
賞
（
賞
金
三
〇
万
円
）

は
共
同
技
研
化
学
株
式
会
社
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
賞
（
賞
金
一
〇
万
円
）
は
有
限
会

社
バ
ー
リ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
、
ヒ
ラ
ソ
ル

バ
イ
オ
株
式
会
社
の
二
社
が
受
賞
し
た
。

本
会
は
、
渋
沢
栄
一
賞
、
渋
沢
栄
一

ベ
ン
チ
ャ
ー
ド
リ
ー
ム
賞
の
両
賞
の
創

設
に
深
く
関
わ
り
、
近
代
日
本
を
築
い

た
渋
沢
翁
の
生
き
方
や
功
績
を
全
国
に

発
信
し
た
い
と
す
る
埼
玉
県
の
活
動
を

全
面
的
に
支
援
し
本
賞
の
普
及
に
努
め

て
い
る
。

第
五
回
さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞

の
表
彰
式
が
、
二
月
五
日
�
さ
い
た
ま

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
本
会
推

進
の
『
医
療
法
人

顕
正
会

蓮
田
病

院
』
が
事
業
所
部
門
で
受
賞
し
た
。

医
療
法
人

顕
正
会

蓮
田
病
院
は
、

女
性
の
能
力
活
用
、
職
域
拡
大
や
両
立

支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
病
院
で
あ

り
、
個
人
の
状
況
に
応
じ
た
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
勤
務
形
態
や
二
十
四
時
間
の

院
内
保
育
等
に
よ
り
退
職
率
が
低
く
、

有
給
休
暇
取
得
率
は
高
く
、
加
え
て
女

性
の
管
理
職
登
用
比
率
も
高
い
こ
と
。

ま
た
、
特
に
子
育
て
期
の
三
〇
〜
四
〇

歳
代
の
女
性
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
職
場
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
等
が
評
価
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
た
。

渋
沢
栄
一
賞
な
ど
を
表
彰

正
木
萬
平
氏
ら
経
営
者
二
名
、

企
業
一
社
が
受
賞

荻荻
野野
吟吟
子子
賞賞
はは

蓮蓮
田田
病病
院院
受受
賞賞

審
査
講
評
を
行
う
利
根
忠
博
会
長

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
よ
り
表
彰
状
を

授
与
さ
れ
る
正
木
萬
平
氏（
左
）

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
よ
り
表
彰
状
を

授
与
さ
れ
る
�
顕
正
会
蓮
田
病
院
の
前

島
理
事
長（
左
）
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ク
ラ
ウ
ン
精
密
工
業
株
式
会
社

は
昭
和
三
五
年
一
〇
月
創
立
、
翌

年
朝
霞
市
に
工
場
を
建
設
し
生
産

を
開
始
。
四
五
年
に
は
業
務
拡
大

に
伴
い
現
在
の
本
社
所
在
地
で
あ

る
志
木
工
場
を
建
設
し
、
全
面
移

転
。
四
八
年
に
は
山
梨
県
に
子
会

社
ク
ラ
ウ
ン
フ
ァ
ス
ナ
ー
�
を
設

立
、
翌
年
に
は
秋
田
工
場
、
そ
の

後
福
島
工
場
、
秋
田
の
メ
ッ
キ
工

場
を
設
立
。
い
ず
れ
も
地
方
の
過

疎
対
策
と
雇
用
創
出
の
一
翼
を
に

な
う
と
と
も
に
技
術
革
新
と
一
貫

製
造
体
制
を
確
立
し
た
。
そ
の
後

当
時
と
し
て
は
い
ち
早
く
中
国
広

東
省
や
タ
イ
に
も
工
場
を
建
設
し
、

現
在
国
内
関
連
企
業
五
社
、
海
外

三
社
体
制
に
進
展
。

同
社
は
製
造
工
程
で
切
り
粉
を

出
さ
な
い
冷
間
圧
造
加
工
（
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
な
技
術
と
い
え
る
）
に

よ
り
、
強
度
に
優
れ
、
仕
上
が
り

の
美
し
い
高
精
度
な
ね
じ
や
機
械

部
品
製
品
の
複
雑
・
多
様
な
形
状

の
部
品
製
造
に
も
対
応
。
ね
じ
製

造
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス

に
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
ス
ナ
ー

を
始
め
と
す
る
締
結
部
品
や
機
能

部
品
の
製
造
へ
と
事
業
の
ウ
イ
ン

グ
を
拡
げ
て
い
る
。
ま
た
、
一
貫

生
産
体
制
に
よ
り
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
図
り
つ
つ
、
大
量
生
産
か
ら
少

量
・
多
品
種
の
生
産
に
い
た
る
ま

で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
生
産
・
供
給
。こ

れ
に
加
え
切
削
加
工
技
術
を
プ
ラ

ス
し
て
よ
り
高
精
度
、
高
品
質
な

約
八
〇
〇
〇
品
目
に
及
ぶ
製
品
を

最
新
の
設
備
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
の
生
産
管
理
に
よ
り
、
生
産
か

ら
出
荷
ま
で
一
元
管
理
、
オ
ン
タ

イ
ム
な
品
質
保
証
も
行
っ
て
い
る
。

当
初
は
電
機
製
品
、
コ
ピ
ー
機

な
ど
の
部
品
が
多
か
っ
た
が
、
今

で
は
自
動
車
関
連
部
品
の
比
率
が

増
し
て
お
り
、
た
ゆ
ま
ぬ
自
社
の

設
計
開
発
に
よ
る
特
許
製
品
も
多

く
（
ゆ
る
ま
な
い
、
少
な
い
力
で

入
る
、
自
力
で
材
料
を
切
っ
て
い

く
ね
じ
な
ど
）、
顧
客
と
の
綿
密

な
対
話
に
よ
り
要
望
さ
れ
る
高
精

度
部
品
を
い
つ
で
も
提
供
で
き
る

体
制
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
９
０
０
１
と
１
４
０
０

１
を
認
証
取
得
済
み
で
更
新
中
。

と
く
に
今
年
は
創
立
五
〇
周
年

の
節
目
の
年
に
も
あ
た
り
、
現
社

長
の
望
月
紀
人
氏
�
写
真
�
は

「
お
客
さ
ま
に
積
極
的
な
提
案
を

行
い
、
と
も
に
問
題
解
決
に
あ
た

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
企
業
姿
勢
と
、

金
型
の
内
製
に
象
徴
さ
れ
る
技
術
、

品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
を
堅
持
し
な

が
ら
、
技
術
革
新
を
重
ね
て
お
り

ま
す
」
と
抱
負
を
語
ら
れ
た
。
社

是
は
誠
実
・
不
屈
の
精
神
・
創
意

工
夫
、
経
営
理
念
は
創
造
性
豊
か

な
高
付
加
価
値
商
品
を
生
み
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
広
く
社
会
に
貢
献

し
、
社
員
の
幸
せ
と
夢
の
あ
る
企

業
を
目
指
す
、
と
あ
る
。

株
式
会
社
飯
野
製
作
所
は
昭
和

二
十
年
三
月
に
各
種
バ
ル
ブ
類
の

メ
ッ
キ
加
工
に
加
え
時
計
部
品
の

機
械
加
工
を
事
業
と
し
て
設
立
さ

れ
、
そ
の
後
オ
ー
ト
バ
イ
部
品
の

製
造
に
事
業
を
多
角
化
、
本
田
技

研
工
業
の
全
国
の
製
作
所
に
納
入

を
開
始
し
、
現
在
の
自
動
車
部
品

製
造
の
基
礎
を
確
立
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
三
年
四
月

に
現
本
社
お
よ
び
大
宮
工
場
が
稼

働
を
開
始
、
翌
三
十
四
年
に
は
、

前
代
表
者
飯
野
光
信
氏
の
発
案
し

た
「
袋
ナ
ッ
ト
類
の
電
気
自
動
溶

接
製
造
法
」
の
製
法
特
許
を
取
得

す
る
な
ど
、
現
在
の
当
社
の
経
営

基
盤
を
構
築
し
た
。

そ
し
て
、
自
動
車
産
業
の
成
長

に
合
わ
せ
、
国
内
に
栃
木
県
の
矢

板
工
場
、
矢
板
第
二
工
場
、
福
島

県
の
田
島
工
場
の
三
工
場
を
新
設
、

さ
ら
に
平
成
三
年
に
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
製
造
拠
点
を
新
設
す
る
な

ど
、
業
績
・
業
容
を
拡
大
し
た
。

現
代
表
者
の
飯
野
耕
司
氏
�
写

真
�
は
、
平
成
九
年
六
月
、
二
代

目
社
長
に
就
任
。
自
ら
国
内
外
二

十
カ
国
で
特
許
を
取
得
す
る
な
ど
、

技
術
経
営
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

平
成
十
六
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
第
二

工
場
を
増
設
、
翌
十
七
年
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、
平
成
十
九
年

に
ア
メ
リ
カ
に
販
売
会
社
を
設
立

す
る
な
ど
、
海
外
展
開
に
も
積
極

的
に
注
力
し
て
き
て
い
る
。

当
社
の
拠
っ
て
立
つ
自
動
車
産

業
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
、

販
売
が
急
減
し
た
も
の
の
、
現
在

で
は
、
財
政
支
援
措
置
な
ど
に
よ

り
回
復
基
調
で
推
移
し
て
い
る
。

特
に
中
国
市
場
で
の
販
売
が
好
調

で
あ
り
、
飯
野
社
長
は
、「
二
〇

〇
九
年
の
中
国
自
動
車
販
売
は
一

三
六
〇
万
台
を
超
え
て
世
界
一
と

な
っ
た
が
、
中
間
所
得
層
の
急
増

に
よ
る
購
買
力
の
拡
大
か
ら
、
中

国
市
場
は
さ
ら
に
成
長
す
る
こ
と

が
確
実
で
あ
り
、
今
後
中
国
市
場

に
さ
ら
に
注
力
し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
今
後
の
抱
負
を
述
べ
る
。

自
動
車
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
相
次
ぐ
ト
ヨ
タ
車
の
世
界
各

地
で
の
リ
コ
ー
ル
な
ど
、
日
本
車

の
品
質
、
安
全
性
に
つ
い
て
、
国

内
外
か
ら
厳
し
く
問
わ
れ
る
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
下
に
あ
っ
て
も
、

当
社
は
、『
考
え
に
ま
さ
る
楽
し
み

は
な
し
』の
創
業
の
想
い
と『
私
た

ち
は
、
独
自
の
創
造
力
で
常
に
技

術
を
耕
し
、心
を
こ
め
た�
も
の
づ

く
り
�
を
通
し
て
お
客
様
の
未
来

に
貢
献
し
ま
す
』
の
経
営
理
念
に

立
脚
し
た
経
営
の
推
進
に
よ
り
、

自
動
車
部
品
業
界
の
中
で
も
確
固

た
る
地
位
を
占
め
続
け
る
だ
ろ
う
。

なな話話題題 西西 中中 北北 南南

西
部
ク
ラ
ウ
ン
精
密
工
業
�

冷
間
圧
造
で
造
る
独
自
の
製
品
、

技
術
と
信
頼
で
明
日
を
ひ
ら
く
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海外４００名
事 業 内 容：精密ねじ、冷間圧造部品
http : www.crown-screw.co.jp

中
部

�
飯
野
製
作
所

独
自
の
創
造
力
と
心
を
こ
め
た

�
も
の
づ
く
り
�を
通
じ
て
、

お
客
さ
ま
の
未
来
に
貢
献

DATA
会 社 名：�飯野製作所
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町１丁目１３５番地
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社 員 数：３７８名（国内のみ）
事業内容：自動車、オートバイ用各種部品製造

望月紀人社長

飯野耕司社長

志
木
市
の
本
社
工
場

製
品
の
一
部

本
田
宗
一
郎
氏
よ
り
の

感
謝
状

国
内
外
で
取
得
し
た
特
許
の

数
々
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共
和
ダ
イ
カ
ス
ト
�
は
、
昭
和

三
十
五
年
に
工
場
を
寄
居
町
に
建

設
し
、
株
式
会
社
と
し
て
設
立
し

た
。
今
年
の
六
月
で
設
立
五
十
周

年
と
い
う
歴
史
あ
る
企
業
で
、
金

型
の
設
計
製
作
か
ら
ダ
イ
カ
ス
ト
、

精
密
加
工
・
組
立
ま
で
充
実
し
た

構
内
一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
を
確
立

し
て
お
り
、
常
に
お
客
様
の
視
点

に
立
っ
た
信
頼
さ
れ
る
製
品
づ
く

り
を
追
求
し
て
い
る
。

製
品
と
し
て
は
、
自
動
車
の
油

圧
系
部
品
な
ど
、
耐
圧
・
複
雑
・

精
密
な
も
の
を
得
意
と
し
て
お
り
、

独
自
の
溶
湯
品
質
の
維
持
管
理
技

術
や
金
型
冷
却
技
術
、
金
型
温
度

管
理
な
ど
の
基
礎
技
術
を
追
求
す

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
技
術

向
上
を
目
指
し
、
ま
た
、
品
質
に

関
し
て
も
全
部
門
で
目
標
を
し
っ

か
り
と
掲
げ
、
全
社
員
で
そ
れ
ら

の
情
報
を
共
有
化
し
、
社
内
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ム
ダ
の
削
減
や

ミ
ス
・
ロ
ス
の
撲
滅
を
図
っ
て
い

る
。当

社
は
、
中
小
企
業
な
ら
で
は

の
レ
ス
ポ
ン
ス
良
さ
を
活
か
し
、

経
営
の
合
理
化
や
技
術
革
新
な
ど

に
も
積
極
的
、
且
つ
す
ば
や
く
取

り
組
み
、
埼
玉
県
の
中
小
企
業
診

断
制
度
を
利
用
し
た
経
営
合
理
化

策
で
の
表
彰
や
、「
彩
の
国
工
場
」

の
指
定
も
受
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
春
以
降
厳
し
い
求

人
情
勢
が
見
込
ま
れ
る
新
卒
予
定

の
学
生
・
生
徒
の
就
職
支
援
を
目

的
と
し
て
経
済
産
業
省
が
取
り
ま

と
め
、
公
表
し
た
全
国
で
一
、四

〇
〇
社
余
り
の「
雇
用
創
出
企
業
」

に
も
選
ば
れ
、
も
の
づ
く
り
や
サ

ー
ビ
ス
業
等
の
分
野
に
お
い
て
、

採
用
意
欲
が
あ
り
、
か
つ
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
、
人
材
育
成
方
針
に
優

れ
る
企
業
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

る
。設

立
後
三
代
目
と
な
る
今
井
康

夫
社
長
�
写
真
�
は
、「
今
後
は

自
動
車
産
業
界
の
縮
小
と
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｆ
法
（
無
孔

性
ダ
イ
カ
ス
ト
法
）
を
技
術
導
入

し
、
気
孔
の
少
な
い
緻
密
な
ダ
イ

カ
ス
ト
を
製
品
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
受
注
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
語
り
、
ま
た
、「
我
々
、
も

の
づ
く
り
の
技
術
集
団
に
と
っ
て
、

後
継
者
育
成
・
匠
の
伝
承
は
大
き

な
課
題
。
人
材
の
育
成
や
有
能
な

人
材
の
採
用
に
は
積
極
的
に
注
力

し
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

共
和
ダ
イ
カ
ス
ト
は
、
そ
の
卓

越
し
た
ダ
イ
カ
ス
ト
技
術
に
よ
り
、

昨
年
か
ら
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
や
都
市

ガ
ス
な
ど
で
使
用
す
る
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
部
品
を
受
注
し
、
量
産
体
制

に
入
っ
て
い
る
。
自
動
車
部
品
の

減
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
、

生
き
残
り
を
掛
け
、
幅
広
い
新
規

受
注
を
目
指
し
て
い
る
。

レ
ン
ゴ
ー
株
式
会
社
東
京
工
場

は
、
七
十
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

関
東
地
区
の
主
力
工
場
で
あ
り
、

包
装
に
関
す
る
形
態
・
技
法
・
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
開
発
す
る
包
装
技

術
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
、
最
新

鋭
の
生
産
設
備
、
生
産
シ
ス
テ
ム
、

さ
ら
に
環
境
に
も
配
慮
さ
れ
た
二

十
一
世
紀
の
段
ボ
ー
ル
工
場
で
あ

る
。ま

た
、安
全
に
つ
い
て
も
、教
育

が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
敷
地
内
横

断
歩
道
に
お
い
て
さ
え
、
一
旦
立

ち
止
り
、
左
右
を
指
差
し
確
認
し

た
後
、
横
断
を
励
行
さ
れ
て
い
た
。

レ
ン
ゴ
ー
は
、
明
治
四
十
二
年
、

わ
が
国
で
初
め
て
「
段
ボ
ー
ル
」

を
世
に
送
り
出
し
て
以
来
、「
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
し
て
、
一

世
紀
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
し
続

け
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等

生
と
い
わ
れ
る
段
ボ
ー
ル
を
発
祥

と
す
る
同
社
は
、
常
に
「
人
に
、

環
境
に
優
し
い
こ
と
」
が
事
業
活

動
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
は
、
製
紙
・
板
紙
か
ら
段

ボ
ー
ル
ま
で
の
一
貫
生
産
体
制
に

加
え
、
印
刷
紙
器
や
軟
包
装
な
ど

の
消
費
者
包
装
分
野
、
さ
ら
に
幅

広
い
産
業
を
さ
さ
え
る
重
包
装
に

至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。

関
東
に
お
い
て
は
、
製
紙
工
場

で
は
日
本
一
の
板
紙
生
産
量
を
誇

る
八
潮
工
場
と
利
根
川
工
場
、
段

ボ
ー
ル
工
場
で
は
、
当
東
京
工
場

の
他
に
小
山
工
場
、
前
橋
工
場
、

千
葉
工
場
、
湘
南
工
場
の
五
工
場

を
有
し
、
消
費
地
の
近
く
で
き
め

細
か
い
対
応
を
と
る
と
共
に
、
輸

送
コ
ス
ト
の
削
減
等
効
率
的
、
効

果
的
な
体
制
を
整
え
て
い
る
。

一
口
に
段
ボ
ー
ル
と
言
っ
て
も
、

そ
の
種
類
は
多
く
、
耐
水
、
鮮
度

保
持
、
防
腐
食
、
導
電
性
、
防
虫

等
の
多
彩
な
機
能
を
持
っ
た
段
ボ

ー
ル
や
、
美
し
い
印
刷
で
販
促
効

果
も
高
い
美
粧
段
ボ
ー
ル
、
段
ボ

ー
ル
緩
衝
材
、
青
果
物
用
等
を
中

心
と
し
た
封
か
ん
時
に
ス
テ
ー
プ

ル
や
テ
ー
プ
を
使
わ
な
い
環
境
に

優
し
い
ノ
ン
ス
テ
ー
プ
ル
段
ボ
ー

ル
等
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
画
期
的
な
厚
さ
四
ミ

リ
の
段
ボ
ー
ル
（
Ｃ
フ
ル
ー
ト
段

ボ
ー
ル
）
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
従

来
の
厚
さ
五
ミ
リ
の
段
ボ
ー
ル
に

比
べ
、
積
載
効
率
や
保
管
ス
ペ
ー

ス
の
節
減
を
は
じ
め
様
々
な
メ
リ

ッ
ト
を
有
し
、
よ
り
環
境
負
荷
の

低
い
Ｃ
フ
ル
ー
ト
段
ボ
ー
ル
の
導

入
に
は
、
常
識
の
壁
や
多
額
の
設

備
投
資
な
ど
い
く
つ
も
の
障
害
が

あ
っ
た
が
、
将
来
を
見
据
え
た
経

営
ト
ッ
プ
の
決
断
に
よ
り
、
業
界

を
リ
ー
ド
し
て
切
り
替
え
を
推
進

し
て
い
る
。

昨
年
百
周
年
を
迎
え
た
レ
ン
ゴ

ー
は
、
こ
れ
か
ら
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
新
た
な
価
値
と
輝
き
を
与
え
続

け
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ
信
頼

と
、
変
化
に
対
す
る
柔
軟
な
発
想

を
両
輪
と
し
て
躍
動
と
挑
戦
を
続

け
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

DATA
社 名：レンゴー株式会社
本 社：大阪市北区中之島２‐２‐７ 中之島セントラルタワー
代 表 者：代表取締役社長 大坪 清
創 業：明治４２年４月１２日（設立：大正９年５月２日）
資 本 金：３１，０６６百万円
従業員数：１１，３８４名（２００９年９月３０日現在、連結）
事業内容：
１ 段ボール、段ボール箱、紙器、その他紙加工品の製造・販売
２ 板紙（段ボール原紙、白板紙、紙管原紙等）の製造・販売
３ 軟包装製品、セロファンの製造・販売
４ 包装関連機械の販売
５ 各種機能材商品（多孔性セルロース粒子、ワサビ・カラシ成分を
利用した天然系抗菌剤等）の製造・販売

６ 各種工業製品（水処理剤、紙力増強剤等）の製造・販売
７ バイオ技術を利用した甘味料の製造
東京工場：川口市領家５‐１４‐８
工 場 長：藤田宏司
http : //www.rengo.co.jp

DATA
会 社 名：共和ダイカスト株式会社
本社工場：大里郡寄居町大字桜沢１５６０番地１７
電 話：０４８‐５８１‐１７２６
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐５８１‐５１９３
代 表 者：代表取締役社長 今井康夫
設 立：昭和３５年６月
資 本 金：１６００万円
従業員数：１７４名
事業内容：自動車用部品製造（主にアルミダイ

カスト製品）

南
部
レ
ン
ゴ
ー
�
東
京
工
場

最
新
鋭
の
生
産
設
備
、
シ
ス
テ
ム
等
を

兼
備
し
た
２１
世
紀
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
場

北
部
共
和
ダ
イ
カ
ス
ト
�

お
客
さ
ま
の
視
点
に
立
っ
て
構
内
一
貫

生
産
シ
ス
テ
ム
で
製
品
づ
く
り
を
追
及

今
井
康
夫
共
和
ダ
イ
カ
ス
ト
�

代
表
取
締
役
社
長

共
和
ダ
イ
カ
ス
ト
の

ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト
製
品

藤
田
宏
司
理
事
工
場
長

レ
ン
ゴ
ー
東
京
工
場
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１．真空ギャップの高耐電
圧化や放電抑止

２．真空中の沿面放電電圧
の向上や沿面放電の抑止

３．真空中の絶縁体表面上
の帯電測定

学歴・略歴
山納 康
（やまのう やすし）
平成６年３月 名古屋工業
大学工学部電気情報工学
科卒業

平成８年３月 名古屋工業
大学大学院工学研究科博
士前期課程電気情報工学
専攻修了

平成８年４月 三菱重工業
株式会社 入社

平成１２年３月 名古屋大学
大学院工学研究科博士後
期課程電気工学専攻修了

平成１２年４月 埼玉大学工
学部電気電子システム工
学科助手

平成２１年４月 埼玉大学大
学院理工学研究科数理電
子情報部門准教授

現在に至る。

現在、真空は多くの分野で利用さ
れており、真空環境下で高電圧・高

電界を利用する機器が増えています。これらの機器の
高電圧・高電界化に伴って、真空中の放電や絶縁破壊
が問題になっています。本来、真空は何も存在しない
空間でありますから、電気絶縁的には優れた絶縁性能
を持っているはずです。しかし、実際には、真空を取
り囲む容器の壁などからのガス放出や高電圧・高電界
が印加された電極からの電子放出によって、放電が発
生してしまいます。また、絶縁体表面においては、帯
電現象によって思わぬ放電が発生することがあります。
この種の現象は、電子放出やガス放出、帯電などの多
くの要因が関係して発生します。そこで本研究室では
真空放電に関わる基礎過程の研究や、真空が持つ優れ
た絶縁性能を最大限引き出すための工学的な応用研究
を行っています。
主な研究内容は以下の通りです。
�真空中における電極ギャップ放電の現象解明
�真空ギャップの耐電圧向上のための各種表面処理の
適用
�高電圧電極からの電界電子放出に関する研究
�真空中に置かれた絶縁体表面で発生する沿面放電現
象の解明と沿面絶縁耐力の向上
�真空中における絶縁体表面上の帯電測定とその現象
解明

�沿面放電に関わる絶縁体の各種物性測定（二次電子
放出、光電子放出、ガス放出、抵抗率の測定）
これらの研究は、超高真空中一貫試験装置（高電圧

絶縁耐力試験、XPS 表面分析、表面処理が試料を大
気に曝すことなく真空中で試験できます。）や電気光
学効果を利用した帯電測定装置（電圧を印加した状態
の帯電測定ができます。）などを用いて実施します。
また、高電圧実験室には、AC・DC・インパルス高電
圧試験システム（図１参照、最大発生電圧は、AC：
１００kVrms、DC：２００kV、雷インパルス電圧：１０００kV）
が設置されており、真空中の高電圧試験以外にも各種
高電圧試験を行うことが可能です。

次の産業への展開を考え
ている
・有機半導体への応用
・電子ペーパーへの応用

学歴・略歴
安武 幹雄
（やすたけ みきお）
平成８年３月 九州工業大
学 工学部 物質工学科
応用科学コース卒業

平成１０年３月 九州工業大
学大学院 工学研究科物
質工学専攻博士前期課程
修了

平成１３年４月 九州大学大
学院 理学研究科 分子
科学専攻 博士後期課程
修了

平成１３年４月 近畿大学
分子工学研究所

平成１５年６月 ヘンケル先
端技術リサーチセンター
研究員

平成１５年７月 埼玉大学
工学部 応用化学科分子
プロセス工学講座 助手

平成１９年４月 埼玉大学大
学院 理工学研究科 物
質科学部門 物質機能領
域 助教

平成２０年４月 埼玉大学総
合研究機構 科学分析支
援センター 講師

液晶は、液体の流動性と結晶の規
則性を合わせ持つ中間相として知ら

れています。今日、これらの性質を利用し、ディスプ
レイのみならず新しい機能性材料の研究が行なわれて
います。最近では、液晶特性の高い均一薄膜の形成と
自己組織化を利用した有機半導体が注目されています。
液晶性 n型有機半導体の試み：最近の電子材料化が
考慮されている化合物群の分子の中心は、多環芳香族
類やチオフェン類やピロール誘導体といった電子リッ
チなもの（P型半導体素子）がほとんどであり、液晶
性有機半導体には n型に特化したものは、ほとんどあ
りません。東工大の山下氏らは結晶性の高いアントラ
キノン誘導体を用いて有機電界効果トランジスタを作
成し、キノン誘導体が n型半導体として働くことを見
出しました。われわれもピレン類をキノン化したもの
を使い液晶化合物の合成とその液晶構造について報告
しています。ここで液晶性ピレノキノン誘導体は、準
可逆な２電子還元を示しており、液晶性 n型有機半導
体としての可能性が高いことが示唆されています。現
在のところ、こういった化合物群の電気化学的物性を
電荷移動度測定法の一つである Time-Of-Flight 法を用
いて評価を行うとともにOFET 等への素子化を行って
います。

エレクトロクロミズムを生じる液晶分子合成の試み：
一般的に電気化学的な酸化－還元で化合物の電子状態
を変化させ色彩が変わる現象をエレクトロクロミズム
と呼んでいます。この現象は、金属イオンなどの酸化
活性な部位をもつ物質でよく見られます。エレクトロ
クロミズム現象の観察はポリマーや電解溶液で見られ
ることが多く、これを実際に表示デバイスとして用い
ることは、加工性や応答速度の点から困難と言えます。
そこで、当研究室では、液晶特性に着目し、これを示
す化合物群に酸化還元活性な部位を持たせたものを合
成しています。実際、エレクトロクロミズムを生じる
酸化還元活性な部位としてキノン類とチオフェン類に
着目し、液晶性エレクトロクロミック材料の開発を行
っています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 事務局長 根岸 茂文、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

真空中における高電圧・高電界現象および
絶縁体上の放電と帯電現象に関する研究

大学院理工学研究科 数理電子情報部門 山 納 康 准教授

キノン構造を含む液晶材料に関する研究

科学分析支援センター 安 武 幹 雄 講師

図１ キノン構造を含む化合物の例

図１ AC・DC・インパルス高電圧試験システム
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私は専門領域の産学連携による研究を通じ、埼玉のもの
づくり産業のさらなる発展に寄与したいと考えております。
専門領域は、超精密加工とマイクロシステム構築です。私
が産学連携で目指すところは、時代のニーズに応えられる
先進技術を育てること、次世代人材の育成と考えておりま
す。
先進技術を育てることの例では、今後、需要が見込まれ

ている LEDの基板用サファイアウェハの精密ラッピング
加工装置に先進技術を組み込んで、埼玉にある精密機械メ
ーカと共同で開発試作を進めています。その開発試作した
装置の特許権取得も目指しています。次世代人材の育成で
は、企業は製品の開発に忙しく、なかなかその基盤となる
技術を深耕する時間をとるのは難しいのが実情と思われ、
一方、大学教育において、企業の抱えている課題の解決に
関連する基盤技術を学生時代に深耕できることは、将来、

その学生が企業で製品開発に携わる時、少なからず役に立
つものと考えられます。この例では、金型に用いられてい
ます超硬合金の、放電加工によるマイクロクラックの実験
観察を大学教育で企業と連携して行ない、将来、金型開発、
製作に携わる人材の育成を行な
っております。
私の研究室のテーマは前述の

ほかに、ガラスディスクの精密
両面ポリシング技術、レーザ誘
起エッチング技術によるセラミ
ックスのマイクロ加工などです。
埼玉県経営者協会のメンバーの
方々とさらに共同研究を進め、
ものづくり産業の発展に寄与で
きることを願っております。

ここ数年、本学建設技能工芸学科では、新入生のための
フレッシュマンゼミの一貫として、行田蔵巡りスタンプラ
リーに参加しています。歴史ある町を歩いてみると、様々
な過去からのメッセージを受け取ることができます。しか
し、ただ受動的にその場に身を置いていても、なかなか見
えてくるものが少ないものです。そこで「まち歩きスケッ
チ」を学生諸君にも提唱しています。実際、描いてみると
意外にちゃんと物を見ていないことに気付かされます。意
識的に見た印象を感じたままにスケッチする―指先からア
ウトプットする―というアクティヴなこの行為は、ややも
すると見過ごしがちな平凡な日常的事象をより強い記憶と
して心に残すための相応しい方法であろうと思います。
手は第二の脳、足は第二の心臓と言われますが、ものづ

くりの原点は、手足づくり、手足を使って毎年同じ場所を
歩きスケッチしていると、その都度新しい発見があります。
時を経る毎に愛着がわいて美しく、一度来たら二度来たく

なる、そして絵に描いてみたくなる「まち」には、時間の
堆積した都市の記憶が不可欠です。幸い行田には、足袋蔵
が多く存在しています。しかし、上手に活用されている例
が少なく、その結果解体され、年々減少していくという憂
うべき状況にあります。
どのようにしたら価値ある歴史的建造物を今に残して将

来に繋いでいけるのでしょうか。魅力ある「まちづくり」
の実践と、現代に生きる新しい蔵の保存再生を行うことで
地域に貢献したいと考えています。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 三国 雅裕、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産学連携で先進技術と人材の育成を目指して
製造技能工芸学科 三 橋 眞 成 教授

三橋眞成（みつはし まさしげ）教授・工学博士 山梨大学大学院修士修了、日本電気�を経て、２００２年４月よりものつくり大
学教授、現在に至る。専門分野：超精密加工、マイクロシステム（連絡先：０４８‐５６４‐３８３４／mitsu@iot.ac.jp）

スケッチしながら…蔵のまち、行田を歩いて
建設技能工芸学科 藤 原 成 暁 教授

藤原成暁（ふじわら なりあき）教授、武蔵野美術大学造形学部建築学科卒業、一級建築士、インテリアプランナー、一級建築
施工管理技士。鬼頭梓建築設計事務所などを経て東京に設計事務所設立。２００６年４月からものつくり大学助教授、現在教授。日
本建築学会会員など（連絡先：０４８‐５６４‐３８５０／fujiwara@iot.ac.jp）

※精密ラッピング加工
サファイアウェハ
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非
正
規
労
働
者
雇
用

環
境
調
査
に
つ
い
て

企
業
の
子
育
て
支
援

及
び
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
取
組
状

況
調
査
に
つ
い
て

非
正
規
労
働
者
の
雇
用
環
境
に
つ
い

て
は
、
雇
止
め
や
契
約
期
間
中
の
途
中

解
雇
・
退
職
な
ど
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル

や
正
規
労
働
者
と
の
不
均
衡
な
待
遇
な

ど
、
多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
埼
玉
県
で
は
、
今
後
の
労
働
施
策

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
県
内
で
働
く
非

正
規
労
働
者
の
雇
用
環
境
の
実
態
を
調

査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ

り
、
今
後
中
小
企
業
に
お
い
て
深
刻
な

人
材
不
足
を
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
、
企
業
の
子
育
て
支
援
及
び
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
御
報
告

し
ま
す
。

【
調
査
結
果
の
概
要
】

１

事
業
所
調
査（
県
内
４
、０
０
０
事

業
所
、
回
収
率
５９
・
６
％
）

■
正
社
員
と
同
じ
仕
事
を
す
る
非
正
規

労
働
者
の
有
無

「
い
る
」
５２
・
１
％
、「
い
な
い
」

４６
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

正
社
員
と
比
べ
１
時
間
あ

た
り
の
賃
金
額
が
「
低

い
」
と
す
る
事
業
所
は

５７
・
７
％
で
、
賃
金
が
低

い
理
由
は
、「
責
任
が
違

う
か
ら
」
６４
・
８
％
、「
勤

務
時
間
・
日
数
が
違
う
か

ら
」
５０
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

■
今
後
の
非
正
規
労
働
者
の
活
用
方
針

「
正
社
員
対
応
を
中
心
と
す
る
が
、

正
社
員
の
業
務
補
助
と
し
て
非
正
規
を

活
用
し
た
い
」
が
４３
・
２
％
で
最
も
多

く
、「
基
本
的
に
す
べ
て
正
社
員
で
対

応
し
、
あ
く
ま
で
臨
時
と
し
て
非
正
規

を
活
用
し
た
い
」
の
１２
・
８
％
を
含
め

た
【
補
助
・
臨
時
活
用
】
が
５６
・
０
％

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
正
社
員
対

応
は
基
幹
的
職
務
に
限
定
し
、
業
務
全

般
に
非
正
規
を
活
用
し
た
い
」
が
１９
・

０
％
で
、「
基
幹
的
職
務
を
含
め
、
非

正
規
労
働
者
を
極
力
多
く
活
用
し
た

い
」の
１１
・
７
％
を
合
わ
せ
た【
全
般
・

極
力
活
用
】
は
３０
・
７
％
と
な
っ
て
い

る
。

２

個
人
調
査
（
事
業
所
調
査
の
対
象

事
業
所
で
働
く
非
正
規
労
働
者
４
、

０
０
０
人

回
収
率
２４
・
１
％
）

■
職
場
へ
の
満
足
感

「
と
て
も
満
足
」
と
「
や
や
満
足
」

を
合
わ
せ
た
【
満
足
】
が
多
い
の
は
「
仕

事
の
内
容
・
や
り
が
い
」
７９
・
３
％
、

「
職
場
の
人
間
関
係
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
７６
・
９
％
、「
労
働
時
間
・

休
日
等
の
労
働
条
件
」
７５
・
０
％
、「
職

場
の
環
境（
照
明
、
空
調
、
騒
音
等
）」

７０
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
や

や
不
満
」
と
「
か
な
り
不
満
」
を
合
わ

せ
た
【
不
満
】
が
多
い
の
は
「
福
利
厚

生
（
食
堂
、
休
養
施
設
、
財
形
制
度
等

の
施
設
や
制
度
）」
５０
・
６
％
、「
教
育

訓
練
・
能
力
開
発
の
あ
り
方
」
４９
・
１

％
、「
賃
金
」
４６
・
４
％
、「
正
社
員
と

比
べ
た
待
遇
」
４３
・
７
％
と
な
っ
て
い

る
。

■
正
社
員
と
比
べ
た
待
遇

現
在
の
職
場
に
、
自
分
と
仕
事
内
容

が
同
じ
正
社
員
が
「
い
る
」
４１
・
５
％
、

「
い
な
い
」
５７
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

同
じ
仕
事
内
容
の
正
社
員
と
の
賃
金
比

較
で
は
、「
低
い
と
意
識
し
た
こ
と
が

あ
り
納
得
で
き
な
い
」
１５
・
３
％
、「
低

い
と
意
識
し
た
こ
と
が
あ
る
が
や
む
を

得
な
い
」
４４
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、

低
い
と
意
識
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は

６０
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

■
今
後
の
就
労
形
態
の
希
望

「
現
在
の
職
場
で
今
の
ま
ま
働
き
た

い
」
が
６５
・
１
％
と
最
も
多
く
、
別
の

職
場
を
含
め
た
【
非
正
規
と
し
て
働
き

た
い
】
は
６９
・
４
％
を
占
め
て
い
る
。

一
方
、「
現
在
の
職
場
で
正
社
員
と
し

て
働
き
た
い
」
１０
・
６
％
と
「
別
の
職

場
で
正
社
員
と
し
て
働
き
た
い
」
１０
・

４
％
を
合
わ
せ
た
【
正
社
員
と
し
て
働

き
た
い
】
は
２１
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

■
職
場
へ
の
要
望

「
賃
金
（
時
間
単
価
等
）
を
上
げ
る
」

が
４７
・
９
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で「
賞

与
（
一
時
金
）
制
度
を
導
入
・
改
善
す

る
」
が
２４
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

【
調
査
結
果
の
概
要
】

１

企
業
の
子
育
て
支
援
の
取
組
状
況

調
査
（
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
５

０
０
社（
有
効
回
答
率
６２
・
２
％
））

■
子
育
て
応
援
宣
言
の
効
果
に
つ
い
て

は
、
８
割
が
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
、
７
割
超
が
子
育
て
に
専
念
で
き

る
雰
囲
気
の
醸
成
が
図
れ
る
と
評
価

し
て
い
る
。

■
今
後
に
つ
い
て
は
、
６
割
超
が
奨
励

金
等
の
財
政
的
支
援
、
約
４
割
が
制

度
や
登
録
企
業
の
紹
介
な
ど
を
期
待

し
て
い
る
。

■
実
際
に
実
施
し
て
い
る
子
育
て
両
立

支
援
は
、
約
６
割
が
休
暇
の
取
得
の

円
滑
化
で
あ
る
。

２

企
業
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
取
組
状
況
調
査
（
県
内
企
業
５

０
０
社（
有
効
回
答
率
４８
・
５
％
））

■
７
割
の
企
業
が
、
業
務
の
効
率
性
や

従
業
員
の
意
欲
向
上
な
ど
に
関
わ
る

問
題
と
し
て
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
（
以
下
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
略
記
）
を
肯

定
的
に
捉
え
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

業
務
の
分
担
・
分
散
が
難
し
い
こ
と

や
適
当
な
代
替
人
材
が
確
保
で
き
な

い
な
ど
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
可
能
と
す
る
業

務
の
進
め
方
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

■
業
務
の
効
率
化
に
関
連
し
、
５
割
が

残
業
の
事
前
届
出
制
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
４
割
が
今
後
従
業
員
の
多

能
化
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

■
女
性
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
５
割

が
育
児
休
業
後
の
職
場
復
帰
支
援
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
と
も

に
、
保
育
園
の
定
員
増
な
ど
を
行
政

機
関
に
期
待
し
て
い
る
。

■
行
政
機
関
と
し
て
は
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
拡
充
の
他
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
実
現
さ
せ

た
企
業
の
取
り
組
み
を
事
例
集
な
ど

で
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。さ
ら
に
、余
裕
の
あ
る
納
期

設
定
や
休
暇
を
取
り
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
な
ど
、
顧
客
の
協
力
や
従

業
員
の
相
互
理
解
が
必
要
と
な
る
企

業
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
経

済
団
体
等
と
連
携
し
て
、Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
必

要
性
や
効
果
に
対
す
る
普
及
啓
発
を

展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

経
営
者
の
皆
様
に
は
、
厳
し
い
経
営

環
境
の
中
と
は
存
じ
ま
す
が
、
非
正
規

労
働
者
の
均
衡
待
遇
の
確
保
や
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
組
な
ど
、
誰
も

が
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
職

場
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
県
勤
労
者
福
祉
課
（
０
４

８
―
８
３
０
―
４
５
１
７
）

調
査
結
果
の
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
御
覧
に
な
れ
ま
す
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
soshiki/j09/

彩
の
国
か
ら
第第５５２２回回

県
政
情
報
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開
講
満
三
五
周
年
を
迎
え
て
、
昨
年

一
〇
月
に
開
講
し
た
本
会
主
催
の
「
第

四
五
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
全
八
講
」

が
一
月
二
七
日
の
最
終
講
で
終
了
し
た
。

会
場
は
全
講
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

で
行
わ
れ
、
全
講
（
及
び
準
全
講
）
ご

参
加
に
よ
る
修
了
証
授
与
者
は
六
名
様

で
あ
っ
た
。
個
別
講
ご
参
加
を
含
む
の

べ
受
講
者
は
一
一
〇
名
様
と
な
り
、
今

期
は
最
近
の
期
の
う
ち
で
は
や
や
ご
参

加
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
各
講
師
の

ご
支
援
を
頂
き
つ
つ
す
べ
て
の
課
程
が

修
了
し
た（
第
三
講
ま
で
は
本
誌
一
〇
・

一
一
月
号
で
既
報
）。

第
四
講
（
写
真
�
）
は
一
一
月
一
九

日
、
安
西
�
弁
護
士
の
ご
担
当
で
「
こ

ん
な
場
合
ど
う
す
る
か
、
社
員
の
日
常

管
理
上
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
対
策
の
ゼ

ミ
」
を
、
あ
ら
か
じ
め
講
師
か
ら
提
示

さ
れ
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
中
心
に
研

修
後
、
名
刺
交
換
交
流
会
を
開
催
。

第
五
講
（
写
真
�
）
は
一
二
月
二
日
、

外
井
浩
志
弁
護
士
の
ご
担
当
で
、「
労

働
安
全
衛
生
、
労
災
、
職
業
病
な
ど
」。

第
六
講
（
写
真
�
）
は
一
二
月
一
五

日
、岩
本
充
史
弁
護
士
の
ご
担
当
で「
労

働
時
間
・
休
日
・
休
暇
・
裁
量
・
割
増

な
ど
」。

第
七
講
（
写
真
�
）
は
年
が
明
け
た

一
月
一
八
日
、
山
中
健
児
弁
護
士
の
ご

担
当
で
「
今
日
的
な
人
事
制
度
改
定
に

伴
う
法
律
問
題
と
実
務
対
策
」。

最
終
の
第
八
講
（
写
真
�
）
は
一
月

二
七
日
、
岡
芹
健
夫
弁
護
士
の
ご
担
当

で
「
労
働
組
合
活
動
の
変
化
と
対
応
な

ど
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
半
日
ま
た
は
一
日

か
け
て
研
修
し
た
。
最
終
講
で
は
修
了

証
も
授
与
さ
れ
、
の
べ
四
ヵ
月
に
わ
た

る
当
期
の
ゼ
ミ
の
す
べ
て
が
終
わ
っ
た
。

次
期
の
当
第
四
六
期
ゼ
ミ
は
改
め
て

本
年
秋
頃
よ
り
開
講
の
予
定
。

本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
の
改
正
労
基
法
に
よ

り
、一
ヵ
月
六
〇
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働（
法

定
時
間
外
）
に
つ
い
て
は
、
五
割
増
以
上
の
割
増

賃
金
の
支
払
が
必
要
に
な
る
が
、
こ
の
「
一
ヵ
月

六
〇
時
間
」
の
中
に
は
、
労
基
法
第
三
五
条
に
定

め
る
法
定
休
日
（
一
週
一
日
又
は
四
週
四
日
）
の

労
働
時
間
は
算
入
さ
れ
な
い
（
平
成
二
一
・
五
・

二
九
通
達
）。
そ
こ
で
、
一
ヵ
月
六
〇
時
間
を
過

ぎ
た
以
降
に
休
日
労
働
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
日

が
法
定
休
日
の
労
働
で
あ
れ
ば
三
割
五
分
増
の
ま

ま
で
、
企
業
で
定
め
た
法
定
外
の
休
日
（
所
定
休

日
）
の
労
働
で
あ
れ
ば
労
働
時
間
の
中
に
算
入
さ

れ
る
の
で
、
五
割
増
以
上
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
今
後
は
法
定

休
日
か
法
定
外
の
休
日
か
に

よ
っ
て
、
当
日
の
労
働
が
時

間
外
労
働
時
間
の
中
に
算
入

さ
れ
る
か
区
分
さ
れ
る
の
で

重
要
と
な
る
。

労
基
法
第
三
五
条
の
休
日

に
つ
い
て
は
、
特
定
す
る
必
要
は
な
く
、
土
・
日

曜
日
の
週
休
二
日
制
の
場
合
に
は
ど
ち
ら
か
一
日

を
休
ま
せ
れ
ば
法
律
上
は
週
一
日
の
休
日
を
与
え

た
こ
と
に
な
る
。
仮
に
、
日
曜
日
を
法
定
休
日
と

就
業
規
則
で
特
定
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
日

曜
日
に
労
働
さ
せ
て
も
、
一
週
間
を
月
曜
日
か
ら

日
曜
日
と
し
て
い
る
と
き
は
、
他
の
休
日
で
あ
る

土
曜
日
に
休
み
を
与
え
て
い
た
と
き
は
、
労
基
法

上
の
週
一
日
の
休
日
を
与
え
た
こ
と
に
な
り
、
休

日
労
働
に
は
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
、
た
と
え
特
定
し
て
い
た
と
し
て
も

（
む
し
ろ
特
定
す
る
こ
と
が
法
の
趣
旨
に
合
致
す

る
と
さ
れ
て
い
る
が
。）、
両
方
と
も
同
じ
休
日
で

あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
か
一
日
だ
け
休
日
が
与
え
ら

れ
て
い
れ
ば
、
労
基
法
第
三
五
条
の
「
毎
週
少
な

く
と
も
一
回
の
休
日
」
は
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
休
日

の
割
増
賃
金
も
結
果
的
に
四
週
四
日
に
不
足
し
て

い
る
日
数
分
に
つ
い
て
支
払
え
ば
よ
い
（
平
六
・

一
・
四
基
発
一
号
）
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

み
て
も
明
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
土
・
日
曜
日

と
も
同
じ
休
日
で
あ
る
か
ら
、
ど
ち
ら
を
法
定
休

日
に
す
る
か
は
、「
休
日
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
付
与
義
務
の
あ
る
使
用
者
の
指
定
に
よ
り
、

仮
に
特
定
さ
れ
て
い
る
と
き
で
も
使
用
者
は
自
由

に
ど
ち
ら
か
を
法
定
休
日
と
で
き
る
の
で
あ
る
。

労
働
日
と
休
日
と
の
振
替
に
つ
い
て
は
、
就
業
規

則
の
定
め
に
よ
る
事
前
の
明
示
と
い
う
手
続
き
上

の
拘
束
が
あ
る
が
、
同
じ
休
日
で
あ
る
か
ら
自
由

な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
原
則
の
下
で
、
今
後
改
正
法
に
よ

る
当
該
月
の
起
算
日
か
ら
計
算
し
て
、
一
ヵ
月
の

時
間
外
労
働
が
六
〇
時
間
を
超
え
た
後
に
到
来
す

る
休
日
に
労
働
さ
せ
た
場
合
に
そ
の
日
の
労
働
の

取
扱
い
が
割
増
賃
金
の
適
用
に
お
い
て
法
定
休
日

の
労
働
と
し
て
三
割
五
分
増
の
適
用
に
な
る
の
か
、

通
常
労
働
日
の
労
働
と
し
て
五
割
増
の
適
用
に
な

る
か
、
ま
た
、
三
六
協
定
の
「
時
間
外
労
働
」
の

方
に
入
る
の
か
、「
休
日
労
働
（
法
定
日
）」
の
方

に
入
る
の
か
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
休
日
に
つ

い
て
は
前
述
の
と
お
り
、
特
定
を
要
し
な
い
の
で
、

法
定
休
日
と
法
定
外
休
日
と
の
区
別
は
、
就
業
規

則
上
に
お
い
て
す
る
必
要
は
な
く
、
両
日
と
も
単

に
「
休
日
」
と
の
み
し
て
お
け
ば
足
り
る
の
で
あ

る
。
ど
ち
ら
が
法
定
休
日
か
は
指
定
権
（
付
与
義

務
）
の
あ
る
使
用
者
の
権
限
と
な
り
、「
債
権
の

目
的
が
数
個
の
給
付
の
中
か
ら
選
択
に
よ
っ
て
定

ま
る
と
き
は
、
そ
の
選
択
権
は
、
債
務
者
に
属
す

る
。」（
民
法
四
〇
六
条
）
と
の
規
定
に
よ
り
、
使

用
者
の
選
択
に
よ
っ
て
い
ず
れ
か
が
法
定
休
日
と

し
て
特
定
さ
れ
て
定
ま
る
こ
と
に
な
る
。
使
用
者

が
指
定
し
な
か
っ
た
と
き
に
両
方
の
休
日
と
も
労

働
さ
せ
た
と
き
は
、
厚
労
省
は
自
動
的
に
週
の
後

順
位
の
休
日
が
法
定
休
日
と
な
る
と
し
て
い
る
。

第第
４４５５
回回
労労
働働
法法
ゼゼ
ミミ
全全
八八
講講
終終
わわ
るる

５

４ ２

３ １

法
定
休
日
と

法
定
外
休
日
の
振
替

弁
護
士

安
西

�
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２
０
０
８
年
度
社
会
貢
献
活
動
実
績
調

査
結
果
を
公
表

―
１
社
当
た
り
総
支
出
額
は
、
４
億
６

５
０
０
万
円

日
本
経
団
連
の
社
会
貢
献
推
進
委
員
会
（
古
賀

信
行
共
同
委
員
長
、
佐
藤
正
敏
共
同
委
員
長
）
と

１
％
ク
ラ
ブ
（
佐
藤
正
敏
会
長
）
は
１２
月
１５
日
、

２
０
０
８
年
度
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
実
績
調

査
結
果
を
公
表
し
た
。
日
本
経
団
連
で
は
１
９
９

１
年
か
ら
毎
年
、
社
会
貢
献
活
動
へ
の
取
り
組
み

に
関
す
る
実
績
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
概
要
は

次
の
と
お
り
。

今
回
の
調
査
で
は
、「
０８
年
度
後
半
の
経
済
危

機
の
影
響
が
各
社
の
社
会
貢
献
活
動
に
具
体
的
に

ど
う
表
れ
た
の
か
」「
直
近
の
３
年
間
で
の
取
り

組
み
状
況
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
」

と
い
っ
た
こ
と
に
特
に
焦
点
を
当
て
て
行
っ
た
。

調
査
結
果
の
概
要
お
よ
び
全
文
は
、
日
本
経
団
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
を
参
照
。

１
社
当
た
り
支
出
額
は
高
い
水
準
、
内
訳
に
は
工

夫
０８
年
度
に
お
け
る
１
社
当
た
り
の
社
会
貢
献
活

動
に
関
す
る
支
出
総
額
（
平
均
）
は
、
４
億
６
５

０
０
万
円
と
な
っ
た
。

こ
の
支
出
の
内
訳
を
み
る
と
、
金
銭
寄
付
や
現

物
寄
付
は
減
少
し
、
施
設
開
放
や
従
業
員
派
遣
、

各
社
独
自
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
で
実
施
し
た

「
自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
関
す
る
支
出
が
増
加
し

て
い
る
。

充
実
す
る
の
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
、
縮
小
・
削

減
す
る
の
は
予
算
、
特
に
寄
付

ま
た
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
経
済
危

機
が
、
各
社
の
社
会
貢
献
活
動
に
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
は
、
半
数
以
上
の
企
業
が
「
見
直
し
は
考

え
て
お
ら
ず
、
現
状
と
変
わ
ら
な
い
」
取
り
組
み

を
す
る
と
回
答
し
た
。
縮
小
・
削
減
の
方
向
で
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
４
割
弱
に
上
り
、
充

実
す
る
方
向
で
見
直
し
を
す
る
と
回
答
し
た
企
業

は
１
割
強
あ
っ
た
。
見
直
し
の
対
象
と
な
っ
た
の

は
、「
充
実
」
す
る
場
合
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内

容
で
、「
縮
小
・
削
減
」
す
る
場
合
に
は
活
動
予

算
、
特
に
寄
付
と
い
う
回
答
が
多
く
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
実
施
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
後
評
価

を
「
実
施
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
が
「
実
施
し

て
い
な
い
」
と
い
う
回
答
を
初
め
て
上
回
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
何
ら
か
の
接
点
を
持
つ
と
回

答
し
た
企
業
は
全
体
の
４
分
の
３
に
上
り
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
は
寄
付
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
協

働
で
の
取
り
組
み
が
大
き
く
伸
び
た
。
さ
ら
に
、

社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
社
会
貢
献
活
動
を
支
援

し
て
い
る
企
業
の
割
合
は
０２
年
度
に
約
６
割
あ
っ

た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
約
８
割
に
ま
で
上
昇
し

て
い
る
。

１２
月
１５
日
の
理
事
会
で
報
告
し
た
古
賀
共
同
委

員
長
は
、「
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な

っ
た
課
題
を
取
り
上
げ
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
社
会
貢
献
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
て
い
く
。
各
社
に
お
い
て
も
、
こ
の
調
査
結

果
を
、
企
業
経
営
の
な
か
で
社
会
貢
献
活
動
を
戦

略
的
に
位
置
付
け
る
た
め
の
一
助
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

倫
理
憲
章
の
趣
旨
実
現
を
め
ざ
す
共
同

宣
言

―
９
１
２
の
企
業
・
団
体
が
賛
同

日
本
経
団
連
は
１
９
９
７
年
以
来
、
企
業
に
対

し
責
任
と
秩
序
あ
る
採
用
活
動
を
求
め
る
た
め
、

「
大
学
卒
業
予
定
者
・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
予

定
者
等
の
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲

章
」（
倫
理
憲
章
）
を
毎
年
公
表
し
て
い
る
（
既

報
）。また

、
２
０
０
４
年
か
ら
は
、
倫
理
憲
章
の
周

知
徹
底
と
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
倫
理
憲
章
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
企
業
を
募
り
、「
倫
理
憲
章
の

趣
旨
実
現
を
め
ざ
す
共
同
宣
言
」（
共
同
宣
言
）

と
し
て
、
賛
同
企
業
名
を
日
本
経
団
連
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い
る
。

今
回
も
共
同
宣
言
へ
の
参
加
を
会
員
企
業
各
社

に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
９
１
２
の
企
業
・
団
体

（
１
月
１
日
現
在
）
か
ら
賛
同
が
寄
せ
ら
れ
た
。

昨
今
、
新
卒
者
の
就
職
活
動
を
め
ぐ
り
、
早
期
化
・

長
期
化
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
共

同
宣
言
は
大
学
関
係
者
な
ど
か
ら
も
注
目
さ
れ
て

お
り
、
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
る
効
果
が
あ
る
も

の
と
評
価
を
得
て
い
る
。

日
本
経
団
連
で
は
、
今
後
も
多
く
の
企
業
・
団

体
の
理
解
と
協
力
の
も
と
に
、
産
業
界
を
挙
げ
て

公
平
・
公
正
で
節
度
あ
る
就
職
・
採
用
活
動
の
実

現
に
向
け
て
、
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
予
定

で
あ
る
。

２
０
１
０
年
版
経
労
委
報
告
を
公
表

―
危
機
を
克
服
し
、
新
た
な
成
長
を
切

り
拓
く

日
本
経
団
連
は
１
月
１９
日
、『
２
０
１
０
年
版

経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
』（
経
労
委
報
告
）

を
公
表
し
た
。
同
報
告
は
、
春
季
労
使
交
渉
・
協

議
に
臨
む
経
営
側
の
指
針
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

副
題
を
「
危
機
を
克
服
し
、
新
た
な
成
長
を
切
り

拓
く
」
と
し
、「
日
本
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
変

化
と
経
済
成
長
に
向
け
た
課
題
」「
雇
用
の
安
定
・

創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
」「
将
来
の
成
長
に
向

け
た
取
り
組
み
」「
今
次
労
使
交
渉
・
協
議
に
対

す
る
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
の
４
章
構
成
と
し
て

い
る
。
報
告
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

■
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
加
速
度
的
な
進
展
へ
の
対
応

と
持
続
的
な
成
長
の
重
要
性

世
界
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
が
一
層
加

速
し
て
い
る
。
激
化
す
る
国
際
競
争
に
打
ち
勝
ち
、

市
場
の
拡
大
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
わ

が
国
産
業
の
優
位
性
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

を
展
開
し
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
市

場
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

欧
米
経
済
の
早
期
の
自
律
的
な
回
復
は
見
込
み

に
く
く
、
日
本
経
済
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
想

定
さ
れ
る
が
、
危
機
か
ら
の
早
期
脱
却
に
と
ど
ま

ら
ず
、
新
た
な
成
長
・
発
展
に
結
び
付
け
る
た
め

に
は
、
企
業
活
力
を
高
め
る
た
め
の
政
策
を
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

■
雇
用
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
と
労
働
市
場
の

基
盤
整
備
の
重
要
性

企
業
は
、現
場
の
実
態
に
合
っ
た
か
た
ち
で「
日

本
型
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
と
も
い
う
べ
き
雇

用
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

新
規
学
卒
者
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
緊

急
的
に
対
応
す
べ
き
事
項
で
あ
り
、
節
度
あ
る
採

用
選
考
活
動
を
実
施
し
な
が
ら
、
極
力
多
く
の
採

用
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
進
展
す
る
雇
用
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、

公
的
職
業
紹
介
・
職
業
訓
練
の
強
化
に
加
え
、
人

手
不
足
の
分
野
、
あ
る
い
は
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
成
長
分
野
な
ど
、
雇

用
創
出
が
期
待
さ
れ
る
産
業
の
育
成
が
求
め
ら
れ

る
。同

時
に
、
失
業
期
間
中
の
労
働
者
の
生
活
を
下

支
え
す
る
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
強
化

を
通
じ
、
社
会
全
体
で
雇
用
の
安
定
を
実
現
す
べ

く
、
労
働
市
場
の
機
能
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

■
雇
用
の
多
様
化
の
進
展
へ
の
対
応
と
就
労
機
会

の
拡
大

雇
用
の
多
様
化
の
進
展
は
、
第
三
次
産
業
の
成

長
や
、
女
性
や
高
齢
者
な
ど
多
様
な
主
体
の
労
働

市
場
へ
の
参
画
な
ど
、
労
働
力
の
需
給
双
方
の
ニ

ー
ズ
が
一
致
し
た
結
果
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
非

正
規
労
働
者
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
解
決
す
べ
き
課

題
も
多
い
が
、
真
に
対
応
す
べ
き
層
を
特
定
し
た

う
え
で
、
安
定
し
た
就
業
機
会
や
能
力
開
発
の
機

会
を
労
働
市
場
全
体
で
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

■
労
働
政
策
の
見
直
し
へ
の
対
応

労
働
者
派
遣
制
度
に
お
け
る
労
働
政
策
審
議
会

の
答
申
の
内
容
は
、
今
後
の
国
会
審
議
の
な
か
で

最
大
限
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
今
後
は
優
良

な
派
遣
事
業
者
が
活
躍
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
備

し
、
労
働
者
派
遣
制
度
を
よ
り
健
全
な
も
の
へ
と

育
成
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

最
低
賃
金
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
幅
な
引
き
上
げ

が
結
果
と
し
て
採
用
や
雇
用
安
定
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
。
ま
ず
は
、
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上

に
か
か
わ
る
施
策
の
効
果
を
十
分
に
検
証
し
た
う

え
で
、
必
要
に
応
じ
て
さ
ら
な
る
効
果
的
な
対
応

を
図
る
こ
と
が
急
が
れ
る
。

労
働
政
策
は
企
業
経
営
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
ほ
か
、
労
働
者
の
生
活
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て

く
る
こ
と
か
ら
、
公
労
使
三
者
で
構
成
さ
れ
る
審

議
会
の
結
論
を
最
大
限
重
視
し
て
い
く
従
来
の
決

定
プ
ロ
セ
ス
を
今
後
も
堅
持
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

■
人
材
力
の
強
化
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
推
進

将
来
の
成
長
に
向
け
た
布
石
を
積
極
的
に
打
ち
、

必
要
な
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
た
る
「
ヒ
ト
」
の
育
成

が
重
要
で
あ
る
。

競
争
力
の
源
泉
と
な
り
日
本
企
業
の
発
展
を
支

え
て
き
た
の
が
「
現
場
力
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
今
後
と
も
日
々
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践

を
通
じ
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
Ｏ
ｆ
ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
何
よ
り
生
産
性
の
向
上
を
前
提

と
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
労
使
と
も
に

新
し
い
働
き
方
を
模
索
す
る
挑
戦
と
位
置
付
け
た

う
え
で
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

■
中
小
企
業
の
競
争
力
強
化
と
地
域
経
済
の
活
性

化わ
が
国
経
済
を
早
期
に
自
律
的
な
回
復
軌
道
に

乗
せ
、
経
済
成
長
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、

日
本
経
済
の
礎
と
も
い
う
べ
き
中
小
企
業
の
競
争

力
強
化
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
。
中
小
企
業
が
自

ら
積
極
的
に
付
加
価
値
の
創
出
に
努
め
る
こ
と
に

加
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
不
可
欠
と
な

る
人
材
の
確
保
・
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

化
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
地
方
の
活
性
化
と
、
地
域
経
済
を
支
え

る
中
小
企
業
の
競
争
力
が
相
ま
っ
て
、
は
じ
め
て

日
本
の
持
続
的
成
長
が
可
能
と
な
る
。
地
元
企
業

の
連
携
や
産
学
官
連
携
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
が
一
層
求
め
ら
れ
る
。

■
総
額
人
件
費
管
理
の
徹
底

今
回
の
よ
う
な
経
営
危
機
の
再
来
に
も
柔
軟
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
平
時
か
ら
、

中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
総
額
人
件
費
管
理
を
徹

底
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
と
り
わ
け
総
額
人

件
費
の
な
か
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
所
定
内
給

与
の
管
理
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
定
期
昇
給
」
に
つ
い
て
は
、
自
社

の
付
加
価
値
の
伸
び
に
適
合
し
な
い
か
た
ち
で
、

多
く
の
従
業
員
の
所
定
内
給
与
が
前
年
よ
り
上
が

る
よ
う
な
制
度
や
運
用
で
あ
れ
ば
不
十
分
で
あ
り
、

仕
事
・
役
割
・
貢
献
度
を
基
軸
と
し
た
制
度
へ
の

見
直
し
や
、
賃
金
水
準
が
適
正
か
ど
う
か
の
検
証

が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
従
業
員
の
生
活
保
障
と
し
て
家
族
手
当

を
支
給
す
る
企
業
も
多
い
が
、
今
年
６
月
か
ら
支

給
が
予
定
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
手
当
の
創
設
は
、

仕
事
の
対
価
と
し
て
の
賃
金
や
諸
手
当
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
。

な
お
、
改
正
労
働
基
準
法
の
施
行
に
伴
う
時
間

外
割
増
率
の
見
直
し
に
際
し
て
は
、
経
営
状
況
や

労
働
時
間
な
ど
の
実
態
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら

慎
重
に
議
論
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

■
労
使
交
渉
・
協
議
に
向
け
た
基
本
的
考
え
方

経
営
環
境
は
一
層
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
が
、
経
営
者
と
し
て
最
大
の
経
営
資

源
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
雇
用
の

確
保
に
努
め
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

労
働
側
か
ら
の
総
実
労
働
時
間
の
短
縮
要
求
に

対
し
て
は
、
業
務
効
率
を
高
め
る
観
点
が
重
要
で

あ
り
、
仕
事
や
働
き
方
の
見
直
し
を
図
る
絶
好
の

機
会
と
と
ら
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
い

わ
ゆ
る
「
非
正
規
労
働
者
」
を
含
め
た
全
労
働
者

を
対
象
と
し
た
待
遇
改
善
要
求
に
対
し
て
は
、
個

別
労
使
で
解
決
で
き
る
事
項
で
あ
る
か
ど
う
か
を

十
分
検
討
し
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
、
企
業
は
自
社
の
従
業
員
の

処
遇
に
関
し
て
、
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
必
要
と
判
断
さ
れ
る
対
応
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―３４―



■
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
お
け
る
総
額
人
件
費
決

定
の
あ
り
方

今
次
労
使
交
渉
・
協
議
の
焦
点
に
な
る
と
想
定

さ
れ
る
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

自
社
の
収
益
環
境
を
直
視
し
つ
つ
実
態
に
応
じ
た

話
し
合
い
を
行
い
、
支
払
能
力
に
即
し
て
判
断
す

る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

賞
与
・
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
需
給
の
短
期
的

変
動
に
よ
る
一
時
的
な
業
績
変
動
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
基
本
と
な
る
が
、
企
業
収
益
を
め
ぐ
る
環

境
に
大
幅
な
改
善
が
み
ら
れ
な
い
状
況
の
な
か
で

は
、
前
年
同
様
に
厳
し
い
業
績
結
果
を
反
映
し
た

も
の
と
す
る
企
業
が
多
く
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、
恒
常
的
な
生
産
性
の
向
上
に
裏
付
け
ら

れ
た
付
加
価
値
の
増
加
分
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
総
額
人
件
費
改
定
の
原
資
と
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
が
、
厳
し
い
経
営
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、

ベ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
は
困
難
と
判
断
す
る
企
業
が
多

い
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

■
企
業
労
使
の
信
頼
関
係
の
深
化
と
経
済
社
会
へ

の
貢
献

労
使
は
、
永
続
的
な
企
業
成
長
と
従
業
員
の
生

活
の
向
上
を
一
致
協
力
し
て
実
現
す
る
経
営
組
織

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
企
業
の
宝
と
も
い
う
べ

き
健
全
な
労
使
関
係
を
次
代
に
継
承
す
る
た
め
に

日
々
の
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
企
業
の
成
長

を
通
じ
た
よ
り
良
い
経
済
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

提
言
「
産
業
構
造
の
将
来
像
」
を
公
表

―
５
〜
１０
年
後
の
わ
が
国
産
業
像
を
俯

瞰
、
競
争
力
強
化
施
策
示
す

今
日
、
世
界
の
産
業
構
造
は
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
。
人
口
減
少
や
資
源
制
約
な
ど
、
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
容
を
続
け
、
こ

れ
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
業
種
や
国
境
を
越

え
た
事
業
の
再
編
や
融
合
が
活
発
化
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
日
本
経
団
連
で
は
５
〜
１０
年
後
の
わ
が

国
産
業
の
将
来
像
を
描
く
と
と
も
に
、
中
長
期
的

に
わ
が
国
の
産
業
競
争
力
を
強
化
す
る
施
策
に
つ

い
て
、
提
言
「
産
業
構
造
の
将
来
像
」
を
取
り
ま

と
め
１
月
１９
日
、
公
表
し
た
。

日
本
経
団
連
と
し
て
個
別
産
業
の
将
来
像
を
検

討
し
た
の
は
、
１
９
９
０
年
代
前
半
が
最
後
で
あ

り
、
今
回
は
お
よ
そ
２０
年
ぶ
り
の
産
業
構
造
の
提

言
と
な
っ
た
。
今
回
の
提
言
の
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、
ま
ず
５
年
か
ら
１０
年
後
の
産
業
の
将
来
像
を

把
握
す
る
た
め
、
業
種
横
断
的
に
２３
社
の
経
営
企

画
担
当
の
役
員
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
各
企
業

が
重
要
視
す
る
環
境
変
化
や
、
そ
れ
に
伴
う
戦
略

の
動
向
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、「
わ
が
国
産
業
を
取
り
巻
く
５
つ

の
環
境
変
化
」
と
し
て
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て

き
た
、
�
人
口
減
少
と
高
齢
化
�
資
源
・
環
境
制

約
�
グ
ロ
ー
バ
ル
化
�
人
々
の
価
値
観
・
行
動
様

式
の
変
化
�
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
深
化

が
重
要
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
環
境
変
化
の
も
と
、
個

別
の
産
業
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
に
つ
い

て
、「
産
業
の
将
来
像
」
で
、
具
体
的
な
方
向
性

を
記
述
し
て
い
る
。

将
来
像
の
特
徴
と
し
て
は
、
日
本
の
強
み
と
言

わ
れ
て
き
た
も
の
づ
く
り
の
競
争
力
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
飛
躍
的
な
進
展
に
よ
り

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
が
誕
生
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
も
内
需
型
産
業
か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
型
産
業
へ
の
変
容
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
産
業
横
断
的
な
特
徴
を
踏
ま
え
、
提

言
で
は
、
今
後
の
産
業
政
策
に
必
要
な
視
点
を
３

つ
に
整
理
し
た
。

第
一
の
視
点
は
、
伝
統
的
な
も
の
づ
く
り
を
残

し
、
発
展
さ
せ
る
戦
略
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
技

術
の
向
上
と
研
究
開
発
の
促
進
を
軸
に
し
た
ハ
イ

テ
ク
産
業
の
振
興
や
、
税
制
、
資
源
・
環
境
問
題

へ
の
取
り
組
み
な
ど
７
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

第
二
の
視
点
と
し
て
、
新
し
い
も
の
づ
く
り
を

推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、「
無
形
の

『
つ
く
る
』
戦
略
」
を
提
唱
し
た
。
こ
こ
で
は
そ

の
代
表
例
と
し
て
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
根
幹
を

担
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
一
層
の
発
展

や
、
ま
ち
づ
く
り
や
原
子
力
な
ど
、
日
本
が
技
術

力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き
た
社
会
イ
ン
フ
ラ

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
産
業
横
断
的
な
課
題
と
し
て
、「
ア

ジ
ア
」「
人
材
」「
規
制
改
革
」「
国
際
ル
ー
ル
・

知
的
財
産
権
」「
産
業
の
創
出
と
競
争
環
境
の
整

備
」
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な

方
策
を
提
言
し
た
ほ
か
、
企
業
自
身
の
課
題
に
つ

い
て
も
触
れ
た
。

ま
た
最
終
章
で
は
、
社
会
の
意
識
改
革
ま
で
を

含
む
広
義
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
新
し
い
観
点
と
し
て
、
政

府
自
身
が
内
部
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ

と
で
、
公
共
セ
ク
タ
ー
の
意
識
改
革
を
進
め
る
こ

と
を
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と

位
置
付
け
、
規
制
改
革
や
電
子
行
政
、
道
州
制
の

導
入
な
ど
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
政
府
の
あ

り
方
を
模
索
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。

今
後
、新
成
長
戦
略
へ
の
提
言
反
映
な
ど
を
通
じ

て
、具
体
的
施
策
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

０８
年
度
福
利
厚
生
費
調
査
結
果
で
報
告

書
取
り
ま
と
め

―
企
業
の
福
利
厚
生
費
負
担
額
、
前
年

度
比
０
・
６
％
減
少

日
本
経
団
連
は
昨
年
１２
月
２２
日
に
、
２
０
０
８

年
度
福
利
厚
生
費
調
査
（
第
５３
回
）
の
集
計
結
果

概
要
を
公
表
し
、
１
月
２１
日
に
報
告
書
を
取
り
ま

と
め
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

現
金
給
与
総
額
は
２
・
３
％
減

０８
年
度
に
お
け
る
企
業
の
福
利
厚
生
費
負
担
額

は
、
従
業
員
１
人
１
カ
月
当
た
り
１０
万
３
３
１
１

円
、
前
年
度
比
で
０
・
６
％
減
少
し
た
。
福
利
厚

生
費
の
う
ち
、
社
会
保
険
料
等
の
企
業
拠
出
分
で

あ
る
「
法
定
福
利
費
」
は
７
万
５
６
２
１
円
、
企

業
が
任
意
に
行
う
福
祉
施
策
に
要
す
る
費
用
で
あ

る
「
法
定
外
福
利
費
」
は
２
万
７
６
９
０
円
と
な

り
、
前
年
度
比
で
そ
れ
ぞ
れ
０
・
４
％
、
１
・
１

％
減
少
し
た
。

現
金
給
与
総
額
は
５７
万
２
７
８
１
円
、
前
年
度

比
２
・
３
％
の
減
少
で
あ
る
。

法
定
福
利
費
の
減
少
の
主
な
要
因
は
、
現
金
給

与
総
額
の
減
少
で
あ
る
。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
保

険
料
が
２
０
１
７
年
ま
で
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
る

ほ
か
、
高
齢
化
の
進
行
の
な
か
で
、
法
定
福
利
費

は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
総
額
人
件
費
管
理
の

観
点
か
ら
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

が
な
い
。

法
定
外
福
利
費
は
各
企
業
に
お
い
て
、
限
ら
れ

た
原
資
の
な
か
で
、
見
直
し
が
行
わ
れ
た
結
果
と

な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
大
項
目
の
う
ち
、
費
用
が
減
少

し
た
の
は
、「
住
宅
関
連
」（
１
万
３
２
１
１
円
、

前
年
度
比
１
・
９
％
減
）、「
文
化
・
体
育
・
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
」（
２
２
０
８
円
、
同
０
・
７
％
減
）

等
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
費
用
が
増
加
し
た
の
は
、

「
医
療
・
健
康
」（
３
０
９
８
円
、
同
５
・
３
％

増
）「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
」（
６
５
０
４
円
、
３
・

３
％
増
）
で
あ
っ
た
。「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
」
の

う
ち
、
育
児
関
連
費
用
は
７
年
連
続
で
伸
び
て
お

り
、
今
回
の
調
査
で
は
、
前
年
度
比
５１
％
の
伸
び

を
示
し
た
。

「
文
化
・
体
育
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は
大
項

目
で
は
費
用
が
減
少
し
た
が
、
自
己
啓
発
に
関
す

る
費
用
補
助
な
ど
で
あ
る
「
活
動
へ
の
補
助
」
は

１
０
６
８
円
、
前
年
度
比
１
・
８
％
の
増
加
と
な

っ
て
い
る
。

な
お
、
住
宅
関
連
費
用
は
、
法
定
外
福
利
費
の

な
か
で
最
も
額
の
大
き
い
項
目
で
あ
る
が
、
各
企

業
に
お
い
て
、
見
直
し
が
続
い
て
お
り
、
法
定
外

福
利
費
に
占
め
る
割
合
は
減
少
す
る
傾
向
が
続
い

て
い
る
。

日
本
経
団
連
福
利
厚
生
費
調
査
は
、
１
９
５
５

年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
、
今
回
で
５３
回
目
。
半
世

紀
以
上
に
わ
た
る
企
業
の
福
利
厚
生
費
の
動
向
を

把
握
で
き
る
日
本
に
お
い
て
唯
一
、
毎
年
実
施
し

て
い
る
福
利
厚
生
費
の
調
査
で
あ
る
。
同
調
査
は
、

福
利
厚
生
費
の
各
項
目
に
つ
い
て
企
業
の
年
間
負

担
総
額
を
年
間
延
べ
従
業
員
数
で
除
し
た
１
人
１

カ
月
当
た
り
の
平
均
値（
加
重
平
均
）を
算
出
し
た

も
の
で
あ
る
。有
効
回
答
企
業
数
は
６
８
０
社
、回

答
企
業
の
平
均
従
業
員
数
は
４
２
１
０
人
で
あ
る
。

提
言
「
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
に
望
む
」
公
表

―
農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
課
題

提
示
／
道
州
制
見
据
え
た
地
域
の
個

性
と
強
み
活
か
し
た
取
り
組
み
な
ど

日
本
経
団
連
は
２
月
１６
日
、
提
言
「
新
た
な
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
望
む
」
を
公
表
し
た
。

農
政
関
連
の
提
言
と
し
て
は
、
昨
年
３
月
に
、

世
界
的
な
食
料
需
給
の
不
安
定
化
、
耕
作
放
棄
地

の
増
大
や
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
国
内
の
食

料
生
産
基
盤
の
崩
壊
の
危
機
等
を
踏
ま
え
公
表
し

た
「
わ
が
国
の
総
合
的
な
食
料
供
給
力
強
化
に
向

け
た
提
言
」
が
あ
る
。

今
回
の
提
言
は
、
先
の
提
言
を
踏
ま
え
つ
つ
、

昨
年
末
の
改
正
農
地
法
の
施
行
や
米
を
対
象
と
し

た
「
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
」
の
実
施
決
定

と
い
っ
た
最
近
の
農
政
の
動
向
を
受
け
、
経
済
界

の
考
え
方
を
整
理
し
た
も
の
。
今
年
３
月
の
政
府

の
新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
の

策
定
、さ
ら
に
は
６
月
の
政
府
の「
新
成
長
戦
略
」

の
策
定
を
視
野
に
、
わ
が
国
の
総
合
的
な
食
料
供

給
力
を
強
化
し
つ
つ
農
業
を
成
長
産
業
と
し
て
確

立
す
る
た
め
の
方
策
を
提
示
し
て
い
る
。

提
言
で
は
、
ま
ず
基
本
的
考
え
方
と
し
て
、
食

料
安
定
供
給
体
制
の
確
立
は
国
家
存
立
の
基
盤
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
わ
が
国
は
国
内
の
食
料
生
産

基
盤
の
維
持
・
強
化
と
国
民
・
市
場
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
開
発
か
ら
生
産
・
流
通
・
販
売
に
至
る
一

体
的
取
り
組
み
を
進
め
、
国
内
自
給
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
べ
き
と
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
よ
り
、
現
政
権
が
目
標
に
掲
げ
る
食
料

自
給
率
５０
％
を
実
現
し
た
と
し
て
も
、
残
る
５０
％

は
海
外
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
海

外
と
の
連
携
・
協
力
を
強
化
し
食
料
の
安
定
的
な

輸
入
の
確
保
に
も
取
り
組
む
べ
き
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
し
い
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
を
通
じ
て
農
業
を
成
長
産
業
と
し
て
確
立
す

る
た
め
、
道
州
制
を
見
据
え
た
地
域
の
個
性
と
強

み
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
と
も
に
、

国
全
体
と
し
て
問
題
意
識
や
課
題
を
共
有
し
て
改

革
方
策
を
確
立
し
速
や
か
に
実
行
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
経
済
界
と
し
て
も
、
農
業
界
と
の
連

携
・
協
力
を
一
層
推
進
し
、
農
産
物
の
高
付
加
価

値
化
や
販
路
拡
大
な
ど
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出
に
貢
献
す
る
と
の
決
意
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
提
言
の
各
論
で
は
、
第
１
の
柱
で
あ
る

「
食
料
生
産
基
盤
の
強
化
」
で
、
効
率
的
・
安
定

的
な
農
業
経
営
構
造
を
確
立
す
る
た
め
、
昨
年
末

に
施
行
さ
れ
た
改
正
農
地
法
の
現
場
で
の
運
用
に

つ
い
て
手
続
き
の
公
正
性
・
透
明
性
を
確
保
す
る

こ
と
、
２
０
１
０
年
度
に
実
施
さ
れ
る
戸
別
所
得

補
償
モ
デ
ル
対
策
に
加
え
、
担
い
手
へ
の
農
地
集

約
の
一
層
の
支
援
や
農
地
の
大
区
画
化
等
の
基
盤

整
備
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い

る
。ま

た
、
第
２
の
柱
で
あ
る
「
国
民
・
市
場
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
」
で
は
、
戦
略
的
な
産
業
間
連
携
へ

の
支
援
と
し
て
、
農
産
物
の
輸
出
促
進
に
対
す
る

政
府
の
戦
略
的
な
支
援
や
主
要
農
産
物
の
加
工
適

性
の
向
上
等
の
農
業
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進
等
、

第
３
の
柱
で
あ
る
「
国
際
連
携
・
協
力
の
推
進
」

で
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
へ
の
積
極
的
な
対

応
や
多
様
な
農
業
の
共
存
を
可
能
と
す
る
広
域
経

済
連
携
の
検
討
等
を
求
め
て
い
る
。

日
本
経
団
連
で
は
今
後
、
関
係
者
と
の
意
見
交

換
等
を
通
じ
て
同
提
言
の
実
現
に
努
め
る
と
と
も

に
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
事
例
集
の
作
成
等
に
よ

る
優
良
事
例
の
紹
介
等
を
通
じ
て
、
農
業
界
と
の

連
携
・
協
力
の
一
層
の
推
進
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

観
光
立
国
を
担
う
人
材
の
育
成
に
向
け

て
〜
産
学
官
の
連
携
強
化
を

―
観
光
分
野
の
成
長
戦
略
提
言
第
一
弾

公
表

日
本
経
団
連
は
２
月
１６
日
、
提
言
「
観
光
立
国

を
担
う
人
材
の
育
成
に
向
け
て
〜
産
学
官
の
連
携

強
化
を
」を
公
表
し
た
。
同
提
言
は
、
政
府
の「
新

成
長
戦
略
」
策
定
に
対
応
す
る
観
光
分
野
の
成
長

戦
略
提
言
の
第
一
弾
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
観
光
産
業
の
発
展
の
た
め
に
は
人
材
育

成
が
不
可
欠
と
の
認
識
に
立
ち
、
実
効
あ
る
観
光

政
策
の
立
案
お
よ
び
業
界
の
高
度
化
を
推
進
で
き

る
有
能
な
人
材
の
育
成
と
活
用
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
施
策
を
提
言
し
た
。
提
言
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
。

■
観
光
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
の
現
状
と
課
題

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
ロ
ー
カ
ル
化
な
ど
観
光
産
業

―３５―
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を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
は
、
今
後
、
観
光
に
携

わ
る
人
材
の
育
成
・
活
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴

う
海
外
事
業
の
拡
充
が
見
込
ま
れ
る
な
か
で
、
現

地
ス
タ
ッ
フ
の
質
的
向
上
が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、

ロ
ー
カ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
観
光
客
の
関

心
が
、
大
都
市
の
み
な
ら
ず
地
方
に
も
向
か
う
な

か
、
地
域
の
実
情
に
精
通
し
た
人
材
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

一
方
で
、
観
光
分
野
に
お
け
る
人
材
の
供
給
源

と
目
さ
れ
る
、
観
光
系
学
部
・
学
科
か
ら
の
観
光

分
野
へ
の
就
職
率
は
低
調
で
あ
り
、
よ
り
実
需
に

あ
っ
た
教
育
内
容
の
充
実
に
向
け
て
、
産
学
官
連

携
が
求
め
ら
れ
る
。

■
観
光
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
・
活
用

前
述
の
よ
う
な
課
題
認
識
の
も
と
、
地
域
の
観

光
振
興
策
を
立
案
・
実
施
す
る
人
材
の
育
成
と
観

光
業
に
携
わ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
以
下
の

方
策
が
有
効
で
あ
る
。

地
域
の
観
光
振
興
策
を
立
案
・
実
施
す
る
人
材

と
し
て
は
、
地
方
自
治
体
の
観
光
担
当
部
局
の
職

員
、
観
光
協
会
職
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
等
が
考
え

ら
れ
る
。
地
域
独
自
の
魅
力
を
発
揮
す
る
に
は
、

地
域
に
根
差
し
た
人
材
を
地
域
が
主
体
的
に
育

成
・
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た

観
点
か
ら
、
観
光
系
学
部
・
学
科
に
お
け
る
地
域

の
専
門
家
の
育
成
、
自
治
体
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
拡
充
、
各
自
治
体
に
お
け
る
観
光
専

門
職
の
創
設
、
自
治
体
・
観
光
協
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

企
業
等
の
間
で
の
人
材
交
流
、
地
域
の
観
光
振
興

に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
若
者
や
シ
ル
バ
ー
人
材

を
育
成
・
活
用
す
る
人
材
バ
ン
ク
の
創
設
、
通
訳

案
内
士
の
活
用
促
進
に
向
け
た
制
度
改
善
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
お
け
る
在
外
公
館
等
の
人
材
を

活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

観
光
業
に
携
わ
る
人
材
に
つ
い
て
は
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
、
企
画
力
、
行
動
力
に
富
ん
だ
経
営
人

材
お
よ
び
企
画
・
営
業
・
広
報
等
の
実
務
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
、
企
業
と
大
学
の
一
層
の
協
力

が
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
観
光
系
学
部
・

学
科
に
お
け
る
実
務
教
育
の
拡
充
、
そ
の
た
め
の

企
業
に
よ
る
社
員
の
講
師
派
遣
、
寄
附
講
座
の
充

実
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
拡
充
、
観
光
業
界
と

経
営
大
学
院
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
共
同
開
発
、
観
光
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
開
設
、
ま
た
、

東
ア
ジ
ア
大
交
流
時
代
を
見
据
え
て
、
観
光
に
関

心
の
あ
る
ア
ジ
ア
人
留
学
生
の
積
極
的
な
活
用
が

求
め
ら
れ
る
。

な
お
、
今
後
、
日
本
経
団
連
は
、
人
材
育
成
以

外
の
要
素
も
含
め
た
、
観
光
分
野
の
包
括
的
な
成

長
戦
略
を
改
め
て
提
言
す
る
予
定
で
あ
る
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

セセンンタターー

情報の授受
相談など

情報の授受
相談など

企業間交渉の
機会の設定など送送出出企企業業

人人事事部部門門 受受入入企企業業
斡旋・紹介

―３６―



第２８期 人事・労務・総務・庶務・現場管理担当者養成講座 全６講
＝開講満２８周年＝ ２０１０年６月～７月、毎週午後開講、２１時間３０分コース

本会主催ご案内

ご指導講師

弁護士
渡邊 岳 氏

弁護士
藤原 宇基 氏

弁護士
岩本 充史 氏

弁護士
新 弘江 氏

社会保険労務士
御園富士夫 氏

社会保険労務士
御園富士夫 氏

注）詳細のご案内状は後日お届けいたします。 お茶代、資料代、参考図書代（講によって配布）、消費税など
の費用を含みます。全講参加お申込の場合、交代でのご参
加もけっこうです。会場は、すべて大宮ソニックシティビ
ル９階、講義時間には、休憩・質問時間が含まれています。
受付はいずれも開講１０分前から（１３時頃）。

会 費 �全講参加： 全講一括参加 会 員 ７５，０００円
（１名に付） 非会員 ９３，０００円
�特定講参加： 個別の希望講 会 員 １３，０００円
（１講・１名に付） ご参加 非会員 １６，０００円

◎会費振込み先： 埼玉りそな銀行 大宮西支店 埼玉県経営者協会名義 普通預金口座 �３７２２１２
または武蔵野銀行 本店 同名義 同口座 �０４４４１９

申込・問い合わせ先 〒３３０‐８６６９ さいたま市大宮区桜木町１－７－５ソニックシティビル９Ｆ
社団法人 埼玉県経営者協会 担当：法規部 会場は事務局と同じ住所（大宮駅西口正面２００�）
TEL０４８―６４７―４１００� FAX０４８―６４１―０９２４〈主会場・ソニックシティビル TEL０４８―６４７―４１１１�〉

※参加お申込は FAXでも可能です。後程参加費をお振込み下さい。または、申込書に参加費を添えて現金書留でお送
り下さい。送金費用はご負担下さい。

※全講一括ご参加（その場合は交代出席も可能です、会費割引）はもとより、ご希望の個別講分割参加も可能です。

◎定 員 各講 ４０名（申込先着順〆切）

テーマ

人事・労務・総務・庶務・現場管理部門に必要な労働法・労務
管理の基本知識 パート�
～担当者の人事・労務管理能力パワーアップコース（採用、労
働契約、新労働契約法、労働慣行、職場生活の基礎、賃金）～

人事・労務・総務・庶務・現場管理部門に必要な労働法・労務
管理の基本知識 パート�
～担当者の人事・労務管理能力パワーアップコース（労働時間、
外勤・裁量のみなし労働時間、休憩・休日、時間外・休日労働、
サービス残業）～

人事・労務・総務・庶務・現場管理部門に必要な労働法・労務
管理の基本知識 パート�
～担当者の人事・労務管理能力パワーアップコース

（休暇、企業内・外人事異動、懲戒、退職、解雇）～

人事・労務・総務・庶務・現場管理部門に必要な労働法・労務
管理の基本知識 パート�
～担当者の人事・労務管理能力パワーアップコース（パート、
契約社員、嘱託等非正規雇用者、就業規則、男女均等、改正育
児介護休業法、母性保護、セクハラ、個別紛争解決手続、労働
審判制度）～

１日でわかる社会保険の手続き・実務ポイント�
～社会保険実務コース

（健康保険・厚生年金保険、改正点を含めて）～

１日でわかる社会保険の手続き・実務ポイント�
～労働保険実務コース

（労災保険・雇用保険、改正点を含めて）～

時間

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

日程・会場

６月８日�
ソニックシティ
９０１研修室（９Ｆ）

６月１６日�
同 上

９０１研修室（９Ｆ）

６月２２日�
同 上

９０１研修室（９Ｆ）

６月２９日�
同 上

９０４研修室（９Ｆ）

７月６日�
同 上

８０２研修室（８Ｆ）

７月１３日�
同 上

９０１研修室（９Ｆ）

講番号

第１講

第２講

第３講

第４講

第５講

第６講

―３７―
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渋
沢
栄
一
翁
の
起
業
家
精
神
を
受
け
継
ぐ
人
材
の
育
成

を
目
指
し
、
明
日
の
埼
玉
を
担
う
県
内
高
校
生
の
自
立
心

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
の
醸
成
、
並
び
に
想
像
力
の
涵
養
を

目
的
と
し
た
「
渋
沢
ス
ピ
リ
ッ
ツ
人
材
育
成
事
業
」
作
品

発
表
会
が
二
月
三
日
�
午
後
、
新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ

ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
塩
川
修
副
知
事
や
教
育
関
係
者
な
ど

約
二
〇
〇
名
が
出
席
し
た
。

本
事
業
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で

六
回
目
を
迎
え
、
埼
玉
県
と
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
主
催

し
、
本
会
お
よ
び
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
、
教
育
と
探
究
社

が
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
発
表
会
で
は
、
本
事
業
に
創

設
当
初
か
ら
か
か
わ
っ
た
関
係
も
あ
り
、
本
会
野
上
武
利

顧
問
が
総
評
を
行
っ
て
い
る
。

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
コ
ー
ス
」
と
銘
打
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
全
国
で
約
一
万
人
の
高
校
生
が
取
り
組

ん
で
お
り
、
県
立
高
校
の
授
業
の
中
で
産
業
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
も
の
。
実
在
の
企
業
か
ら
出
さ
れ

た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
た
め
に
、
情
報
収
集
・
分
析
・

企
画
し
て
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
も
の
で
、
埼
玉
県
で
は
県

立
高
校
十
校
の
生
徒
六
八
四
人
が
取
り
組
み
、
各
校
の
代

表
チ
ー
ム
が
成
果
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

発
表
会
の
冒
頭
、
塩
川
福
知
事
は
、「
企
業
は
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
繰

り
返
し
に
よ
っ

て
こ
の
経
済
危

機
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
。
皆
さ

ん
の
新
し
い
ア

イ
デ
ア
こ
そ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
第
一
歩
。
自

発
的
な
取
り
組

み
と
課
題
達
成

力
は
将
来
優
れ

た
産
業
人
に
な

る
た
め
に
も
有

効
」
と
高
校
生

を
激
励
し
た
。
続
い
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て

い
る
教
育
と
探
究
社
の
宮
地
勘
司
社
長
が
事
業
紹
介
、
そ

の
後
、
各
校
を
代
表
す
る
チ
ー
ム
が
壇
上
で
発
表
を
行
っ

た
。

■
出
題
企
業
お
よ
び
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

取
り
組
み
・
発
表
高
校
■

◇
ス
カ
パ
ー
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｔ

「
も
う
感
動
の
涙
が
止
ま
ら
な
い
。
家
族
と
観
る
、
ス
カ

パ
ー
！
な
ら
で
は
の�
新
・
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
組
企
画
�

を
提
案
せ
よ
！
」

�
岩
槻
商
業
高
校

◇
大
和
ハ
ウ
ス

「
生
き
る
歓
び
が
あ
ふ
れ
出
す
全
く
新
し
い
�
高
齢
者
施

設
�
を
提
案
せ
よ
！
」

�
新
座
総
合
技
術
高
校

�
久
喜
北
陽
高
校

◇
日
立

「
こ
れ
か
ら
の
地
球
の
一
〇
〇
年
を
支
え
る
新
し
い
�
動

力
源
�
と
、
そ
の
活
用
法
を
提
案
せ
よ
！
」

�
熊
谷
商
業
高
校

�
鳩
ケ
谷
高
校

◇
森
永
製
菓

「
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
が
一
瞬
で
幸
福
に
な
る
�
究
極

の
お
菓
子
�
と
そ
の
販
売
方
法
を
提
案
せ
よ
！
」

�
越
谷
総
合
技
術
高
校

�
深
谷
商
業
高
校

�
皆
野
高
校

◇
良
品
計
画

「『
素（
そ
）』
の
中
に
あ
る
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
�
無
印
良
品
�
を
提
案
せ
よ
！
」

�
浦
和
商
業
高
校

作
品
発
表
の
部
で
は
、
こ
れ
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し

一
年
間
を
か
け
研
究
し
た
成
果
が
発
表
さ
れ
、
見
事
な
出

来
栄
え
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
そ
の
都
度
起
こ
り
、

講
評
し
た
各
企
業
の
担
当
者
も
高
校
生
の
創
造
力
あ
ふ
れ

る
ア
イ
デ
ア
に
感
心
し
て
い
た
。

全
て
の
高
校
が
発
表
を
終
わ
り
、
最
後
に
野
上
武
利
本

会
顧
問
が
総
評
を
行
い
閉
会
し
た
。

元第一東京弁護士会副会長・元労働基準監督官・労働省基準局監督課勤務の経歴を持つ著者が、各種の新法施行、法改正に基
づいて全面改訂。労働諸条件等の取扱いをハンディにまとめた担当者座右の書……弁護士（元最高裁判所司法研修所教官、
東京最低賃金審議会会長、元中央大学法科大学院客員教授）安西 �（あんざい まさる）著

人事・労務・総務担当者必携資料 A５版 本文４１７頁 ９７図表掲載 限定版 埼玉経協編

採用から退職までの法律実務
《５０頁増頁、４０表、１章追加》 平成２２年３月１５日付改訂＝新改訂版新規発行＝頒布中

頒価 一冊に付１２００円（送料
１冊２２０円、２冊３００円、３冊
５００円、４～５冊６００円、６～
１０冊９００円、１１～１００冊 １２００
円、１０１冊以上２２００円）

〒３３０‐８６６９
さいたま市大宮区桜木町１―７―５―８７

ソニックシティビル９階

社団法人 埼玉県経営者協会

電話０４８―６４７―４１００�
FAX０４８―６４１―０９２４

お
申
し
込
み
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
直
接
右
記
へ

採 用 いわゆるサービス残業
契約と条件の決定 時間外・休日労働の適用除外
労働慣行 休 暇
職場生活の基礎 人事異動
賃 金 懲戒処分
労働時間 退職・解雇
外勤・みなし パート・臨時・嘱託
裁量労働 就業規則
休憩・休日 男女均等と母性保護
時間外・休日労働 個別紛争解決手続
労基法改正 労働審判制度

全２４章 ページ追加

◇
主

な

内

容
◇

平成２２年３月１５日付、時勢
変化の状況に伴い、新法施
行、法改正などを期に大幅
刷新改訂。９７の図表掲載。

管理・監督者
の た め の

～人事・労務図書～ 安西 � 弁護士 著

「管理・監督
者のための採用から退職までの法律実務」

発行・社団法人 埼玉県経営者協会３月１５日付［改訂第１５版］発行 頒布のご案内

渋渋
沢沢
スス
ピピ
リリ
ッッ
ツツ
人人
材材
育育
成成
事事
業業

作作
品品
発発
表表
会会
開開
催催

改訂
発行

作
品
発
表
を
行
う
高
校
生
た
ち
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一
月
一
六
日
〜
三
月
一
五
日

�音
�
埼
玉
音
協

◆
一
・
一
八

第
四
五
期
労
働
法
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
第
七
講（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
七

同
右
第
八
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
三

中
部
地
区
協
議
会
（
�
サ

イ
サ
ン
）

◆
二
・
四

北
部
地
区
協
議
会
（
�
リ

ケ
ン
熊
谷
事
業
所
）

◆
二
・
八

南
部
地
区
協
議
会
（
川
口

リ
リ
ア
）

◆
二
・
一
〇

西
部
地
区
協
議
会
（
�

丸
広
百
貨
店
）

◆
二
・
一
五

青
年
経
営
者
部
会
新
春

特
別
講
演
会（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
二
・
一
九

�音
林
家
た
い
平
独
演
会

（
埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル
）

◆
二
・
二
六

地
域
社
会
問
題
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
九

第
二
三
回
生
き
生
き
職
場

体
験
交
流
の
集
い
打
ち
合
わ
せ
（
事

務
局
）

１

子
育
て
期
間
中
の
働
き
方
の
見
直
し

�
３
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
短
時
間
勤
務
制
度
（
１
日
６
時

間
）
を
設
け
る
こ
と
を
事
業
主
の
業
務
と
し
、
労
働
者
か
ら
の
請
求
が
あ
っ
た
と

き
の
所
定
外
労
働
の
免
除
を
制
度
化
す
る
。

�
子
の
看
護
休
暇
制
度
を
拡
充
す
る
（
小
学
校
就
学
前
の
子
が
、
１
人
で
あ
れ
ば
年

５
日
（
現
行
ど
お
り
）、
２
人
以
上
で
あ
れ
ば
年
１０
日
）。

２

父
親
も
子
育
て
が
で
き
る
働
き
方
の
実
現

�
父
母
が
と
も
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場
合
、
１
歳
２
か
月
（
現
行
１
歳
）
ま
で

の
間
に
、
１
年
間
育
児
休
業
を
取
得
可
能
と
す
る
（
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
）。

�
父
親
が
出
産
後
８
週
間
以
内
に
育
児
休
業
を
取
得
し
た
場
合
、
再
度
、
育
児
休
業

を
取
得
可
能
と
す
る
。

�
配
偶
者
が
専
業
主
婦
（
夫
）
で
あ
れ
ば
育
児
休
業
の
取
得
不
可
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
を
廃
止
す
る
。

※
こ
れ
ら
に
あ
わ
せ
、
育
児
休
業
給
付
に
つ
い
て
も
所
要
の
改
正

３

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援

�
介
護
の
た
め
の
短
期
休
暇
制
度
を
創
設
す
る
（
要
介
護
状
態
の
対
象
家
族
が
、
１

人
で
あ
れ
ば
年
５
日
、
２
人
以
上
で
あ
れ
ば
１０
日
）。

４

実
効
性
の
確
保

�
苦
情
処
理
・
紛
争
解
決
の
援
助
及
び
調
停
の
仕
組
み
を
創
設
す
る
。

�
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
の
公
表
制
度
及
び
報
告
を
求
め
た
場
合
に
報
告
を
せ
ず
、

又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者
に
対
す
る
過
料
を
創
設
す
る
。

【
施
行
期
日
】
平
成
２２
年
６
月
３０
日
（
た
だ
し
、
一
部
の
規
定
は
、
常
時
１
０
０
人

以
下
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
平
成
２４
年
６
月
３０
日（
予
定
）。）

４
の
う
ち
、
調
停
に
つ
い
て
は
平
成
２２
年
４
月
１
日
、
そ
の
他
は
平
成
２１
年
９
月

３０
日
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
埼
玉
労
働
局
雇
用
均
等
室
へ
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８
―
６
０
０
―
６

２
１
０
）

「
今
の
音
は
、
芝
か
、
上
野
か
、
浅
草

か
」
と
い
う
句
が
あ
る
が
、
今
日
は
生
憎

の
雨
天
の
中
、
三
万
五
千
人
が

参
加
し
て
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
が

行
わ
れ
て
い
る
。

ゴ
ー
ル
は
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ

イ
ト
だ
が
、
チ
リ
で
発
生
し
た

Ｍ
・
８
・
８
規
模
の
地
震
の
津

波
が
、
太
平
洋
岸
に
押
し
寄
せ

る
と
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
の

で
、
津
波
の
影
響
が
出
な
い
こ

と
を
祈
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
世
界
的
に
気
候
異

変
で
、
二
月
の
初
め
に
新
潟
で

八
十
セ
ン
チ
の
降
雪
が
あ
り
、

後
半
に
は
同
じ
日
本
海
側
の
富

山
で
二
十
二
度
を
超
え
る
暖
か

さ
と
、
今
後
の
天
候
次
第
で
は

食
料
の
需
給
率
が
四
十
％
の
日

本
で
は
、
大
き
な
問
題
が
生
じ

る
可
能
性
が
強
く
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
気
候
異
変
が
、
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
て
い
る
カ
ナ

ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
、
雪
不
足
が
開

幕
当
初
は
懸
念
さ
れ
て
い
た
。

相
変
わ
ら
ず
の
景
気
低
迷
や
ト
ヨ
タ
自

動
車
問
題
、
春
闘
に
も
期
待
感
は
薄
く
、

政
治
資
金
使
途
の
追
求
で
国
会
審
議
も
進

展
が
見
ら
れ
な
い
な
ど
で
、
大
き
な
曇
り

空
に
す
っ
ぽ
り
と
包
ま
れ
て
身
動
き
が
出

来
な
い
状
態
の
日
本
に
、
唯
一
明
る
さ
を

提
供
し
て
く
れ
た
の
が
、
女
子
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
の
日
本
人
ト
リ
オ
で
あ
っ
た
。

二
十
六
日
の
午
後
の
Ｔ
Ｖ
放
映
時
間
帯

に
は
、
街
頭
で
足
を
止
め
て
競
技
に
見
入

る
人
達
が
溢
れ
て
い
た
、
と
の
ニ
ュ
ー
ス

が
伝
え
ら
れ
た
。

浅
田
真
央
選
手
の
銀
メ
ダ
ル
。
優
勝
し

た
韓
国
の
キ
ム
・
ヨ
ナ
選
手
、
お
母
さ
ん

の
突
然
の
死
に
も
負
け
ず
に
銅
メ
ダ
ル
を

と
っ
た
カ
ナ
ダ
の
ロ
ジ
ェ
ッ
ト
選
手
、
五

位
に
安
藤
選
手
、
八
位
に
鈴
木
選
手
が
入

賞
と
素
晴
ら
し
か
っ
た
。「
日
本

に
元
気
を
本
当
に
有
難
う
！
」

ま
た
、
男
子
で
も
高
橋
選
手
が

銅
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
が
、
週
刊

誌
の
見
出
し
で
「
貧
乏
王
子
」

と
、
小
田
選
手
は
「
バ
カ
殿
の

変
」
と
靴
紐
が
切
れ
た
事
件
を

報
じ
て
い
た
。
本
誌
の
内
容
は

読
ん
で
い
な
い
が
、
高
橋
選
手

の
家
族
は
力
を
合
わ
せ
て
一
生

懸
命
に
彼
を
応
援
し
て
い
た
と

思
う
と
、
あ
の
見
出
し
は
残
念

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
ス

ケ
ー
ト
選
手
は
、
ス
ケ
ー
ト
場

を
借
り
る
お
金
や
コ
ー
チ
代
な

ど
莫
大
な
出
費
が
必
要
に
な
る

ら
し
い
。

昔
の
日
本
は
、
こ
の
様
な
こ

と
を
「
美
徳
」
と
し
て
取
り
上

げ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

い
つ
の
間
に
か
消
え
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
日
は
、
日
本
女
子
が
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
（
団
体
の
パ
シ
ュ
ー
ト
）
で
は
じ
め

て
銀
メ
ダ
ル
を
と
っ
た
。
優
勝
し
た
ド
イ

ツ
と
時
間
差
が
僅
か
百
分
の
二
秒
で
、
実

に
残
念
！
と
い
え
る
。

春
一
番
も
吹
き
、
も
う
そ
こ
に
は
春
が

来
て
桜
開
花
も
話
題
に
な
っ
て
く
る
。
景

気
も
早
く
開
花
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。

事
業
だ
よ
り

第１７４回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

育
児
・
介
護
休
業
法
の
主
な
改
正
内
容

―３９―



★
新
入
社
員
研
修

日
時

４
月
２
日
�
１０
時
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０４
会
議
室

内
容

基
調
講
演
・
講
義

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
�
専
任
講

師
・
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
合
か
ほ
る
氏

埼
玉
機
器
�
代
表
取
締
役
社
長

長
沼

昭
氏

★
正
・
副
会
長
会
議

日
時

４
月
２２
日
�
１３
時
３０
分
〜
１４
時

２０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
７０１
会
議
室

内
容

理
事
会
に
付
議
す
る
議
題
の
検

討
、
そ
の
他

★
理
事
会
・
懇
親
会

日
時

４
月
２２
日
�
１４
時
３０
分
〜
１８
時

３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０３
会
議
室

（
理
事
会
）・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮
（
懇
親
会
）

内
容

平
成
２１
年
度
決
算
・
事
業
報
告
、

平
成
２２
年
度
予
算
・
事
業
計
画
、

そ
の
他

★
定
時
総
会

日
時

５
月
１３
日
�
１３
時
３０
分
〜

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
ロ
ー
ズ
ル

ー
ム

内
容

平
成
２１
年
度
決
算
・
事
業
報
告
、

平
成
２２
年
度
予
算
・
事
業
計
画
、

そ
の
他
、
懇
親
会

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
ア
ク
ア
テ
ル
ス

代
表
取
締
役
社
長

塩
入

淑
史

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
五
―
二

小
池
ビ
ル

電
話
〇
四
八
―
八
五
一
―
〇
一
七
一

（
資
）
二
千
五
百
万
円

（
従
）
二
〇
名

ダ
ム
・
堰
・
水
路
等
の
施
設
管
理（
巡

視
・
監
視
・
点
検
）、
建
設
・
補
償

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど

〈
代
表
者
変
更
〉

�
サ
ン
ワ
ー
ク

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤

孝
允
（
旧

田
畑

英
治
）

�
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
法
人
営
業
埼
玉
支
店

支
店
長

鎌
田

孝
昭
（
旧

加
瀬

栄
二
）

�
富
田
商
店

代
表
取
締
役
社
長

富
田

浩
正
（
旧

富
田

英
雄
）

日
本
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
�

代
表
取
締
役
社
長

中
尾

真
人
（
旧

佐
藤

正
雄
）

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
Ｂ
Ｒ
Ｍ
�

代
表
取
締
役
社
長

中
村

博
文
（
旧

浅
海

正
之
）

〈
社
名
変
更
〉

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
�

（
旧

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
�
）

〈
住
所
変
更
〉

池
上
金
型
工
業
�

加
須
市
豊
野
台
二
―
六
六
四
―
八

（
旧

北
埼
玉
郡
大
利
根
町
豊
野
台

二
―
六
六
四
―
八
）

石
塚
化
学
産
業
�
関
東
工
場

加
須
市
栄
六
軒
工
業
団
地

（
旧

北
埼
玉
郡
北
川
辺
町
大
字
栄

六
軒
工
業
団
地
）

ウ
イ
ン
グ
工
業
�

加
須
市
新
利
根
一
―
四
―
二

（
旧

北
埼
玉
郡
大
利
根
町
新
利
根

一
―
四
―
二
）

�
エ
ム
・
テ
ッ
ク

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
―
七
―

二
浦
和
Ｍ
Ｔ
ビ
ル
１
Ｆ

（
旧

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
二

―
三
―
一
八
関
本
ビ
ル
）

古
河
薬
品
工
業
�

加
須
市
柏
戸
七
四
〇

（
旧

北
埼
玉
郡
北
川
辺
町
大
字
柏

戸
七
四
〇
）

そ
し
あ
す
証
券
�

中
央
区
日
本
橋
室
町
一
―
二
―
六

日
本
橋
大
栄
ビ
ル
２
Ｆ

（
旧

中
央
区
日
本
橋
室
町
三
―
二

―
一
五
）

�
ラ
ス
コ

加
須
市
新
利
根
二
―
八
―
七

（
旧

北
埼
玉
郡
大
利
根
町
新
利
根

二
―
八
―
七
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
玉
音
協

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
五
五
号

２
０
１
０
年
３
月
２９
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

三
国
雅
裕

編
集
人

野
口
寛
治

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

ココココココココココココココココココココココココココココココココココロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケももももももももももももももももももももももももももももももももももののののののののののののののののののののののののののののののののののままままままままままままままままままままままままままままままままままねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねココココココココココココココココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンササササササササササササササササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
平成22年5月29日� �13 : 30開演 �17 : 30開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 大ホール

▲

会費／5,300円（一般５，５００円を）（全席指定・税込）
＊５歳以上有料（４歳以下膝上無料）

芸能生活30周年記念

４４５５tthh AAnnnniivveerrssaarryy
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人はみんな一粒の種

平成２２年7月10日� １６：３０開場１７：００開演

▲

会場／サンシティ越谷市民ホール▲

会費／S席6,200円（一般６，５００円を）（全席指定・税込）
＊未就学児のご入場はご遠慮ください。

この印刷物は再生紙を使用しています
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